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はじめに 

 

本報告書は、厚生労働省が公益財団法人テクノエイド協会に委託して実施した「福祉用具・

介護ロボット実用化支援事業」の平成２９年度の成果を取りまとめたものである。 

少子高齢化の進展に伴い、労働力の不足が深刻な社会問題となっている。また、超高齢化

社会の到来により、要介護高齢者のニーズは多様化・複雑化しており、介護職員の不足や腰

痛予防も喫緊の課題とされている。 

厚生労働省では、平成２３年度から２年間、良質な介護ロボット等を実用化する上で有効

となるスキームについての研究を行った。 

また、平成２４年１１月には、厚生労働省と経済産業省の両省共同でロボット技術の介護

利用における重点分野を公表した。 

こうした背景のもと、我が国における高度な科学技術を介護分野に活用すべく「福祉用具・

介護ロボット（以下「介護ロボット等」）」の実用化の推進に大きな期待が寄せられていると

ころであり、平成２５年６月の「日本再興戦略」に介護ロボット開発が、ロボット介護機器

開発５か年計画として位置づけられ、経済産業省では平成２５年度より前述のロボット技術

の介護利用における重点分野のロボット介護機器を対象とする「ロボット介護機器開発・導

入促進事業」を開始した。 

厚生労働省では、平成２３・２４年度のスキーム検討の結果及び経済産業省のロボット介

護機器開発・導入促進事業と連携して平成２５年度より「福祉用具・介護ロボット実用化支

援事業」を実施しており、平成２８年度からは、「ニーズ・シーズ連携協調のための協議会の

設置事業」及び「介護ロボットを活用した介護技術開発支援モデル事業」も開始し、本事業

も含め「介護ロボット開発等加速化事業」として推進している。 

本事業の平成２９年度の具体的な取組としては、以下の５つの事業を実施した。 

①相談窓口の設置 ②実証の場の整備 ③アドバイス支援及びモニター調査 ④普及・啓

発 ⑤介護ロボット導入状況にかかわる調査等を行った。 

モニター調査の実施にあたっては、テクノエイド協会内にモニター調査検討委員会（委員

長：山内繁 特定非営利活動法人 支援技術開発機構 理事長）を設置し、有識者のご助言

をいただいた。 

また、試作機の事前検証をはじめ、介護施設等におけるアドバイス支援・モニター調査、

さらには全国９か所における介護ロボット普及モデル事業等の実施にあたり、ご支援・ご協

力をいただいた福祉用具・介護ロボットに係るメーカー及び研究者、介護施設、医療施設、

介護実習・普及センター等の方々に深く感謝する次第である。 

本報告書が、我が国の福祉用具・介護ロボットの実用化の推進に資すれば幸いである。 

 

平成３０年３月 

 

厚生労働省    
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Ⅰ．事業概要 

１．目的 
日本の高齢化は、世界に例を見ない速度で進行し、どの国も経験したことのない超高齢

社会を迎えている。このような状況の下、介護分野の人材不足が指摘されており、介護分

野の人材を確保する一方で、限られたマンパワーを有効に活用することが重要となってく

る。 

現在、ロボット技術の介護現場における利用は、様々な分野で、様々な主体により取り

組まれているが、民間企業等のシーズと介護現場のニーズが合致していない。民間企業等

が試作した機器を介護現場で実証しようとしても、安全性に疑問がある等のため、実証等

に協力してくれる介護現場が少ない。介護ロボットを活用した介護方法が分からない等と

いった課題があり、本格的な普及に至っていないのが現状である。  

そのため、本事業により、介護ロボットの実用化を促す環境を整備し、企業による製品

化を促進することを通じて、要介護者の自立支援や介護者の負担軽減を図ることを目的と

した。 

 
介護ロボットの実用化について 

 

２．事業実施項目 
（１）相談窓口の設置 

介護ロボットの活用や開発等に関する相談窓口を開設し、開発者や介護施設からの相談

を電話、インターネット及び対面で実施した。 

 

（２）協力施設の整備 
平成２９年度に引き続き、モニター調査あるいはアドバイス支援に協力できる介護施設
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をホームページにて募集するとともに、応募登録いただいた施設等に対して、介護ロボッ

トに係る情報を提供した。 

 

（３）アドバイス支援事業及びモニター調査事業の実施 

開発コンセプト段階や試作機段階の介護ロボットに対して介護・福祉の専門職が助言す

るアドバイス支援事業と介護現場におけるモニター調査事業を実施した。 

 

（４）普及・啓発 

介護ロボットの普及・啓発の推進のため以下の事業を行った。 

 全国９か所で介護ロボットの展示・体験などを行う普及モデル事業を実施した。 
 ＨＰ上で介護ロボットに係る情報を提供した。 
 介護ロボットメーカー連絡協議会を開催し、介護ロボットの普及推進のための意見交

換を行った。 
 介護ロボットメーカーに協力いただき、介護ロボット情報及びその試用にかかわる情

報を収集し、ＨＰ等で公開した。 
 メーカーに協力いただき、介護ロボットにかかわるシーズ情報を収集し、ＨＰ等で公

開した。 
 商品化された介護ロボットの機器展示及びシンポジウムを開催した。 
 介護技術開発モデル事業成果を取りまとめ、シンポジウムでの報告及び成果の普及の

ための冊子を作成した。 
 

（５）関連調査等の実施 

（ａ）モニター調査実施にかかわる調査 

モニター調査の実施企業を対象に、課題や改善点などを踏まえた介護ロボット等の評

価手法・項目などを整理した。 

（ｂ）介護ロボットの普及に係る調査 

昨年度に引き続き、医療介護総合確保基金事業のメニューの一つとして開始された、

介護ロボット導入支援事業の都道府県の実施状況を調査した。 

（ｃ）介護ロボット普及モデル事業に係る調査 

介護実習・普及センター等が実施する介護ロボット普及モデル事業における事例を踏

まえて、介護ロボットの普及に係る方策を整理した。 

（ｄ）介護ロボット等導入支援特別事業の実態調査 

平成２７年度補正予算にて実施された 「介護ロボット等導入支援特別事業」 の平成

２８年度実施報告をもとに、導入実績を集計し、導入された介護ロボットの効果を把握

した。 

（ｅ）介護ロボットを活用した介護技術開発支援モデル事業に係る調査 

厚生労働省が別に委託する介護ロボットを活用した介護技術開発支援モデル事業の採

択機関の実施する介護ロボットを活用した介護技術開発モデル事業の成果をとりまとめ

た。 
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福祉用具・介護ロボット実用化支援事業の概要 
 

 
 

 

介護ロボットの開発各段階における事業の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護ロボットの開発・普及に係る取組

福祉用具・介護ロボット実用化支援事業（厚生労働省）

・実証の場の整備
（実証に協力できる施設・事業所等をリストアップ、開発の状態に応じて開発側へ繫ぐ）
・相談窓口の設置
（介護ロボットの活用や開発等に関する窓口を開設）

開発準備段階 開発段階 上市段階

専門職等による
アドバイス支援

モニター調査支援
・介護現場におけるモニター調査
・モニター調査のマッチング支援

普及・啓発
・介護ロボットの展示
・介護ロボットに関する研修
・介護ロボットの貸出

・重点分野のロボット介護機器の開発援助
・介護現場への導入に必要な環境の整備

（安全・性能・倫理の基準等）

・市販としてる機器及び実施施設等の選考
・実証試験による効果の検証
・介護分野に用いるあたり、必要な要素技術の明確化

ロボット介護機器開発・導入促進事業
（経済産業省）

コミュニケーションロボットの大規模実証試験
（経済産業省）

・基金にメニューを設けて介護
環境の改善を支援

・先駆的な取り組みを対象

事業

地域医療介護総合
確保基金（２０１５年度～）

・介護従事者負担軽減のための
介護ロボット導入計画提出
・都道府県が計画内容を判断

平成２５年度～
平成２７年度

介護ロボット等導入支援特別事業

15
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３．モニター調査検討委員会 
介護機器等のモニター調査にあたって、事前検証を行うための専門的・技術的な組織とし

て、介護機器に関する有識者から構成する委員会を設置した。 

なお、本委員会の委員は、高齢者の心身の状況や置かれている状況についての理解が深く、

在宅や施設での介護機器等の利用実態・利用状況等の知見を有する者とした。 

 

福祉用具・介護ロボット実用化支援事業 モニター調査検討委員会 名簿 

 

 （委員） （五十音順・敬称略）

氏　名 所　属　機　関

市川　　洌 　福祉技術研究所株式会社

諏訪　　基 　国立障害者リハビリテーションセンター研究所

古田　恒輔 　神戸学院大学　総合リハビリテーション学部

◎ 山内　　繁 　ＮＰＯ法人支援技術開発機構

渡邉　愼一
　社会福祉法人横浜市総合リハビリテーションセンター
　地域リハビリテーション部

◎委員長
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モ

デ
ル

事
業

の
取

り
ま

と
め

◎
フ

ォ
ー

ラ
ム

に
て

概
要

報
告

(1
/
2

3
)

　

（
６

）
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
等

に
関

す
る

情
報

提
供

５
．

実
態

調
査

・
研

究
の

実
施

（
１

）
調

査
研

究
計

画
の

策
定

（
内

容
・

手
法

）
調

査
計

画
の

策
定

再
委

託
先

の
決

定
厚

労
省

と
の

協
議

調
査

結
果

の
取

り
纏

め

（
２

）
調

査
等

の
実

施
 ※

効
率

的
に

調
査

を
実

施
す

る
た

め
一

部
調

査
会

社
へ

再
委

託
★

導
入

支
援

特
別

事
業

に
係

る
デ

ー
タ

の
取

り
纏

め

６
．

本
事

業
の

ま
と

め
及

び
報

告
書

の
作

成

（
１

）
実

績
報

告
及

び
事

業
報

告
の

作
成

、
提

出

本
事

業
の

実
施

に
あ

た
っ

て
は

、
厚

生
労

働
省

と
十

分
に

連
携

し
て

実
施

す
る

こ
と

と
す

る
。

第
１

／
四

半
期

第
２

／
四

半
期

第
３

／
四

半
期

第
４

／
四

半
期

備
考

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

開
発

・
普

及
に

係
る

相
談

、
シ

ー
ズ

と
ニ

ー
ズ

の
マ

ッ
チ

ン
グ

に
係

る
支

援

「
意

見
交

換
会

」
及

び
｢
専

門
職

に
よ

る
ア

ド
バ

イ
ス

支
援

」
の

実
施

「
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
等

モ
ニ

タ
ー

調
査

」
等

の
実

施

「
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
普

及
モ

デ
ル

事
業

」
の

実
施

「
介

護
技

術
開

発
支

援
モ

デ
ル

事
業

」
の

進
捗

管
理

・
助

言

「
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
等

導
入

支
援

特
別

事
業

」
及

び
「
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
の

導
入

支
援

事
業
」
に

係
る
実

態
調
査

の
実
施
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Ⅱ．事業結果 

１．相談窓口の設置 

（１）趣旨 
介護ロボットの開発や活用方法などの疑問や質問に電話や電子メールで応える「介

護ロボット実用化に関する相談窓口」を昨年度より継続して実施した。 

 

（ａ）概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．開設日 

  平成２５年７月２９日以降継続中 

２．開設場所 

  公益財団法人テクノエイド協会内 

（平成２９年度厚生労働省委託事業「福祉用具・介護ロボット実用化支援事業」の受託先） 

３．内 容 

【電話相談窓口】 

○専用電話番号：０３－３２６０－５１２１ 

 （※つながらない場合には、企画部電話番号：０３－３２６６－６８８３） 

  ＊コーディネーターが、介護ロボットの実用化に関する相談に対応します。 

○相談日・時間：平日９：００～１２：００、１３：００～１７：００ 

【ホームページ相談窓口】 

○メールアドレス：robot@techno-aids.or.jp 

４．主な利用内容 

（利用者側の方） 

・介護ロボットの種類や開発の状況、実用化している機器の概要等を知りたい 

・施設での介護ロボットの導入助成制度を知りたい 

・どのような介護ロボットが製品化されているのか知りたい 

・介護ロボットを効果的に活用している事例を紹介してほしい 等 

（開発に携わっている方） 

・介護ロボットの開発を計画しているが、介護現場のニーズに合っているかどうか相談

したい 

・開発助成を受けたい 

・導入助成の対象にしてほしい 

・介護現場のニーズについて相談したい 

・我が社の持っている技術が介護現場に活用できるか相談したい 等 

５．その他 

開発中又は開発を計画している介護ロボットについては、相談窓口を通じて「専門職

によるアドバイス」や「介護施設等におけるモニター調査」、「介護現場との意見交換」

等 繋げ
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（ｂ）相談状況 
平成２５年７月より、委託先の公益財団法人テクノエイド協会内に相談窓口を設

置し、以降本年度も引き続き継続して相談対応を行った。 

主な問い合わせ内容は、下記の通りであった。 

事業当初は、開発支援やモニター協力といった点が多かったが、最近は、商品化

された介護ロボットが数多く出てきたことと、平成２７年度の補正予算事業の介護

ロボット等導入特別支援事業にて、約５０００箇所の施設に介護ロボットが導入さ

れたことから、昨年度に引き続き、介護施設からは、介護ロボットの導入の関心が

増え、メーカーからは導入助成制度に関する問い合わせ等が非常に多くなってきて

いる。 

相談窓口における主な相談内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談者種別 主な問い合わせ内容 

メーカー関係  介護ロボット導入助成制度について 
 導入助成事業の対象となるか否かの相談 
 開発助成制度について 
 開発助成事業の対象機器となるか否かの相談 
 介護保険制度の給付対象化について 
 所有する要素技術の活用法 
 介護とのマッチング希望 など 

介護施設関係  商品化されている介護ロボットについて 
 介護ロボットの導入助成制度について 
 施設への導入検討のため、機器紹介希望  
 モニター調査等実施事業の内容 
 協力機関としての応募方法 など 

行政関係  介護ロボット展示・イベントのための要望 
 介護ロボット動向にかかわる講演依頼 
 助成対象の介護ロボット商品認定にかかわる相談 
 該当行政地域におけるモニター協力介護施設情報 
 介護ロボット導入施設紹介依頼 など 

報道・雑誌・海外団体

等 

 介護ロボット開発動向 
 介護ロボット普及状況 
 介護ロボット活用状況 
 介護ロボット活用施設紹介依頼 など 

金融・ベンチャーキャ

ピタル等 

 介護ロボット実用化動向 
 介護ロボット市場性 
 有力メーカーや機器及び将来性 など 
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２．実証環境の整備 

昨年度に引き続き、実証に協力可能な施設の募集を行い、データベースに追加登録し

た。 

また、登録施設に対するメールマガジン配信の仕組みも構築し、事業の案内や、機器

開発メーカーに対するアドバイス支援先や実証試験先のマッチングに活用した。 

平成２４年度末では１００件程度であったが、平成２５年度末で３１６件、平成２６

年度末で５０６件、平成２７年度末では５８０件、平成２８年度末では６０５件、平成

２９年度末（平成３０年３月２２日現在）では下記の通り６２１件となっている。施設

の興味の観点が、実用化のためのモニタリング協力よりも実際の業務に活用するための

導入に関心が移っているものと想定される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設区分別の登録件数（分布） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特養 166件 (26.7%)
老健 73件 (11.8%)
在宅 75件 (12.1%)

市町村 44件 (7.1%)
有料 54件 (8.7%)

医療機関 35件 (5.6%)
認知共同 30件 (4.8%)
障害施設 29件 (4.7%)

介実 13件 (2.1%)
都道府県 7件 (1.1%)
地域包括 11件 (1.8%)
リハセン 9件 (1.4%)

サ高住 9件 (1.4%)
福祉用具貸与 31件 (5.0%)

その他 35件 (5.6%)

合　計 621件 (100.0%)

登録件数（種類別）
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地域区分別の登録件数分布 

 

北海道・東北 75 (12.1%)

関東・甲信越 213 (34.3%)

　東海・北陸・近畿 199 (32.0%)
中国・四国 46 (7.4%)
九州・沖縄 88 (14.2%)

621件 (100.0%)

登録件数（地域別）

 

 

 

◆資料 

公益財団法人テクノエイド協会（http://www.techno-aids.or.jp/robot/） 

福祉用具・介護ロボットの開発実証環境を整備するための事業 

協力施設の登録状況（２０１８年３月２３日現在） 
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３．モニター調査の実施 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

モニター調査事業の概要 

 
（１）アドバイス支援事業 
（ａ）アドバイス支援事業の種類 

今年度はアドバイス支援事業として以下の２種類の事業を実施した。 

 

①介護職員等との意見交換の実施 

開発コンセプトの段階（実機不要）や開発途中（試作段階）にある介護ロボ

ット等について、介護施設等での自由な意見交換を通じて、当該機器の対象者

と適用範囲、期待される効果、開発にあたっての課題等についての話し合いを

行うことを目的とした。 
 

②専門職によるアドバイス支援 

開発早期の段階にある介護ロボット等について、高齢者や福祉用具に係わる

専門職が専門的なアドバイスを行うことにより、真に必要とされる機能・機器

の開発を促すことを目的とした。 
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（ｂ）対象者 
以下に掲げるメーカー等を対象とした。 

○ 開発コンセプトの段階（実機不要）や開発途中（試作段階）にある介護ロボ

ット等のメーカー 

○ 介護現場等での意見交換を通じて、開発機器のコンセプトの構築を図りたい

メーカー 

○ 構想あるいは試作機について、現場のアドバイスをもらいたいメーカー 

○ 機器の対象者や適用範囲等を確認したいメーカー 

 
（ｃ）対象となる介護ロボット等 

以下の３要件を全て満たすこと 

◆目的要件（以下のいずれかの要件を満たす機器であること。） 

 心身の機能が低下した高齢者の日常生活上の便宜を図る機器 

 高齢者の機能訓練あるいは機能低下予防のための機器 

 高齢者の介護負担の軽減のための機器 

◆技術要件（以下のいずれかの要件を満たす機器であること。） 

 ロボット技術（※）を適用して、従来の機器ではできなかった優位性を発揮する

機器 
（※）①力センサーやビジョンセンサー等により外界や自己の状況を認識し、②これによって得られた情報

を解析し、③その結果に応じた動作を行う 

 技術革新やメーカー等の製品開発努力等により、新たに開発されるもので、従

来の機器では実現できなかった機能を有する機器 

 経済産業省が行う「ロボット介護機器開発・導入促進事業」において採択され

た機器 

◆マーケット要件 

 現時点では需要が顕在化していないが、潜在的な需要が見込まれる機器 

 
（ｄ）実施案件 

本事業は、期間を限定せず応募を受けた（先着順）ところであるが、応募メーカ

ーへの資金交付はないため、相談窓口に相談のあったメーカーに対して、本事業へ

の応募を勧められて、応募に至ったケースが多かった。 

協力施設のマッチングは、当該申請企業案件に対して、実証協力登録施設から専

門職等によるアドバイスを行いたいとの応募があった施設等を中心にマッチング

した。 

なお、応募のなかった案件については、当協会が仲介してマッチング先となる協

力施設を探した。 

具体的には、以下の表に示すように、介護職員等との意見交換は５件、専門職に

よるアドバイス支援は５件実施した。 
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介護職員等との意見交換 実施案件一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専門職によるアドバイス支援 実施案件一覧 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※）アドバイス支援事業の結果概要については、別冊として作成した冊子「福祉用具・

介護ロボットの開発と普及２０１７」を参照されたい。 

 

 

 

案件番号 企業等 機器名称 カテゴリー 意見交換協力施設

29-A01

Ｆｕｔｕｒｅ　Ｔｒｅｋ株式会社
（福岡県）

在宅見守りシステム 見守り支援 特別養護老人ホーム緑の里
（福岡県）

29-A02

SUPERFLEX, INC.
（東京都）

Powered Clothing リハビリ支援 社会福祉法人　シルヴァーウィング
　戸山いつきの杜
（東京都）

29-A03

株式会社デジタリーフ
（東京都）

医療介護向けコミュニケーション支援シ
ステム
意思伝達装置　RICANUS -リカナス-

その他 社会福祉法人　シルヴァーウィング
特別養護老人ホームみさよはうす土支田
（東京都）

29-A04

加賀電子株式会社
（東京都）

Alarm.com Wellness
（アラーム　ドット　コム　ウェルネス）

見守り支援 社会福祉法人善光会
（東京都）

29-A05

株式会社ヒーリンクスジャパン
（東京都）

HeLinx-ポジティブモーションハーネス その他 社会福祉法人　心の会
(神奈川県）

 案件番号 企業等 機器名称 カテゴリー アドバイス支援協力施設

29-B01

有限会社小池経編染工所
（栃木県）

座・布団
（座圧減圧クッション）

その他 社会福祉法人 善光会
（東京都）

29-B02

ミネベアミツミ株式会社
（神奈川県）

体動センサ
MTS-001（仮称）

見守り支援 社会福祉法人　正和会　大潟村
特別養護老人ホーム　ひだまり苑
（秋田県）

29-B03

日圧総業株式会社
（神奈川県）

簡易見守り機能付コミュニケーション
アシストロボット機器

見守り支援 NPO法人あいちサポートセンター未来
（愛知県）

29-B04

フランスベッド株式会社
（東京都）

非接触型離床センサー（仮） 見守り支援 社会福祉法人　清恵会
特別養護老人三陽（北海道）
特別養護老人ホームおりーぶえん（広島県）

29-B05

株式会社ラッキーソフト
（神奈川県）

リハビリテーショントレーニングツール
「TANO」における発声トレーニング

機能訓練支援 医療法人社団　幸隆会　多摩丘陵病院
（東京都）
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（２）モニター調査事業 
対象機器については、一般公募案件と経済産業省「ロボット介護機器開発・導入促

進事業」採択案件（以下「経産案件」と称す）と分けて募集した。 

 

一般案件についての応募は１６件であり、事務局審査及び検討委員会（平成２９年

８月１日開催）において、応募各団体よりヒアリングを実施し、１０件を採択した。

採択案件については、アドバイス支援と同様に、実証協力登録施設に対してマッチン

グ先を公募し、マッチング先が決定した案件から順次、モニター調査を実施した。具

体的な採択案件とマッチングした協力施設は次頁の表のとおりである。 

 

経産案件については、現在、開発プロジェクトが継続中であるので、モニター調査

の対象とできる機器の判断は、開発メーカーからの希望があり、経済産業省の開発プ

ロジェクトで開発機器の基準作り及び評価・助言を実施している基準コンソーシアム

チームの承諾を受けた機器を対象とし、結果として２件を採択した。また、評価・助

言等については既に基準コンソーシアムチームが開発プロジェクトにおいてその体

制を整えているので、テクノエイド協会の職員及びモニター調査検討委員による評

価・助言は控えた。具体的な採択案件とマッチングした協力施設は次頁以降の表のと

おりである。 

 

一般採択案件については、採択メーカーに対して補助金事務及び介護ロボット等モ

ニター調査研修会を平成２９年８月２１日に開催し、事務局より、採択後の事務手続

きについて、また、モニター調査検討委員会の山内繁委員長より、介護現場における

モニター調査の意義、倫理要件および調査結果のエビデンスレベルを高めるための方

策について講義を行うとともに、講義終了後、採択案件中、相談希望のあったメーカ

ーに対して、個別にモニター調査にかかわる指導を行った。 

 

その後、採択各案件について、個別に進捗に応じて、進め方等の相談に対応しなが

ら進め、平成３０年２月２８日に検討委員会を開催し、その際、一般採択案件１０件

については、成果報告いただき、委員より評価結果のまとめ方等についても助言を与

えた。 

 

※）モニター調査事業の結果概要については、別冊として作成した冊子「福祉用具・

介護ロボットの開発と普及２０１７」を参照されたい。 
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介護機器モニター調査（一般案件）採択案件一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護機器モニター調査（経産案件）採択案件一覧 

 

 

 

 

 

 

 

※）モニター調査事業の結果概要については、別冊として作成した冊子「福祉用具・介護ロボッ

トの開発と普及２０１７」を参照されたい。 

案件番号 企業等 機器名称 カテゴリー モニター調査協力実施施設

29-C01

株式会社アイオーティー
（東京都）

(仮称)介護事業者向けライフリズム監視シ
ステム
ライフアセス“みいるも”

見守り支援 合同会社リハビリコンパス
（埼玉県）

29-C02

株式会社デジタリーフ
（東京都）

医療介護向けコミュニケーション支援シス
テム
意思伝達装置　RICANUS -リカナス-

その他 フォレスト垂水
（兵庫県）

29-C03

株式会社グッドツリー
（宮城県）

Pepper(Pepper専用アプリ・ケア樹あそぶ
for Pepper)

機能訓練支援 株式会社ゆらリズム
（宮城県）

29-C04

介護用品のうさぎ屋
（滋賀県）

新素材を使用した介護用インナー「白寿」 その他 ヴォーリズ老健センター
（滋賀県）

29-C07

WHILL株式会社
（神奈川県）

WHILL Model C 移動支援 神奈川リハビリテーション病院　研究部
（神奈川県）

29-C08

株式会社ハッピーリス
（東京都）

マイ スワロー 機能訓練支援 医療法人財団厚生協会 介護老人保健施
設 足立老人ケアセンター
（東京都）

29-C11

株式会社邦友
（宮城県）

起立補助装置「立ち助」 機能訓練支援 医療法人社団 明山会 山形ロイヤル病
院
（山形県）

29-C12

トレンドマスター株式会社
（神奈川県）

こんにちは赤ちゃん その他 社会福祉法人東京聖新会
（東京都）

29-C13

株式会社金星
（東京都）

ピュアット 入浴支援 社会福祉法人善光会 サンタフェ総合研究
所 介護ロボット・人工知能研究室
（東京都）

29-C16

フランスベッド株式会社
（東京都）

自動寝返り支援ベッド その他 社会福祉法人善光会
サンタフェ総合研究所介護ロボット・人工
知能研究室
（東京都）

 案件番号 企業等 機器名称 重点分野 モニター調査協力施設

29-D01

積水ホームテクノ株式会社
（大阪府）

wellsリフトキャリー（ウェルスリフトキャ
リー）

入浴支援 湘南乃えん株式会社(株)
（鎌倉ライフホームえん・鎌倉ケアホーム
えん）
（神奈川県）

29-D02

株式会社アドバンスド・デジタ
ル・テクノロジー
（福岡県）

在宅介護見守り
クラウドシステム

見守り支援 株式会社西日本医療福祉総合センター
（福岡県）
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４．普及・啓発 

４．１ 介護ロボット普及モデル事業の実施 

（１）目的 
全国の介護実習・普及センター等において、主に重点分野の介護ロボット等を中心

に普及・啓発事業を行うこととし、具体的には、実際の介護場面において介護ロボッ

ト等が利活用されるよう、地域における介護ロボット等の情報発信地となり、実践的

な導入支援を行うことを目的として介護ロボット普及モデル事業を行った。 

対象となる機関、対象とする介護ロボットの範囲、対象事業は以下のとおりとした。 

 

介護ロボット普及モデル事業の概要 

 

●実施機関 

全国の福祉用具に対する地域拠点（介護実習・普及センターやリハビリテ

ーションセンター等）を対象として、１０か所程度の採択を目標に、公募し

た。（募集要項については、付録を参照） 

 

●事業内容 

上市・普及の段階にあり、介護施設や在宅での利活用が期待される介護ロ

ボット等について、機器の目的及び対象者、適用と禁忌、さらには適切かつ

安全に使用するための基礎知識から応用技術を地域へ確実に普及させるため

実施することとした。 

厚生労働省と経済産業省が連携して定めた「ロボット技術の介護利用にお

ける重点分野」の介護ロボットを主な対象機器として行うこととし、地域医

療介護総合確保基金における介護ロボットの導入支援事業の活用につなぐ取

り組みや、介護施設等において適切かつ効果的な導入と利活用を推進するた

めのコンサルティング業務等を対象事業とした。 
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（２）実施機関 
以下の９機関より応募があり、すべて採択し、それぞれの圏域で介護ロボット普及

モデル事業を実施いただいた。 

 

介護ロボット普及モデル事業 実施機関一覧 

実施機関 郵便番号 住所 電話

 社会福祉法人北海道社会福祉協議会
 北海道介護実習・普及センター

060-0002
札幌市中央区北2条西7丁目1番地
北海道社会福祉総合センター
（かでる２・７）　３階

011-241-3979

 社会福祉法人青森県社会福祉協議会
 青森県介護実習・普及センター

030-0822 青森県青森市中央3丁目20－30 017-774-3234

 岩手県高齢者総合支援センター 020-0015 岩手県盛岡市本町通3-19-1 019-625-7490

 一般社団法人茨城県福祉サービス振興会
 茨城県介護実習・普及センター

310-0851
茨城県水戸市千波町1918番地
茨城県総合福祉会館5階

029-244-4425

 社会福祉法人名古屋市総合リハビリテーション事業団
 なごや福祉用具プラザ

466-0015
名古屋市昭和区御器所通三丁目１２－
１
御器所ステーションビル３階

052-851-0051

 兵庫県立福祉のまちづくり研究所 651-2181 神戸市西区曙町1070 078-925-9283

 北九州市立介護実習・普及センター 802-8560
北九州市小倉北区馬借１－７－１
総合保健福祉センター１階

093-522-8721

 大分県社会福祉介護研修センター 870-0161 大分県大分市明野東3丁目4番1号 097-552-6888

 佐賀県在宅生活サポートセンター 840-0804 佐賀県佐賀市神野東2-6-1 0952-31-8655

 
 

※）各機関の実施内容については、別冊として作成した冊子「福祉用具・介護ロボットの

開発と普及２０１７」を参照されたい。 
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４．２ 介護ロボット導入活用事例集の作成 

（１）目的 
「福祉用具・介護ロボット実用化支援事業」や「ロボット介護機器開発・導入促進

事業（開発補助事業）」等による開発補助を経て実用化した介護ロボットの普及啓発

を行うとともに、適切かつ効果的な利用の推進を図ることとする。 

 

（２）事業概要 
介護ロボットメーカー連絡会議に参加したメーカー等を通じて、介護施設等から介

護ロボットの効果的な導入活用事例を収集することとし「介護ロボット導入活用事例

集２０１７」を作成した。 

その成果については、介護ロボットフォーラム２０１７参加者に配布するとともに、

テクノエイド協会ホームページにおいても公開した。 

（http://www.techno-aids.or.jp/robot/jigyo.shtml#tab22_detial） 

 

（３）事例集に掲載する介護ロボットメーカー 
原則、本連絡会議のメンバー企業とし、これまで「福祉用具・介護ロボット実用化

支援事業」や「ロボット介護機器開発・導入促進事業（開発補助事業）」等から開発

補助を受けて実用化した介護ロボットを有するメーカー等とした。 

 

※）内容については、別冊として作成した冊子「介護ロボット導入活用事例集２０１７」

を参照されたい。 
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４．３ 介護ロボット展示・シンポジウムの開催 

（１）趣旨 
平成２３年度より「福祉用具・介護ロボット実用化支援事業」を実施しているが、

介護現場の意見交換やモニター調査等の実施を経て、商品化された機器が少しずつ市

場に登場し始めており、また、厚生労働省の平成２７年度補正予算事業の介護ロボッ

ト導入特別支援事業の実施もあり、介護ロボットの導入を検討しようとする介護施設

等が急速に増えてきている。 
このような背景を踏まえ、昨年度に引き続き、既に商品化している介護ロボットを

一堂に集めて展示及びシンポジウムを開催した。 
また、今年度は、さらなる開発・改良の促進のため、農業分野でのロボット活用や

介護ロボットに適用できる技術シーズなどの展示・説明も加え「介護ロボットフォー

ラム２０１７」として開催した。 
 
（２）開催概要 

①開催日時 
平成３０年１月２３日（火）１１：００～１６：３０ 

②会場 
ＴＯＣ有明（東京都江東区有明） 

４階コンベンションホールＷＥＳＴホール 

③参加費 無料（入退場自由） 
④参加者 

  約７００～８００名程度を目標 
⑥開催資料の公開 

開催資料はテクノエイド協会の以下のＨＰに公開し、当日、参加できなかった方

も情報が入手できるようにした。 

http://www.techno-aids.or.jp/robot/jigyo.shtml#tab29_detial 
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⑦開催プログラム 

内容 

10：30 受付開始 

11：00 開場 

○介護ロボットの展示・説明・相談（ＷＥＳＴホール） 11:00-16:30 

  高齢者や障害者の自立や介助を支援する介護ロボットを中心に、製品化された実機の展示・説明・相談を行いま

す。（全 24 社の実機を展示） 

 
 

 

 

  

 

 

                           

 

 

 

 

 

○介護ロボットシンポジウムの開催（会場内） 12:50-16:05 

介護ロボットに係る施策の動向及び、介護現場からのニーズやメーカーによるシーズの 報告等を行います。

※）椅子のみご用意します。着座できない場合はご容赦ください。
 

12:50 

開会 

挨拶 厚生労働省老健局 高齢者支援課 課長 武井 佐代里 

公益財団法人テクノエイド協会 理事長 大橋 謙策 

13:00-13:15 

（15分） 

各省のロボット政策 

厚生労働省老健局 高齢者支援課 課長補佐 田口 勲 

13:15-13:30 

（15分） 
経済産業省製造産業局 産業機械課 ロボット政策室 課長補佐 石田智樹 

13:30-13:45 

（15分） 
農林水産省 大臣官房 政策課 技術政策室 課長補佐 角張 徹 

13:45-14:45 

（各20分） 

ニーズ・シーズ連携協調協議会による提案機器コンセプトの報告 

（介護現場のニーズ） 

平成２８年度｢介護ロボットに係るニーズ・シーズ連携協調協議会設置事業｣において、提

案された機器コンセプトの概要報告 

〇移動支援）さいたま商工会議所 黒金 英明 

〇排泄支援）一般社団法人 日本作業療法士協会 中村 春基 

〇見守支援）国立研究開発法人 国立長寿医療研究センター 高野 映子 

14:45-15:05 

（20分） 

介護ロボットの海外動向 

〇株式会社日本政策投資銀行 業務企画部 植村 佳代 

15:05-16:05 

（各20分） 

介護ロボットを活用した介護技術開発支援モデル事業における取組事例の概要報告 

（活用事例） 

〇移乗支援）社会福祉法人横浜市リハビリテーション事業団 粂田 哲人 

〇移動支援）社会福祉法人兵庫県社会福祉事業団 福元 正伸 

〇見守支援）コニカミノルタジャパン株式会社 関  泰彦 

16：05 閉会 
 

入浴支援 

移動支援

見守り・ 

コミュニケーション

移乗介助 

排泄支援 

介護業務支援 

 
1６：３０ 閉会 
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会場レイアウトと出展企業 

 
1 見守り支援 フランスベッド㈱ 見守りケアシステム M2・自動寝返り支援ベッド FB-640 

2 見守り支援 キング通信工業㈱ シルエット見守りセンサー 

3 見守り支援 ノーリツプレシジョン㈱ 次世代予測型見守りシステム「ネオスケア」 

4 見守り支援 コニカミノルタジャパン㈱ ケアサポートソリューション 

5 見守り支援 パラマウントベッド㈱ 見守り支援システム「眠り SCAN」 

6 見守り支援 パナソニック㈱ エアコンみまもりサービス 

7 排泄支援 トリプル・ダブリュー・ジャパン㈱ 排泄予測デバイス「DFree」 

8 排泄支援 アロン化成㈱ 水洗ポータブルトイレ キューレット 

9 排泄支援 ㈱リバティソリューション リバティひまわり 

10 移動・移乗支援 マッスル㈱ ロボット介護機器 ロボヘルパーSASUKE 

11 移動・移乗支援 ㈱加地 レイボサポートスーツ 

12 移動・移乗支援 パナソニックエイジフリー㈱ 離床アシストロボット リショーネ Plus 

13 移動・移乗支援 RT．ワークス㈱ 
ロボットアシストウォーカーRT.1・ロボットアシストウォーカーRT.2 

ロボットウォーカー屋内型 

14 移動・移乗支援 ㈱イノフィス 腰補助用 マッスルスーツ® （介護用・農作業用） 

15 移動・移乗支援 CYBERDYNE㈱ ＨＡＬ®腰タイプ 

16 移動・移乗支援 富士機械製造㈱ 移乗サポートロボット Hug T1 

17 機能訓練支援 リーフ㈱ 
歩行リハビリ支援ツール Ｔｒｅｅ（ツリー） 

歩行評価インソール PiTCare (ピットケア) 

18 入浴支援 積水ホームテクノ㈱ wells リフトキャリー WLC-100 

19 コミュニケーション ㈱グッドツリー 介護ソフトと連動する「ケア樹あそぶ for Pepper」 

20 コミュニケーション ㈱レイトロン 音声認識コミュニケーションロボット『Chapit』（チャピット） 

21 コミュニケーション ㈱知能システム メンタルコミットロボット パロ 

22 コミュニケーション 富士ソフト㈱ PALRO ビジネスシリーズ高齢者福祉施設向けモデルⅡ 

23 コミュニケーション ㈱東郷製作所 赤ちゃん型コミュニケーションロボット「スマイビ」 

24 その他 ㈱アール・ティー・シー 荷重計測システム 
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⑧フォーラム参加者 

フォーラム参加者は、確認できた人数は５２１名。内訳は下図の通り、介護サービ

ス事業者とメーカー関係者がそれぞれ４分の１、福祉用具の貸与事業者が約１割、で

全体の約６割、その他約４割であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．介護サービス事業者

（介護ロボットを導入済）

9%

2．介護サービス事業者

（介護ロボットの導入を検討中）

13%

3．介護サービス事業者

（1．2以外）

4%

4．福祉用具貸与事業者

12%

5．製造メーカー

（既に介護ロ

ボット分野に参

入済）

10%

6．製造メーカー

（介護ロボット分野への参入を検討中）

7%

7．製造メーカー（5．6以外）

8%

8 その他

37%
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介護ロボットフォーラム２０１７の様子 
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４．４ 介護ロボットメーカー連絡会議の開催と介護ロボット等試用貸出事業 

（１）趣旨 
平成２３年度より「福祉用具・介護ロボット実用化支援事業」に取り組んでいると

ころであるが、介護現場での実証試験やモニター調査を経て、商品化された機器が出

てきている。 

一方、介護現場では、介護ロボット等を活用した新たな介護手法を模索する動きが

高まっているところである。 

こうした中において、認知症高齢者の増加や介護職員の腰痛、介護人材の不足は喫

緊の課題であり、商品化された介護ロボット等の利活用を促すとともに、効果的に導

入・活用している事例等を共有する仕組みの構築が求められている。 

こうした背景を踏まえ、昨年度に引き続き、既に商品化している介護ロボット等の

メーカーによる連絡会議を協会内に設置し、今後の介護ロボット等の普及方策につい

て検討するとともに、実際の導入・活用を促すための具体的な事業を行うこととした。 

 
（２）連絡会議の開催 
①開催日時 

平成２９年１０月３０日（月） １１：００～１５：３０ 

②開催場所 

主婦会館（東京 四谷） ９階「スズラン」 

③参加者 

実用化支援事業で実証試験やモニター調査、アドバイス支援事業を行い、商品化し

た介護ロボット等のメーカー（商品化の目途が立っているメーカーを含む。）等、  

１００社程度に参加を呼びかけ、一昨年度は２１社、昨年度は３２社であったが、今

年度は７９社のメーカーが参加した。 

 

（３）介護ロボット等の試用貸出事業の協力依頼 
連絡会議において、商品化した介護ロボット等試用貸出事業への協力を依頼し、協

力の得られた３５機器（昨年度は２７機器）について、テクノエイド協会の下記ＨＰ

にて情報を公開している。 

介護ロボット相談窓口にも、多くの介護ロボットの紹介依頼や展示協力依頼の問い

合わせの対応にも、有効に活用できている。 

情報公開ＨＰのＵＲＬ 

http://www.techno-aids.or.jp/robot/jigyo.shtml#tab22_detial 

 
（４）介護ロボット導入活用事例収集協力依頼 

商品化され、実際の現場での導入活用事例も増えてきていると見込まれるため、参

加各社に、介護ロボット導入活用事例の収集協力をお願いした。 
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４．５ 普及啓発冊子「福祉用具・介護ロボットの開発と普及２０１７」の作成 

（１）趣旨 
昨年度に引き続き、本事業の一環として「介護ロボット等モニター調査事業及び専

門職によるアドバイス支援事業」及び「介護ロボット等試用貸出事業」、「介護ロボッ

ト等に活用可能な技術シーズ」、「介護ロボット普及モデル事業」等、介護ロボットの

開発初期段階のマッチング支援から市場化された製品の普及までを幅広く支援する

ための事業を行っており、誰もが介護ロボット等について必要な知識が得られるよう、

普及・啓発の推進に努めていくことを目的とし「福祉用具・介護ロボットの開発と普

及２０１７」を作成した。 

 

（２）配布・公開 
作成した冊子は印刷して全国の介護施設等に配布するとともに、テクノエイド協会

のＨＰにおいても公開した。 

http://www.techno-aids.or.jp/ 
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４．６ 介護ロボットを活用した介護技術開発モデル事業成果の普及啓発 

平成２９年度厚生労働省事業の「介護ロボットを活用した介護技術開発モデル事業」

の成果を取りまとめ、その普及啓発に努めた。 
（１）実施機関及び対象分野 

平成２９年度の介護ロボットを活用した介護技術開発モデル事業の受託機関は、 

下記の通りである。 

受託機関 対象分野 
対象にした 

介護ロボット 
メーカー名 

社会福祉法人横浜市リ

ハビリテーション事業

団横浜市総合リハビリ

テーションセンター 

移乗支援 
移乗サポートロボッ

トＨｕｇ 
富士機械製造株式会社 

社会福祉法人兵庫県社

会福祉事業団 

福祉のまちづくり研究

所 

移動支援機

器（屋外）

ＲＴ．２ 

 
リトルキーパス 

ＲＴ．ワークス 株式会社

 
株式会社 幸和製作所 

一般社団法人日本作業

療法士協会 
排泄支援 

Ｈｕｇ 
ベッドサイド水洗ト

イレ 
ＴＯＴＯ株式会社 

学校法人東京家政学院 

筑波学院大学 
見守り支援 ＡＩＢＯ 株式会社 ア・ファン 

コニカミノルタジャパ

ン株式会社 
見守り支援

ケアサポートソリュ

ーション 
コニカミノルタ株式会社 

（２）成果発表会の開催 
平成３０年１月２３日に開催した、介護ロボットフォーラム２０１７のシンポジウ

ムの中で一部の成果の報告会を開催した。 
（３）成果報告の冊子の作成 

各機関の成果を取りまとめ、冊子「介護ロボット導入・活用のポイント」を作成・

配布した。 
（４）冊子電子版のＨＰでの公開 

上記冊子の電子版を作成し、ＨＰにて公開した。 
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５．介護ロボット等導入支援特別事業 

平成２７年度補正予算にて実施された、「介護ロボット等導入支援特別事業」の平成

２８年度実施報告をもとに、全国での機種別、地域別、介護サービス別等の導入実績を

集計するとともに、導入された介護ロボットの効果を把握した。 
５．１ 集計方法 

（１）集計コードの設定 
報告書内容は、テキスト入力された項目が中心であるため、コードを設定したうえ

で、記入内容をコーディングし、定量的な集計・分析を可能とした。 
迅速に入力、集計、分析を進めるため、これまでに把握されている介護ロボット等

導入の状況に基づいて、コードを設定した。 

表 テキスト項目のコード分類 

入力項目 大分

類 

コード分類 

区分 中分類 小分類 

地域 都道府県コード ４７都道府県 

地域ブロックコード 地方厚生（支）局に基づく８ブロック 

介護サービス種

別 

施設サービス 

在宅サービス 

不明 

１． 介護老人福祉施設（指定介護老人施設、特別養護老

人ホーム） 

２． 介護老人保健施設（老健） 

３． 介護療養施設（介護療養型医療施設） 

４． 特定有料老人ホーム（介護付き有料老人ホーム、特定

施設入居者生活介護、ケアハウス） 

５． 認知症対応型共同生活介護（グループホーム） 

６． 短期入所生活介護・短期入所療養介護（ショートステ

イ、介護老人福祉施設短期入所生活介護、介護老人

保健施設短期入所生活介護） 

７． その他施設 

８． 通所介護（デイサービス、認知症対応型通所介護） 

９． 通所リハビリテーション 

１０． 小規模多機能型居宅介護 

１１． 介護療養型老人保健施設 

１２． その他の在宅サービス（訪問介護、訪問入浴介護） 

１３． 複数サービス利用 

介護ロボット種別  １． 移乗介助機器（装着型） 

２． 移乗介助機器（非装着型） 

３． 移動支援機器（屋外） 

４． 移動支援機器（屋内移動） 

５． 排泄支援機器 

６． 見守り支援機器（施設） 
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入力項目 大分

類 

コード分類 

区分 中分類 小分類 

介護ロボットの使

用状況 

（対象および業務

場面） 

対象 １． 入所者・入居者・利用者全般（特徴の記載なし） 

 ショートステイ利用者 

 歩行が不安定な利用者・転倒リスクのある利用者 

 体格の大きい利用者 

 自力で立位が取れない利用者 

 認知症の利用者 

 常時見守りが必要な利用者 

 骨折した利用者 

２． 介護者（職員） 

３． 入所者家族 

場面、業務 １． 常時 

２． 夜間 

３． 寝返り支援、体位変換支援 

４． 夜間の臥床 

５． 移乗支援（ベッド、車いす、トイレ等への乗りうつり） 

６． 移動支援（屋内） 

７． 移動支援（屋外） 

８． 排泄支援 

９． 入浴支援 

１０． シーツ交換 

１１． オムツ交換 

１２． 一定姿勢の時間が長く続く動作 

１３． コミュニケーション 

１４． 集団レクリエーション（複数名の活動 例：体操、歌を歌

う、ゲーム等） 

１５． 個別レクリエーション 

１６． その他 

介護ロボットの導

入効果 

介護負担軽減   

 

１． 腰痛予防 

２． その他身体的負担軽減 

３． 訪室回数の削減 

４． 作業や確認事項の削減、効率化 

５． 介護時間の短縮 

６． 精神的負担の軽減 

７． 不安の減少 

８． その他の介護負担、業務の軽減 

自立支援 

 

９． 身体機能・ADL 向上 

１０． 自分でできることの増加 

１１． 活動範囲の拡大 

１２． ８・その他の自立支援 
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入力項目 大分

類 

コード分類 

区分 中分類 小分類 

ケアの質向上 

 

１３． 生活リズムの把握 

１４． 利用者の状態の把握 

１５． ケアプランの見直し 

１６． 提供できるサービスの増加 

１７． 利用者への対応可能時間の増加 

１８． 利用者の安心につながる 

１９． 利用者に合わせた対応が可能 

２０． コミュニケーションの円滑化 

２１． 利用者の満足度向上 

２２． その他の質向上（家族の満足度向上、職員の意識向

上や教育的効果など） 

リスク低下 ２３． 転倒、転落、ヒヤリ・ハット、インシデントの減少、防止 

２４． リスク管理の効率化 

２５． その他のリスク低下 

その他 ２６． その他 

２７． 効果に関する記述なし 

２８． 効果は感じていない／導入直後のため不明 

課題 機器の要因 １． 機能や性能が十分でない、センサー等が必要時に作

動しないなど 

２． 機能や性能が過剰である、センサーの過剰反応・誤報

が多いなど 

３． 対応可能な作業や操作が限定されている 

４． 設定や準備に時間がかかる、機器の着脱が困難 

５． 利用者や環境に合わせた調整が難しい、できない 

６． 故障・不具合が生じやすい 

７． 操作方法がわかりにくい・難しい 

８． 動作確認がしにくい・正常に動作しているかどうかがわ

かりにくい 

９． 持ち運びしにくい 

１０． 衛生面に不安がある、洗浄や清潔保持がしにくい 

１１． メンテナンスが困難、手間がかかる 

１２． 耐久性に問題がある 

１３． 重い、大きすぎる／小さすぎる 

１４． 素材や形状に問題がある、利用環境に適合していない

１５． 動きに制限がかかる 

１６． その他 

施設の体制の要因 １７． 関係者（職員）が機器の利用目的や方法を理解してい

ない 

１８． 操作可能な職員が限定されている 
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入力項目 大分

類 

コード分類 

区分 中分類 小分類 

１９． 対応する職員を確保できない 

２０． 設置場所が制限され不便 

２１． 利用に不安がある 

２２． その他 

利用者特性との整

合 

２３． 機器の機能と利用者の体格や特性が適合していない 

２４． 利用に適した利用者がいない 

２５． 利用に適した利用者像が不明 

２６． 機器に適応するまでに時間、訓練を要する 

２７． 利用時に恐怖感、不安、抵抗感がある 

２８． 使用時に違和感がある 

２９． 自力で操作できない 

３０． 利用者が勝手に操作してしまう 

３１． その他（家族の不安や抵抗感が強いなど） 

コスト ３２． 機器導入の費用負担が大きい 

３３． 利用環境整備の費用負担が大きい 

３４． メンテナンスの費用負担が大きい 

３５． その他 

その他 ３６． その他 
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（２）集計の視点 
介護ロボット等の導入実績および効果を把握することにより、今後の普及促進に資す

る制度や事業の検討に活用されることを想定し、以下のような分析の視点を設定した。 
 

表 分析の視点 
 

介護ロボットの導入、普及

の実態把握（主に定量的

集計） 

 介護サービスごとに導入されているロボットの種別に

特徴があるか 

 １施設あたりの導入台数はどの程度か 

 ロボット種別と使用状況（場面、頻度など）の違いはあ

るか など 

介護ロボットの利用状況、

導入効果の把握（主に定

量的集計） 

 ロボット種別ごとに利用場面、利用頻度に特徴があるか

(実際の介護場面でどの程度利用されているか) 

 ロボット種別ごとに導入効果に特徴があるか 

上記の分析を行うための集計項目は以下のとおりとした。 

 
表 集計項目 

 

分析の視点 集計軸 集計項目 

介護ロボットの導入、普及

の実態把握 

介護サービス別 ・ １施設あたりの導入台数 

 

介護ロボットの利用状況、

導入効果の把握 

ロボット種別 ・ 利用場面 

・ 導入効果 

・ 課題 
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５．２ 介護ロボット等導入支援特別事業の集計結果 

（１）ロボット種類別の導入状況 
介護ロボット製品別の導入状況（導入セット数、施設数）は以下のとおりであった。 

 
表 介護ロボット製品別の導入状況 

（有効回答数：４，７８３） 

介護ロボット種別 

導入台 

（セット）数 

※合計 

導入施設数 

※重複含む 

移乗介助機器（装着型） 1,867 1,294  

移乗介助機器（非装着型） 359 300  

移動支援機器（屋外型） 484 231  

移動支援機器（屋内型） 14 5  

排泄支援機器 71 41  

見守り支援機器（介護施設型） 7,701 2,953 

合  計 10,496 4,824 

 
 

（２）施設種類別の介護ロボット導入状況 
介護サービスの種別ごとの介護ロボットの導入状況は以下のとおりであった。 

全体としては、認知症見守り支援（施設）が約６割、移乗支援（装着型）が約３割

であるが、施設では認知症見守り支援（施設）の割合が高く、通所介護、通所リハビ

リテーションでは、移乗支援（装着型）の割合が高かった。また、通所介護、通所リ

ハビリテーションでは、移動支援（外出）も約２割の事業所で導入されていた。 
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図 介護サービスの種別 

 

 
図 介護ロボットの種別 
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（３）ロボット種類別の導入状況 
各施設におけるロボットの種類別の導入台数（セット数）については、移乗支援（装

着型）は、１台が５５．８％、２台が４３．７％で、平均が１．４６台であった。 
認知症見守り支援（施設）は、 ３台が３２．２％、 １台が２６．７％、 ２台が

２２．９％で、平均は２．６１台であった。 
 

表 介護サービス種別介護ロボットの種別導入状況 

  

サン

プル

数 

導入台（セット）数 
導入台（セ

ット）数 

1 台 2 台 3 台 4 台 
5 台

以上 
  平  均 

  全  体 4783 1839 1352 1015 401 176 2.19

介護ロボ

ットの種別 

1.移乗支援（装着型） 1294 722 565 3 - 4 1.46

2.移乗支援（非装着型） 299 240 52 7 - - 1.22

3.移動支援（外出） 229 78 59 60 29 3 2.21

4.移動支援（屋内移動） 5 - 2 - 1 2 3.60

5.排泄支援 41 14 23 2 1 1 1.83

6.認知症見守り支援（施

設） 
2949 788 675 949 371 166 2.61
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図 使用場面 
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介護ロボットの導入効果については、回答の得られた介護施設のうち、７１.３％が

介護負担の軽減、４０.１%がケアの質の向上、３０.１%がリスク低下を挙げている。 
介護ロボット種別では、移乗支援（装着型）は、介護負担の軽減が８４．０％、ケア

の質向上が１２．１％であった。 
認知症見守り支援（施設）は、 介護負担の軽減が６６．０％、 ケアの質向上が５６．

２％、リスク低下が４６．１％であった。 
 

表 介護ロボット種別介護ロボットの導入効果 
 

  
サンプ

ル数 

【介護ロボットの導入効果】 

介護負

担の軽

減 

利用

者・入

所者の

自立支

援 

ケアの

質向上

リスク

低下 
その他 

効果に

関する

記述な

し 

効果は

感じて

いない 

  全  体 4783 3409 203 2013 1441 465 63 259

介護

ロボッ

トの

種別 

1.移乗支援（装

着型） 
1294 1087 12 156 17 53 31 116

2.移乗支援（非

装着型） 
299 233 17 100 21 12 2 28

3.移動支援（外

出） 
229 130 108 92 49 27 1 16

4.移動支援（屋

内移動） 
5 4 1 1 - - - 1

5.排泄支援 41 37 4 19 8 10 - 1

6.認知症見守り

支援（施設） 
2949 1946 68 1658 1359 364 30 100
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図 介護ロボットの導入効果の内訳 

 

 
図 介護ロボット種別の導入効果（介護負担の軽減） 

 

 

図 介護ロボットの導入効果の内訳（利用者・入所者の自立支援） 

37



 

38 
 

 

 

 
図 介護ロボット種別の導入効果（ケアの質向上） 

 

 

図 介護ロボット種別の導入効果（リスク低下） 
 

 
図 介護ロボット種別の導入効果（効果は感じていない） 
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図 介護ロボットの導入効果（介護負担の軽減）の内訳 

 

 
図 介護ロボットの導入効果（利用者・入所者の自立支援）の内訳 

 

 
図 介護ロボットの導入効果（ケアの質向上）の内訳 
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図 介護ロボットの導入効果（リスク低下）の内訳 
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介護ロボットの不都合な点・課題については、全体としては、機器の要因が６９．８％

であった。介護ロボット種別では、移乗支援（装着型）は、機器の要因が８４．６％、

利用者との整合が２５．８％であった。認知症見守り支援（施設）は、介護負担の軽減

が６４．０％、施設の体制が１４．６％であった。 
 

表 介護ロボット種別介護ロボットの不都合な点・課題 
 

  サンプル数

【介護ロボットの不都合な点の課題】 

機器の要

因 

施設の体

制 

利用者と

の整合 
コスト 

課題に関

する記述

なし 

  全  体 4783 3338 740 827 245 688

介護ロボッ

トの種別 

1.移乗支援

（装着型） 
1294 1095 205 334 55 65

2.移乗支援

（非装着型） 
299 199 76 111 22 20

3.移動支援

（外出） 
229 157 19 61 8 32

4.移動支援

（屋内移動） 
5 3 - - - 2

5.排泄支援 41 26 10 11 9 6

6.認知症見守

り支援（施設） 
2949 1886 431 323 152 567
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図 介護ロボットの不都合な点の内訳 

 

 
図 介護ロボット種別の不都合な点（移乗支援（装着型）） 
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43 
 

 

 
図 介護ロボット種別の不都合な点（移乗支援（非装着型）） 

 

 

図 介護ロボット種別の不都合な点（移動支援（外出）） 
 

 

図 介護ロボット種別の不都合な点（屋内移動） 
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図 介護ロボット種別の不都合な点（排泄支援） 

 

 
図 介護ロボット種別の不都合な点（認知症見守り支援（施設）） 
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図 介護ロボット種別の不都合な点の課題（機器の要因） 
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図 介護ロボット種別の不都合な点の課題の内訳（施設の体制） 
 

 
図 介護ロボット種別の不都合な点の課題の内訳（利用者との整合） 
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図 介護ロボット種別の不都合な点の課題の内訳（コスト） 
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５．３ 市町村における見守り事業 

市町村における見守り事業を実施した市町村は下記の通りである 
・ 見守り事業を実施した市町村と事業名（五十音順） 

市町村名 事業名 
事業の実施者 

市町村直営・委託の別・委託先

飯豊町 介護ロボット等導入支援特別事業 社会福祉法人いいで福祉会 

高崎市 
①あんしん見守りシステム（緊急通報）

②はいかい高齢者救援システム（GPS）

・受信業務等：一般社団法人見守

り振興センター 

・機器管理：株式会社 アイティ

ーエム 

洞爺湖町 
介護ロボット等を活用した見守り支援

機器導入促進事業 
市町村直営 

七飯町 独居老人等見守り支援事業 七飯町（直営） 

南幌町 認知高齢者見守り事業 南幌町（市町村直営） 

仁木町 仁木町緊急通報サービス事業 

・委託 

・委託先： 

①北第百通信電気株式会社 

②公益財団法人北海道健康づく

り財団 

半田市 認知症高齢者見守り支援サービス事業 半田市 

阪南市 
介護従事者負担軽減に資する介護ロボ

ット導入促進事業 
阪南市 

本別町 高齢者見守りサービス事業 本別町（市町村直営） 

三島町 介護ロボット導入事業 特別養護老人ホーム桐寿苑 

南箕輪村 介護ロボット導入計画 

・グループホームゆりかご南箕輪

・特別養護老人ホーム コンソー

ル大芝 

箕面市 Bluetooth を活用した見守りサービス 市直営 

基山町   社会福祉法人 寿楽園 

湯前町 高齢者見守りシステム 湯前町直営 

米沢市 米沢市徘徊高齢者等支援事業 米沢市直営 

蘭越町 高齢者緊急通報システム整備事業 蘭越町（直営） 
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見

守
り

サ
ー

ビ
ス

の
実

施
者

・
人

員
体

制
等

 
対

象
高

齢
者

世
帯

の
要

件
 

（
期

待
さ

れ
る

）
事

業
効

果
 

飯
豊

町
 

 

介
護

老
人

福
祉

施
設

事
業

者
 

夜
間

勤
務

体
制

4
名

 

（
記

載
な

し
）
 

夜
間

帯
の

離
床

や
立

ち
上

が
り

に
よ

る
危

険
の

回
避

に
繋

が
っ

て
い

る
。

 

必
要

以
上

の
訪

室
回

数
の

減
少

に
よ

り
、

職
員

の
肉

体
的

、
精

神
的

負
担

の
軽

減
に

繋
が

る
。

 

設
置

後
の

ベ
ッ

ド
の

移
動

や
調

整
が

困
難

で
、

誤
作

動
に

よ
る

危
険

の
お

知
ら

せ
も

あ
り

開
発

検
討

い
た

だ
き

た
い

と
こ

ろ
も

あ
る

が
、

画

面
で

の
確

認
が

出
来

、
見

守
り

の
強

化
に

も
繋

が
っ

て
い

る
。

 

認
知

症
対

応
型

共
同

生
活

介
護

 
入

所
者

9
名

 
夜

勤
体

制
1

名
 

（
記

載
な

し
）
 

時
間

帯
を

問
わ

ず
特

に
ベ

ッ
ド

上
で

の
離

床
や

立
ち

上
が

り
の

多
い

方
は

危
険

の
回

避
に

繋
が

っ
て

い
る

。
 

必
要

以
上

の
訪

室
回

数
の

減
少

に
よ

り
、

職
員

の
肉

体
的

、
精

神
的

負
担

の
軽

減
に

繋
が

る
。

 

設
置

後
の

ベ
ッ

ド
の

移
動

や
調

整
が

困
難

で
、

誤
作

動
に

よ
る

危
険

の
お

知
ら

せ
も

あ
り

開
発

検
討

い
た

だ
き

た
い

と
こ

ろ
も

あ
る

が
、

画

面
で

の
確

認
が

出
来

、
見

守
り

の
強

化
に

も
繋

が
っ

て
い

る
。

 

高
崎

市
 

実
施

者
：
一

般
社

団
法

人
暮

ら
し

見
守

り
振

興

セ
ン

タ
ー

 

人
員

体
制

等
：
2
4

時
間

3
6
5

日
体

制
で

輪
番

対

応
 

①
あ

ん
し

ん
見

守
り

シ
ス

テ
ム

 

 
・
市

内
に

住
所

を
有

し
、

現
に

居
住

し
て

い
る

者
 

 
・
６

５
歳

以
上

の
一

人
暮

ら
し

や
共

に
高

齢
者

な
ふ

た
り

暮
ら

し
等

の

世
帯

に
属

す
る

も
の

 

 
・
居

住
に

お
い

て
現

に
通

信
可

能
な

固
定

電
話

回
線

を
有

す
る

者
 

②
は

い
か

い
高

齢
者

救
援

シ
ス

テ
ム

 

 
・
当

該
地

域
内

内
に

現
に

居
住

し
て

い
る

、
６

５
歳

以
上

で
認

知
症

の

周
辺

症
状

で
あ

る
徘

徊
行

動
が

見
ら

れ
る

高
齢

者
を

介
護

す
る

者
等

 

①
あ

ん
し

ん
見

守
り

シ
ス

テ
ム

 

 
安

否
確

認
セ

ン
サ

ー
の

自
動

通
報

に
よ

り
、

家
族

等
や

見
守

り
セ

ン

タ
ー

職
員

が
訪

問
確

認
を

行
う

。
 

②
は

い
か

い
高

齢
者

救
援

シ
ス

テ
ム

 

 
家

族
等

や
見

守
り

セ
ン

タ
ー

職
員

が
捜

索
・
保

護
し

た
事

案
は

、
全

件
無

事
保

護
し

て
い

る
。

位
置

情
報

の
提

供
依

頼
が

あ
っ

て
か

ら
、

１

時
間

以
内

に
保

護
し

て
い

る
。
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見

守
り

サ
ー

ビ
ス

の
実

施
者

・
人

員
体

制
等

 
対

象
高

齢
者

世
帯

の
要

件
 

（
期

待
さ

れ
る

）
事

業
効

果
 

洞
爺

湖
町

 

と
う

や
共

生
の

町
づ

く
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

 
会

員
1
3

名
 

独
居

高
齢

者
世

帯
・
徘

徊
が

心
配

な
高

齢
者

を
介

護
さ

れ
て

い
る

世

帯
 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

グ
ル

ー
プ

に
よ

る
地

域
の

共
生

の
体

制
づ

く
り

を
め

ざ

し
て

お
り

、
見

守
り

支
援

機
器

を
使

用
し

た
独

居
高

齢
者

の
日

常
生

活
の

見
守

り
や

、
徘

徊
高

齢
者

を
介

護
す

る
家

族
負

担
の

軽
減

を
図

る
た

め
の

支
援

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
高

齢
者

本
人

や
家

族
、

ま
た

遠

隔
地

に
住

ん
で

お
ら

れ
る

家
族

の
不

安
も

解
消

す
る

こ
と

が
で

き
、

「
住

み
慣

れ
た

地
域

で
安

心
し

て
住

み
続

け
ら

れ
る

こ
と

が
で

き
る

街
」
と

し
て

事
業

の
効

果
が

得
ら

れ
て

い
る

。
 

七
飯

町
 

緊
急

時
に

迅
速

に
対

象
世

帯
に

出
向

き
、

状
況

等
を

確
認

し
、

必
要

な
措

置
を

講
ず

る
こ

と
が

で

き
る

協
力

員
（
対

象
世

帯
の

高
齢

者
の

親
族

を

含
む

。
）
を

、
対

象
1

世
帯

に
つ

き
概

ね
3

名
確

保
し

、
こ

れ
ら

の
協

力
員

に
見

守
り

支
援

シ
ス

テ

ム
を

利
用

し
て

対
象

世
帯

の
異

常
を

連
絡

す
る

と
と

も
に

、
見

守
り

支
援

シ
ス

テ
ム

を
利

用
し

て
、

対
象

世
帯

に
暮

ら
す

高
齢

者
の

普
段

の
生

活

の
様

子
を

い
つ

で
も

ど
こ

で
も

協
力

員
が

確
認

で
き

る
環

境
を

実
現

す
る

。
 

次
に

各
号

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

世
帯

で
あ

っ
て

、
地

域
ケ

ア
会

議
に

お
い

て
見

守
り

支
援

シ
ス

テ
ム

を
常

時
必

要
と

す
る

と
認

め
ら

れ

た
世

帯
と

す
る

。
 

（
１

）
６

５
歳

以
上

の
者

で
あ

っ
て

、
介

護
保

険
法

に
よ

る
要

支
援

以
上

の
認

定
を

受
け

た
一

人
暮

ら
し

の
世

帯
 

（
２

）
６

５
歳

以
上

の
者

で
あ

っ
て

、
介

護
保

険
法

に
よ

る
要

介
護

以
上

の
認

定
を

う
け

た
も

の
を

含
む

高
齢

者
の

み
の

世
帯

 

（
３

）
そ

の
他

首
長

が
特

に
必

要
と

認
め

る
世

帯
 

見
守

り
支

援
機

器
を

設
置

し
た

独
居

高
齢

者
宅

で
は

、
当

該
高

齢
者

の
日

常
生

活
を

、
協

力
員

等
が

常
時

見
守

る
こ

と
が

で
き

る
体

制
を

構
築

す
る

こ
と

が
で

き
て

い
る

た
め

、
当

該
高

齢
者

本
人

及
び

同
居

し

て
介

護
す

べ
き

家
族

等
に

安
心

感
を

与
え

、
家

族
等

が
当

該
高

齢
者

を
介

護
す

る
た

め
に

、
転

居
や

離
職

等
を

す
る

こ
と

な
く
、

こ
れ

ま
で

ど

お
り

の
生

活
を

続
け

る
こ

と
が

で
き

て
い

る
。

ま
た

、
こ

の
見

守
り

支
援

機
器

で
は

、
部

屋
の

温
度

、
照

度
、

ト
イ

レ
の

回
数

、
現

在
ど

こ
の

部

屋
に

い
る

か
な

ど
が

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
確

認
で

き
る

だ
け

で
な

く
、

デ
ー

タ
と

し
て

蓄
積

す
る

こ
と

が
で

き
る

た
め

、
こ

れ
ま

で
詳

細
に

分
か

ら
な

か
っ

た
当

該
高

齢
者

の
生

活
パ

タ
ー

ン
が

把
握

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

取
り

付
け

た
世

帯
の

高
齢

者
及

び
協

力
員

で
あ

る
親

族
か

ら

は
、

取
り

付
け

た
こ

と
で

安
心

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
と

い
う

感
想

を
得

て
お

り
、

高
齢

者
と

協
力

員
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

増
加

に
も

つ
な

が
っ

て
い

る
。
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見

守
り

サ
ー

ビ
ス

の
実

施
者

・
人

員
体

制
等

 
対

象
高

齢
者

世
帯

の
要

件
 

（
期

待
さ

れ
る

）
事

業
効

果
 

南
幌

町
 

町
が

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

専
用

ア
プ

リ
で

Ｇ
Ｐ

Ｓ
で

現
在

所
在

地
を

確
認

で
き

る
見

守
り

機
器

を
購

入
し

、
対

象
世

帯
に

無
償

貸
し

出
し

を
行

う
と

と

も
に

、
徘

徊
高

齢
者

の
捜

索
を

行
う

「
南

幌
町

認

知
高

齢
者

等
Ｓ

Ｏ
Ｓ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

事
業

」
と

併
用

し
て

認
知

高
齢

者
の

見
守

り
支

援
を

行
う

 

認
知

高
齢

者
等

で
日

中
家

で
一

人
に

な
る

な
ど

、
所

在
不

明
と

な
る

可

能
性

の
あ

る
高

齢
者

を
対

象
と

す
る

。
（
主

に
南

幌
町

認
知

高
齢

者
等

Ｓ
Ｏ

Ｓ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
事

業
登

録
者

を
対

象
）
 

近
年

、
認

知
症

高
齢

者
が

増
加

す
る

と
と

も
に

、
行

方
不

明
と

な
る

方

が
増

加
し

て
い

る
状

況
で

あ
る

た
め

、
本

事
業

で
導

入
し

た
機

器
を

活

用
す

る
こ

と
で

、
よ

り
一

層
の

認
知

症
高

齢
者

の
見

守
り

支
援

と
そ

の

ご
家

族
の

介
護

負
担

の
軽

減
が

図
ら

れ
る

。
 

仁
木

町
 

○
協

力
員

3
名

（
利

用
者

の
近

隣
に

居
住

す
る

者
で

、
緊

急
時

に
援

護
で

き
る

者
）
 

○
事

業
の

実
施

者
は

、
利

用
者

か
ら

緊
急

通
報

（
通

報
装

置
本

体
か

ら
の

受
信

ま
た

は
、

見
守

り

セ
ン

サ
ー

に
一

定
時

間
利

用
者

の
動

き
が

検
知

さ
れ

な
い

場
合

）
の

内
容

に
応

じ
て

、
救

急
車

の

要
請

ま
た

は
、

協
力

員
に

利
用

者
の

状
況

確
認

を
依

頼
す

る
。

 

○
仁

木
町

に
住

所
を

有
す

る
者

で
次

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

者
 

（
１

）
お

お
む

ね
６

５
歳

以
上

の
ひ

と
り

暮
ら

し
の

高
齢

者
及

び
高

齢
者

の
み

の
世

帯
で

、
身

体
が

病
弱

の
た

め
緊

急
時

に
機

敏
に

行
動

す
る

こ
と

が
困

難
な

者
 

（
２

）
ひ

と
り

暮
ら

し
の

重
度

身
体

障
害

者
 

（
３

）
ひ

と
り

暮
ら

し
で

突
発

的
に

生
命

の
危

険
な

症
状

が
発

生
す

る
持

病
を

有
す

る
者

 

（
４

）
（
１

）
か

ら
（３

）
に

定
め

る
者

と
同

等
に

認
め

ら
れ

る
者

で
、

援
護

が

必
要

と
首

長
が

認
め

た
者

 

○
コ

ー
ル

セ
ン

タ
ー

か
ら

安
否

確
認

電
話

サ
ー

ビ
ス

を
実

施
す

る
こ

と

に
よ

り
利

用
者

が
健

康
状

態
を

相
談

で
き

、
安

心
し

て
日

常
生

活
を

営
む

こ
と

に
繋

げ
る

こ
と

が
可

能
と

な
っ

た
。

 

ま
た

、
本

事
業

の
協

力
員

が
よ

り
一

層
利

用
者

の
生

活
を

気
に

留
め

て
も

ら
え

る
機

会
に

結
び

付
い

た
。

 

緊
急

の
支

援
に

関
し

て
は

、
本

事
業

を
利

用
者

か
ら

コ
ー

ル
セ

ン
タ

ー

へ
の

体
調

不
良

の
通

報
に

よ
り

大
事

に
至

ら
ず

、
早

期
退

院
に

結
び

つ
く
事

例
と

な
っ

た
。

 

半
田

市
 

実
施

者
：
半

田
市

、
協

力
団

体
：
半

田
警

察
署

・

半
田

消
防

署
・
半

田
消

防
団

・
半

田
市

社
会

福

祉
協

議
会

（
半

田
市

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

）
・
安

心
ネ

ッ
ト

（
介

護
事

業
従

事
者

自
主

組
織

）
・
自

治
区

・
地

区
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・
市

内
事

業
所

・
半

田

市
地

域
見

守
り

協
定

締
結

事
業

所
な

ど
 

・
原

則
、

６
５

歳
以

上
の

高
齢

者
の

う
ち

、
要

介
護

認
定

者
（
要

介
護

３

以
下

で
認

知
症

自
立

度
Ⅱ

a
以

上
）
又

は
認

定
の

有
無

に
か

か
わ

ら

ず
こ

れ
に

順
ず

る
状

態
で

あ
る

方
で

、
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

見
守

り
を

希

望
さ

れ
る

方
 

当
該

機
器

を
利

用
す

る
こ

と
で

、
家

族
や

支
援

者
が

日
頃

の
行

動
範

囲
を

把
握

す
る

こ
と

が
で

き
る

な
ど

、
認

知
症

高
齢

者
が

実
際

に
行

方
不

明
に

な
っ

た
と

き
の

備
え

が
充

実
し

、
家

族
や

支
援

者
の

不
安

を
軽

減
す

る
こ

と
が

で
き

て
い

る
。

 

ま
た

、
警

察
署

で
捜

索
機

器
を

管
理

す
る

こ
と

で
、

行
方

不
明

届
を

提

出
後

、
迅

速
に

対
応

で
き

る
体

制
が

整
っ

た
。
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見

守
り

サ
ー

ビ
ス

の
実

施
者

・
人

員
体

制
等

 
対

象
高

齢
者

世
帯

の
要

件
 

（
期

待
さ

れ
る

）
事

業
効

果
 

阪
南

市
 

介
護

老
人

福
祉

施
設

（
特

別
養

護
老

人
ホ

ー

ム
）
 

（
記

載
な

し
）
 

（
記

載
な

し
）
 

本
別

町
 

サ
ー

ビ
ス

提
供

事
業

者
：
ユ

ニ
ア

デ
ッ

ク
ス

株
式

会
社

 

見
守

り
体

制
：
自

治
体

、
見

守
り

セ
ン

タ
ー

（
2
4

時
間

/
3
6
5

日
）
、

協
力

者
、

家
族

 

①
在

宅
の

介
護

サ
ー

ビ
ス

利
用

者
（
要

介
護

度
２

以
下

又
は

日
常

生

活
自

立
度

Ⅱ
以

上
の

認
知

症
高

齢
者

）
 

②
そ

の
他

、
首

長
が

必
要

と
認

め
た

者
 

本
事

業
の

実
施

に
よ

り
、

「
人

感
セ

ン
サ

ー
」
の

設
置

と
「
見

守
り

セ
ン

タ
ー

」
に

よ
り

、
家

族
に

代
わ

り
２

４
時

間
３

６
５

日
の

安
否

確
認

が
可

能
と

な
る

他
、

徘
徊

（
外

出
）
を

検
知

し
、

家
族

・
協

力
者

に
よ

る
早

期

発
見

が
可

能
と

な
っ

た
。

ま
た

、
「
ボ

タ
ン

通
報

機
」
の

設
置

に
よ

り
、

身
体

の
異

常
時

や
火

災
等

の
緊

急
時

へ
の

対
応

が
速

や
か

に
行

う

こ
と

が
で

き
る

た
め

、
同

居
又

は
別

居
家

族
の

介
護

離
職

防
止

及
び

介
護

負
担

軽
減

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

三
島

町
 

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
桐

寿
苑

 
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

桐
寿

苑
入

所
者

等
 

導
入

し
た

が
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

の
た

め
未

使
用

で
あ

り
、

ま
だ

効
果

を

把
握

出
来

て
い

な
い

。
 

南
箕

輪
村

 

 

認
知

症
対

応
型

共
同

生
活

介
護

 
（
記

載
な

し
）
 

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

を
導

入
す

る
こ

と
に

よ
り

、
見

守
り

が
必

要
な

た
め

や
む

を
得

ず
施

設
入

居
と

な
っ

て
い

た
利

用
者

が
在

宅
に

て
安

全
に

生
活

を
継

続
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

老
人

福
祉

施
設

 
（
記

載
な

し
）
 

入
浴

介
助

を
行

う
と

き
な

ど
の

、
介

護
職

員
へ

の
腰

へ
の

負
担

軽
減

に
つ

な
が

る
。

 

か
つ

腰
痛

を
原

因
と

す
る

離
職

者
の

防
止

に
も

つ
な

が
る

。
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見

守
り

サ
ー

ビ
ス

の
実

施
者

・
人

員

体
制

等
 

対
象

高
齢

者
世

帯
の

要
件

 
（
期

待
さ

れ
る

）
事

業
効

果
 

箕
面

市
 

実
施

者
：
市

、
市

民
、

事
業

者
 

介
護

認
定

を
受

け
て

お
ら

れ
る

認
知

症
高

齢

者
、

潜
在

的
認

知
症

高
齢

者
、

正
常

と
認

知
症

の
中

間
の

高
齢

者
 

見
守

り
サ

ー
ビ

ス
の

導
入

に
併

せ
て

、
見

守
り

が
必

要
と

思
わ

れ
る

認
知

症
高

齢
者

に
対

し
、

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

等
を

通
じ

て
、

利
用

の
働

き
か

け
を

進
め

て
き

た
。

あ
わ

せ

て
、

地
域

内
の

交
通

施
設

等
に

も
検

知
端

末
を

設
置

し
、

地
域

全
域

に
お

け
る

見
守

り
網

を

整
備

し
た

。
 

平
成

２
９

年
度

以
降

に
は

、
本

格
的

な
広

報
と

利
用

の
呼

び
か

け
を

行
い

、
利

用
希

望
者

に

対
し

発
信

端
末

及
び

検
知

端
末

の
無

料
貸

与
を

進
め

る
。

 

こ
れ

に
よ

り
、

認
知

症
高

齢
者

の
行

方
不

明
事

案
が

発
生

し
た

際
も

、
そ

の
通

過
履

歴
等

を

役
所

及
び

家
族

等
が

検
索

す
る

こ
と

に
よ

り
、

捜
索

範
囲

を
絞

り
込

み
、

早
急

な
発

見
と

安

全
確

保
が

で
き

る
見

守
り

網
の

充
実

を
進

め
る

。
 

基
山

町
 

施
設

サ
ー

ビ
ス

（
介

護
老

人
保

健
施

設
）
事

業
所

 

当
該

施
設

に
入

居
さ

れ
て

い
る

（
入

居
予

定

者
）
方

で
見

守
り

支
援

ベ
ッ

ト
シ

ス
テ

ム
が

必
要

と
思

わ
れ

る
方

 

認
知

症
や

障
害

の
あ

る
利

用
者

等
の

状
況

に
応

じ
て

起
き

上
が

り
や

端
座

位
、

離
床

の
動

作
を

検
知

す
る

こ
と

に
よ

り
、

離
床

の
意

思
を

適
時

把
握

し
、

円
滑

な
移

動
及

び
移

乗
の

支

援
を

行
う

こ
と

で
、

事
故

の
防

止
及

び
介

護
従

事
者

の
負

担
軽

減
 

湯
前

町
 

湯
前

町
保

健
福

祉
課

及
び

地
域

お

こ
し

協
力

隊
、

民
生

委
員

、
社

会
福

祉
協

議
会

、
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
 

要
支

援
１

、
２

及
び

要
介

護
１

、
２

の
認

定
を

受

け
て

い
る

者
又

は
、

独
居

高
齢

者
や

高
齢

者
の

み
の

世
帯

、
日

中
家

で
一

人
や

高
齢

者
の

み

に
な

る
こ

と
が

多
く

、
見

守
り

支
援

を
必

要
と

す

る
世

帯
 

・
安

否
確

認
機

能
に

よ
り

、
利

用
者

の
安

心
感

が
得

ら
れ

た
。

 

・
テ

レ
ビ

電
話

機
能

に
よ

り
利

用
者

同
士

で
テ

レ
ビ

電
話

を
使

用
さ

れ
る

方
も

お
り

、
コ

ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

充
実

と
利

用
者

相
互

の
見

守
り

も
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
安

否
確

認
機

能
に

よ
り

、
利

用
者

の
情

報
を

容
易

に
把

握
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

・
テ

レ
ビ

電
話

機
能

に
よ

り
民

生
委

員
や

担
当

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
な

ど
が

利
用

者
宅

を
直

接

訪
問

せ
ず

に
安

否
や

状
況

確
認

を
行

う
こ

と
が

で
き

、
見

守
り

側
の

負
担

を
軽

減
す

る
こ

と

が
で

き
た

。
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見

守
り

サ
ー

ビ
ス

の
実

施
者

・
人

員
体

制
等

 
対

象
高

齢
者

世
帯

の
要

件
 

（
期

待
さ

れ
る

）
事

業
効

果
 

米
沢

市
 

米
沢

市
、

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

と
連

携
に

よ
り

実
施

 

以
下

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

世
帯

 

・
当

該
地

域
の

徘
徊

高
齢

者
等

支
援

事
業

 
事

前
登

録
制

度
登

録
者

で
あ

っ
て

日
常

生
活

自
立

度
Ⅱ

以
上

の
認

知
症

高
齢

者
、

ま
た

は
徘

徊
経

験
・
徘

徊
に

よ
る

保
護

歴
等

の
あ

る
高

齢
者

の
い

る
世

帯
 

・
認

知
症

等
に

よ
り

徘
徊

の
お

そ
れ

の
あ

る
高

齢
者

の
い

る
世

帯
 

・
そ

の
他

首
長

が
特

に
必

要
と

認
め

る
高

齢
者

の
い

る
世

帯
 

年
度

末
に

購
入

し
た

た
め

利
用

実
績

は
な

い
が

、
高

齢
者

の
生

活

リ
ズ

ム
・
体

調
変

化
の

可
視

化
に

よ
る

徘
徊

防
止

、
早

期
発

見
、

安
全

確
保

に
効

果
的

で
あ

る
と

見
込

ん
で

い
る

。
ま

た
関

連
機

関
・
地

域
住

民
へ

の
周

知
に

よ
っ

て
、

地
域

の
見

守
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
・
強

化
が

見
込

ま
れ

、
家

族
等

の
介

護
者

の
負

担
軽

減
つ

な
が

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

 

 
普

及
に

向
け

て
、

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
等

の
介

護
支

援
専

門
員

に
対

し
て

説
明

会
を

開
催

し
て

い
る

。
機

器
性

能
等

に
つ

い
て

、
メ

ー

カ
ー

担
当

者
よ

り
直

接
説

明
を

行
い

、
設

置
が

望
ま

し
い

と
思

わ
れ

る

高
齢

者
へ

の
勧

奨
を

依
頼

し
て

い
る

。
 

 
今

年
度

末
ま

で
に

、
全

台
の

設
置

完
了

を
予

定
し

て
い

る
。

 

蘭
越

町
 

町
が

緊
急

通
報

シ
ス

テ
ム

機
器

を
購

入
し

、

設
置

希
望

す
る

高
齢

者
に

貸
与

し
、

体
調

不

良
時

等
の

緊
急

通
報

や
安

否
セ

ン
サ

ー
に

よ

る
見

守
り

を
行

う
。

 

当
該

地
域

に
住

所
を

有
し

、
お

お
む

ね
６

５
歳

以
上

の
高

齢
者

等
で

あ

っ
て

健
康

状
態

、
身

体
状

態
等

に
日

常
生

活
動

作
に

支
障

の
あ

る
者

 

在
宅

の
ひ

と
り

暮
ら

し
等

の
高

齢
者

に
緊

急
通

報
シ

ス
テ

ム
を

電
話

回
線

で
直

結
さ

せ
、

急
病

、
事

故
等

の
緊

急
事

態
に

お
い

て
迅

速
な

救
援

活
動

が
で

き
る

端
末

機
を

整
備

す
る

こ
と

に
よ

り
、

高
齢

者
等

の

日
常

生
活

の
安

全
の

確
保

と
精

神
的

な
不

安
を

解
消

し
、

も
っ

て
老

人
福

祉
の

増
進

が
図

れ
る

。
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６．介護ロボット等モニター調査の実施支援 

モニター調査の枠組みに即して調査手法、評価指標について検討した。実際のモニター調

査事業採択案件における調査の手法、評価指標についての支援及び、実施結果をもとに調

査手法及び調査指標について検討した。平成２９年度のモニター調査対象案件について、

モニター調査の計画、遂行、とりまとめについての支援を行い、その経過を踏まえてモ

ニター調査の目的や対象機器の特性に即した調査手法、評価指標について検討した。 

６．１ モニター調査対象案件とモニター協力施設等 

本年度のモニター調査は以下の１０の案件を対象とした。応募事業者、機器名称、カ

テゴリー、協力施設・団体はそれぞれ以下のとおりである。 

 

モニター調査協力施設・団体一覧 

 

番号 応募事業者等 機器名称（仮称） カテゴリー モニター協力施設・団体

１ 

株式会社アイオ
ーティー 

（仮称）介護事業者向
けライフリズム監視シ
ステムライフアセス
“みいるも” 

見守り・コミュ
ニケーション 

合同会社リハビリこん
ぱす 

２ 

WHILL 株式会社 WHILL Model C 移動支援 神奈川県総合リハビリ
テーションセンター 
研究部 

３ 

トレンドマスタ
ー株式会社 

こんにちは赤ちゃん 認知症セラピ
ー支援 

社会福祉法人東京聖新
会 

４ 

株式会社金星 ピュアット 入浴支援 特別養護老人ホーム 
フロース東糀谷 

５ 

株式会社邦友 起立補助装置「立ち助」 機能訓練支援 山形ロイヤル病院 

６ 

株式会社グッド
ツリー 

Pepper (Pepper 専用ア
プリ・ケア樹あそぶ for 
Pepper) 

機能訓練支援 音楽リハビリデイサー
ビスゆらリズム南光台
店 

７ 

株式会社ハッピ
ーリス 

マイスワロー 機能訓練支援 足立老人ケアセンター 

８ 

株式会社デジタ
リーフ 

医療介護向けコミュニ
ケーション支援システ
ム意思伝達装置 
RICANUS – リカナス 

その他 ファインフォレスト株
式会社 フォレスト垂
水 

９ 

介護用品のうさ
ぎ屋 

新素材を使用した介護
用インナー「白寿」 

その他 ヴォーリズ老健センタ
ー 

１０ 

フランスベッド
株式会社 

自動寝返り支援ベッド その他 特別養護老人ホーム 
フロース東糀谷 
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６．２ モニター調査のねらい 

モニター調査に採択された機器のそれぞれのねらいは以下のとおりである。「製品の

満足度、ユーザービリティを確認し、改善点を把握する」といったモニター調査本来の

ねらいを設定した案件がある一方で、実用性の確認、効果測定、あるいは改良した機能

の確認など、開発プロセスにおけるユーザー評価に相当するねらいを設定した案件も多

かった。 

 

今回のモニター調査のねらい 
 

番号 開発機器名 今回のモニター調査のねらい 

１ 

（仮称）介護事業者向け
ライフリズム監視シス
テムライフアセス“みい
るも” 

在宅介護の現場に活用するセンサー端末を利用した ICT ソ
リューション（ライフアセスみいるも）の有効性を検証す
る。具体的な有効性検証は以下の 3点。 
①２４時間の流れに沿った生活リズム全体と居住環境(温
度・湿度)を把握し、アセスメントの精度向上 
やケアプランの見直しに有効であるか？ 
②利用者の家族にとっての負担軽減、安心度は増すか？ 
③センサー機器類の設置方法についての安全性の確立 

２ 

WHILL Model C 被介護者の屋内外での移動を支援することで、介助者なし
または介助者の負担を軽減して外出することができるよう
になる。WHILL の操作内容を採点することで安全な操作を心
がけることができ、家族や介助者も安心することができる。

３ 

こんにちは赤ちゃん （1）利用者の生活改善に寄与する項目の洗い出しと定量的
把握 
（2）介護者にとっての製品使用時の満足度 

４ 
ピュアット 福祉施設向け入浴介助支援機器の開発が初めてのため、機

器の有効性や操作性、施設側の意見の調査が狙い。 

５ 

起立補助装置「立ち助」 開発商品を介護現場の専門職に評価を依頼し、有効性を確
認すると同時に被験者の利便性・安全性等を検証する。ま
た測定機器を使用して科学的検証を行う。 

６ 
Pepper (Pepper専用アプ
リ・ケア樹あそぶ for 
Pepper) 

①機能パターンの効果検証 
②アプリとロボットの UX 評価、有用性、効率性、満足度 

７ 

マイスワロー ・ 食事介助のスキルがあまりない方もベテランの方と同じ
ように安全に食事介助をできること（特に、指示動作がで
きない認知症の方） 
・ 食事内容、食事の仕方の調整がしやすくなること 
・ 使い方などの学習をそれほど必要としないこと 
・ 簡便に使え、介護の時間負担・心理負担を軽減できるこ
と 

８ 

医療介護向けコミュニ
ケーション支援システ
ム意思伝達装置 
RICANUS – リカナス 

これまでは主に ALS などの障害者が対象であり、今回の調
査を通じて高齢者の利用における有意性の検証、及び課題
の洗い出しを行うこと。 
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番号 開発機器名 今回のモニター調査のねらい 

９ 

新素材を使用した介護
用インナー「白寿」 

「快適・介護インナー 白寿」に使用している従来の面フ
ァスナー（マジックテープ）の欠点を改良するべく、柔ら
かく開閉時にほとんど音がしない新素材「スティッキーフ
ァブリック」を使用したサンプルを製作し、モニター調査
にて従来白寿との比較や、素材の特性についての検証を行
う。 

１０ 
自動寝返り支援ベッド ・自動寝返り支援ベッドの効果の確認 

・各種事業の参加によるメーカーとの情報交換の場を得る 

 

６．３ モニター調査に関するアンケート調査結果 

（１）モニター調査の設計について 
調査すべき事項の整理は、あらかじめ想定できる範囲で、概ねできていたとの回答

が多く挙げられた。調査を設計するプロセスで重要な点としては、実施施設側との事

前の認識共有、現地の状況や進捗に応じた臨機応変な対応、施設の負担を軽減するた

めの工夫、ゆとりのあるスケジュール設計などが挙げられた。 

 

＜関連するアンケート結果＞ 

 

①調査すべき事項の整理・調査を設計する上で重要・留意すべきこと 

＜整理・設計できていた＞ 

 調査すべき事項の整理、設計は準備出来ていた。 
留意すべき事項は、モニター利用者の疾病情報や介護ケアに関する「週間サービ

ス計画表」情報など個人情報に関わる情報の開示につき守秘義務の下、協力事業

者との事前調整、情報入手が重要だと認識した。（調査事業開始時点で、協力事

業者様からどれだけの情報開示がなされるか、手探りの状態であった）。【株式会

社アイオーティー：見守り・コミュニケーション】 
 概ね、ねらいに即した調査設計ができた。 
協力施設との密なコミュニケーションが重要であることを再認識した。【トレン

ドマスター株式会社：認知症セラピー支援】 
 調査すべき項目、調査設計はある程度整理できていた。 
 プロセスでは、福祉施設側の協力が必須となる。通常業務をこなしながら実施し

てもらう為、負担をかけすぎないこと、手法などを工夫することなどが必要。【株

式会社金星：入浴支援】 
 アンケート調査は計画通り実施されるが、リハビリ効果の検証には、長時間を要

するので、調査期間を長く設定する必要がある。【株式会社邦友：機能訓練支援】 
 概ね調査すべき事項は網羅できたと思う。 
 プロセス面での重要な点は、施設の担当者に製品の利用方法、使用のコツを良く

伝えることだと思う。 
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 この点は、テレビ会議システムを使って、スタッフのフォローを実施した。【株

式会社デジタリーフ：その他】 
 今回のモニター調査では独自の評価だけでなく、外部の指標や第三者による評価

を使用することを目標としており、これらは達成できた。 
 協力施設の選定、モニター事業採択後に決定した調査協力者との打ち合わせ・手

続等の理由で、調査開始までにかなり時間がかかってしまい、今後、機会があれ

ばゆとりあるスケジュールを心掛けたい。【介護用品のうさぎ屋：その他】 
 調査すべき項目、既知の問題点等の整理の確認は出来ており、ねらいに即した調

査設計を行うことができた。事前にプレテスト的な試用を行うことで、よりよい

調査設計が可能だと思っている。【フランスベッド株式会社：その他】 
＜一部で課題や変更があった＞ 

 スケジュール上、大きな問題が３点あった。 
①「監査」が調査期間内に入ってしまい、一時期スムーズにやり取りできなかっ

たという事 
②３ヵ月という実証期間は事業所がロボットにちょうど慣れてきた時で職員に

とって短く感じられてしまう事 
③日程上都合が良いと合意した事業所内全体観察可能日に台風・豪雪などの天候

の特殊条件が加わって特異日になってしまい、なかなかスムーズに調査が進まな

かった事 
今後調査日程を設計する上では、必ず予備日の指定が必要であること、監査が入

ったときなどの対策を調査機関にも考えていただくことは必須条件であると思

われる。また、弊社も立地が東北であることから冬の調査はあまりスムーズに進

むとは言えない。【株式会社グッドツリー：機能訓練支援】 
 調査前に、施設内で家族の方が食事介助をする機会がないことがわかり、施設で

の食事介助スタッフのみで検証することとした。当初、実際の家族や経験の浅い

スタッフとベテランスタッフとの比較もしたかったが、それはできなかった。施

設と在宅を連携したモニタリングは、対象となる患者・家族を探すことが重要。

【株式会社ハッピーリス：機能訓練支援】 
 アンケートの項目作りに専門家のアドバイスをもらうべきだったと感じている。

またシステム設計について外注する必要性を感じた。【WHILL 株式会社：移動

支援】 
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（２）モニター調査の手法について 
調査項目に対応した計測指標やその計測手法については、有用なデータを得られた

とする回答が多くみられる一方、評価の期間や協力施設の決定、評価項目の設定の課

題も挙げられた。 

 

＜関連するアンケート結果＞ 

 

①調査項目に対応した計測指標やその計測手法 

 

番号 開発機器名 評価項目・評価指標・計測手法・評価指標 

１ 

WHILL Model C ① 【評価項目】電動車椅子の利用について習熟度が重要
かどうか。 

【評価指標】電動車椅子を利用したことがあるか、電動車
椅子の操作が難しかったか 

【計測手法】アンケート回答 
② 【評価項目】運転技術の向上について 
【評価指標】急発進の回数 
【計測手法】 

操作のログを取得し、その回数に変化が見られるかを計
測する。 
【評価指標】主観的なスコアリング機能の有用性 
【計測手法】アンケート回答 

２ 

（仮称）介護事業者向け
ライフリズム監視シス
テムライフアセス“みい
るも” 

③ 【評価項目】1日の生活リズム、全体の把握 
【評価指標】独自アルゴリズムで解析、エビデンス情報を
可視化する 
【計測手法】 
・協力事業者による実態とエビデンスとの照合 
・ヒアリングや再評価による 
④ 【評価項目】家族の安心度 
【評価指標】スマホによる生活リズムのモニター頻度 
【計測手法】 
何時でも何処からでもモニターする事で以下に 
ついて何らかの効果を見出したか？ヒアリングした。 
・生活状況が把握できたか？ 
・駆け付ける回数が軽減できたか？ 
・安心度は以前より向上したか？ 

３ 

こんにちは赤ちゃん ① 【評価項目】利用者の生活改善 
【評価指標】ICF に基づくコミュニケーションロボット評
価シート 
【計測手法】毎日チェックし、評価シートへ記入 

② 【評価項目】介護者の満足度 
【評価指標】SUS 尺度 
【計測手法】導入 1w と終了時にアンケート調査 

４ 

ピュアット ① 【評価項目】洗浄能力 
【評価指標】入浴後の清浄度 
【計測手法】ATP 測定器によるふきとり検査 
② 【評価項目】作業時間 
【評価指標】機器利用有無による介助時間の削減率 
【計測手法】ウェアラブル装置による時間測定 
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番号 開発機器名 評価項目・評価指標・計測手法・評価指標 

③ 【計測手法】作業負荷 
【評価指標】機器利用有無による消費カロリーの削減率 
【計測手法】ウェアラブル装置による消費カロリー測定 
④ 【計測手法】肌への負担軽減 
【評価指標】経表皮水分蒸散量の経時変化 
【計測手法】経表皮水分蒸散量測定器による測定 
⑤ 【評価項目】職員の使用した反応 
【評価指標】アンケート採点及びコメント 
【計測手法】アンケート調査 

５ 

起立補助装置「立ち助」 ① 【評価項目】介護軽減 
【評価指標】大腿四頭筋筋力の低減率を測定 
【計測手法】筋電系 
フオースプレー 
② 【評価項目】自立支援 
【評価指標】楽に立ち上がる 
【計測手法】 
・筋電計 
・フオースプレー 
③ 【計測手法】リハビリ効果 
【評価指標】筋力向上 
【計測手法】徒手筋力計による測定 

６ 

Pepper (Pepper専用アプ
リ・ケア樹あそぶ for 
Pepper) 

① 【評価項目】利用者の日常生活行動 
【評価指標】スコア比較 
【計測手法】アンケート法（介護職員に 5段階評価のアン
ケートに記入） 
【評価指標】観測値 
【計測手法】観察法（介護職員が利用者の状態を観察し、
介護記録に反映） 
② 【評価項目】ロボットの利用状況 
【評価指標】スコア比較 
【計測手法】アンケート法（介護職員に 5段階評価のアン
ケートに記入） 
【評価指標】ヒアリング結果 
【計測手法】ヒアリング法（介護職員から状況をヒアリン
グ） 

７ 

マイスワロー ① 【評価項目】食形態の検討 
【評価指標】QOL 
【計測手法】食事風景の映像とマイスワローを見て、食べ
やすい食物を検討し食事の質向上の経過を見る 
【計測手法】デバイスとソフトの使い勝手を使用者にイン
タビュー 

② 【評価項目】認知症の方の食事見守り 
【評価指標】※認知のレベル 
【計測手法】マイスワローの記録と映像で、飲み込んでい
ることを本人が認識しているかを見る 
【評価指標】※介助者の安心度 
【計測手法】マイスワローで食物残留の際に現れる波形を
見て吸引等排出 

８ 

医療介護向けコミュニ
ケーション支援システ
ム意思伝達装置 
RICANUS – リカナス 

① 【評価指標】製品の利用効果 
【計測手法】 
・アンケート 
・及び電話でのヒアリング 
【評価指標】製品の操作性評価 
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番号 開発機器名 評価項目・評価指標・計測手法・評価指標 

【計測手法】 
・アンケート 
・及び電話でのヒアリング 

② 【評価指標】製品の改善点 
【計測手法】 
・アンケート 
・及び電話でのヒアリング 
【評価指標】今後の利用予定 
【計測手法】 
・アンケート 
・及び電話でのヒアリング 

９ 

新素材を使用した介護
用インナー「白寿」 

① 【評価指標】QUEST（福祉用具満足度評価 第二版）
【計測手法】アンケート 
【評価指標】 
・新素材の接着力 
・洗濯耐性 
・従来商品との比較等 
【計測手法】弊社作製アンケート 
② 【評価指標】「白寿」着用前後の排泄ケアやおむつ外

し等の回数 
【計測手法】滋賀医大看護学科 蓑原先生・輿水先生作製
の調査票 

１０ 

自動寝返り支援ベッド ① 【評価項目】利用者の不眠度合の測定 
【評価指標】AIS アテネ不眠尺度 
【計測手法】職員アンケートより、利用者の不眠度合の計
測 
【評価指標】総睡眠時間及び生体データ 
【計測手法】睡眠計 
② 【評価項目】商品の満足度調査 
【評価指標】SUS 
【計測手法】職員アンケートより、利用者の不眠度合の計
測 
【評価指標】NPS 

 

②評価の目的に即した評価項目、評価指標の設定および計画的な測定について 

＜おおむね計画通り＞ 

 出来たと思う。必要なデータの取得、測定方法は適切できめ細かく測定できた。

【株式会社アイオーティー：見守り・コミュニケーション】 
 設定できた。測定手法は適切だった。測定は、ほぼ計画どおり実施した。【トレ

ンドマスター株式会社：認知症セラピー支援】 
 出来たと考えています。一部経表皮水分蒸散量のみ測定器の操作トラブルによる

計画の変更や想定以上の不定要因があり、明確な測定結果とはならない部分があ

りましたが、それ以外は概ね計画通りでした。【株式会社金星：入浴支援】 
 出来た。【株式会社邦友：機能訓練支援】 
 現場の調査で運営不可能にならない程度の負荷で設定できた。必要データは正直

に言うともう少し欲しかったが、監査や天候などの事情で予定通りではなかった
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ため、やはりスケジュールの立て方について予備日など綿密に協議が必要であっ

たことは否めない。【株式会社グッドツリー：機能訓練支援】 
 ７割程度できた。測定手法は適切であった。【株式会社ハッピーリス：機能訓練

支援】 
 設定および計測についても概ねできたと思う。【株式会社デジタリーフ：その他】 
 不眠度合は他に睡眠センサーを併用して実施等、目的にそって設定は出来たと感

じております。計測について、質問紙調査については、計画通りに測定できまし

た。【フランスベッド株式会社：その他】 
＜一部課題があった＞ 

 新素材の評価については目的通りの調査ができた。計測については、QUEST（福

祉用具満足度評価）は、主に車椅子等の器具を想定とした設問が多く、協力施設

からも介護用下着に対しては不向きではないかという意見があった。白寿の使用

効果（おむつ外し、弄便等の症状防止）については、以前から白寿を使用されて

いる方が調査の対象であった為、明確なデータを取得することができなかった。

症状があり「白寿」を使用したことのない方を対象として調査ができれば、と考

えていたが、公募や個別の依頼でも協力施設が決まらず、最終的に以前から従来

の「白寿」を使用して頂いていた施設様でのモニター調査実施が決まった経緯が

ある。【介護用品のうさぎ屋：その他】 
 評価項目①〔電動車椅子の利用について習熟度が重要かどうか〕の設定がうまく

できていなかったと感じた。測定については、計算機が破損し、片方の機体はデ

ータが取得できなかった。【WHILL 株式会社：移動支援】 
 

③データを評価するにあたり工夫した点や、難しかった点 

 弊社独自のアルゴリズムでデータ解析、可視化する手法はかなり苦労、時間を要

したが、協力事業者の意見・要望も取り入れ、活用できるレベルに纏め上げた。

特に苦労した点は夜間の排泄の際の動作、その動線途上で転倒を繰り返す利用者

様についてベットセンサーとトイレセンサーの連動で、離床～トイレ～臥床迄の

一連動作をタイムリーに介護者の端末に通知する工夫をした事で安全に排泄出

来たのか、転倒していないか等の行動が把握出来るようにした点。今後は、この

視点に見守り機能を追加する。【株式会社アイオーティー：見守り・コミュニケ

ーション】 
 工夫した点：事前調査の実施とコントロール群の設定 
難しかった点：「感情」や「愛着心」の評価と見える化。【トレンドマスター株式

会社：認知症セラピー支援】 
 施設側が実業務の中で測定する為、分析をするうえで群の均一性の取得が困難で

あった。【株式会社金星：入浴支援】 
 リハビリ効果を検証するときに、被験者が途中で中止される（退院）ため、デ－
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タの収集が難しい。【株式会社邦友：機能訓練支援】 
 アンケート評定はスコア化し変化を計測した。難点としては、やはり観察による

文章はスコア化が難しく、実証は協力機関のスタッフの意見という側面が多い。

また、新たな仮説も発生し、実証が再度必要になった。【株式会社グッドツリー：

機能訓練支援】 
 パソコンの機種によって、パソコン内の入力レベルが違うため、パソコンごとに

標準の入力レベルに設定することが大変だとわかった。（⇒解決済）【株式会社ハ

ッピーリス：機能訓練支援】 
 具体的な改善点の情報を聞き出すために、電話で複数回担当者をフォローした。

【株式会社デジタリーフ：その他】 
 「介護用下着」「弄便症状の防止」の評価について、参考になる情報が少なく適

切な評価指標を選ぶ事が困難だった。【介護用品のうさぎ屋：その他】 
 意志表示が困難な対象者への調査であった為、介護職員の質問紙調査を行いまし

た。また、評価する機器がベッドであったことから、搬入出やベッドの入替を職

員の方にご協力頂きやすくするよう配慮しました。【フランスベッド株式会社：

その他】 
 客観的なデータを取得することを重視した。【WHILL 株式会社：移動支援】 

 

（３）準備プロセスについて 
指標や計測手法を準備するプロセスで重要な点では、協力施設との密なコミュニケ

ーション、施設負担を減らすための工夫、スケジュール設定（予備日の設定）、モニ

ター環境の事前把握（Wi-fi 環境等）、施設スタッフの理解を得ること等の回答が挙

げられた。 
＜指標や計測手法を準備するプロセスで重要と思われること・今後留意すべきこと＞ 

 モニター利用者の在宅間取り、疾病や生活状況などの情報入手。【株式会社アイ

オーティー：見守り・コミュニケーション】 
 協力施設との密なコミュニケーション。【トレンドマスター株式会社：認知症セ

ラピー支援】 
 施設側で測定をしてもらう場合はいかに簡易に出来るかが必要。【株式会社金

星：入浴支援】 
 計測期間のタイミング調整が難しい。（測定者・計測器の稼働状況）【株式会社邦

友：機能訓練支援】 
 数値計測を現場の運営が可能なレベルで行える手法を、アンケート結果のスコア

化の他にも検討していくべきである。また、やはり「通所」系での調査はスケジ

ュールが何よりも重要で、予備日の設定が必要である。また、Wi-fi 環境に大き

な弱点があり、事業所内の Wi-fi 状態は先に調査が必要で、Wi-fi もロボット提供

時に同時に用意することが必要である。今回は Wi-fi 環境は万全という事前の話
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があったが実際そうではなかった。【株式会社グッドツリー：機能訓練支援】 
 指標に対してモニタリング可能な対象者を確保できる施設に依頼すること。【株

式会社ハッピーリス：機能訓練支援】 
 製品の特徴や使い勝手のコツについて施設のスタッフの理解を得られること。

【株式会社デジタリーフ：その他】 
 指標や計測についての情報収集。調査協力者とのより綿密な情報・認識の共有。 
 協力施設に対しても、調査や製品についてより解りやすい資料や詳細な説明が必

要と感じた。【介護用品のうさぎ屋：その他】 
 睡眠センサーによる測定については、周辺環境と選択したセンサーの精度の問題

もあり、満足な結果が得られなかったため、事前テストに加え、測定手法に留意

する事が必要と感じた。【フランスベッド株式会社：その他】 
 計算機やデータ通信機器の不調によるリスクを回避する方法を十分に検討する

必要性を感じた。【WHILL 株式会社：移動支援】 
 

（４）モニター調査の実施について 
調査は順調に進んだとする回答が多く挙げられた。調査を準備し実行するプロセス

で重要なこととしては、実施施設との認識の事前共有や、余裕を持ったスケジューリ

ングなどが挙げられた。 

＜関連するアンケート結果＞ 

＜モニター調査の進捗および準備・実行プロセスで重要な点、今後留意すべき点＞ 

（実施施設との認識の共有） 

 調査は順調に進んだ。協力施設にメーカーとしての希望をしっかり伝え、各段階

での綿密なコミュニケーションが重要。【トレンドマスター株式会社：認知症セ

ラピー支援】 
 準備には時間がかかったが、モニター開始後は概ね順調だった。施設側とのすり

合わせが重要と考える。【株式会社金星：入浴支援】 
 順調に進めていただけた。モニターいただいたシステムには様々な機能がついて

いるが、協力機関へは全機能の６割程度の説明をしていた（簡便な使い方でモニ

タリングしていただきたかったため）が、想定していた以上に協力機関の担当者

が本機器を使いこなしていたため、全機能を提示すべきであった。【株式会社ハ

ッピーリス：機能訓練支援】 
（余裕を持ったスケジューリング） 

 順調に進んでいる。余裕を持ってスケジュールを作成する。【株式会社邦友：機

能訓練支援】 
 ２０１７年１１月に施設を訪問し、モニター実施の了解をいただいたが、その後、

施設が年末の忙しい時期に入り、なかなか時間を取っていただけなかった。その

ような施設側の時間確保が一番苦労した点である。なお、担当スタッフに複数回
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電話、メールでフォローを行い、２０１８年１月から現場のスタッフに色々ご協

力をいただき、モニターを無事実施できた。【株式会社デジタリーフ：その他】 
 協力施設決定までは難航したが、決定後は予定通り調査を進めることができた。

余裕を持って調査・集計・報告等が行えるよう、事業採択前であっても早期から

の計画作りが重要と思われる。【介護用品のうさぎ屋：その他】 
 今回の調査対象が都内と比較的近距離であったため、急なスケジュール変更等に

もフレキシブルに対応出来たが、遠隔地の場合は困難なケースもありうると感じ

た。【フランスベッド株式会社：その他】 
（実施施設や利用者への配慮） 

 協力機関の皆様は、できる限り様々な機能を利用して、効果について沢山の情報

をくださった。嬉しい悲鳴でもあるが、結果としてアンケート項目が不足した。

しかし物理的には事業所内複数人にアンケートをお願いする量としては限界で

あったと感じる。今後は全員に行う簡単なアンケート、担当者クラスにお願いす

る詳細アンケートに分ける必要があると認識した。今回、協力機関から出た項目

もアンケートに反映し、今後の実証実験を行いたい。またスケジュールについて

は、今後通所系で調査を行う際には綿密に検討が必要である。【株式会社グッド

ツリー：機能訓練支援】 
（介護現場での活用の活性化・浸透の必要） 

 モニター調査はそれなりに有効性を判断できたが、継続した評価は必要と判断し

ている。介護現場での ICT ソリューションの活用は非常に遅れており、活用そ

のものを活性化、浸透させる事が重要。モニター調査結果を冊子に取り纏め事業

者に配布するのみならず、「実用化支援のフォーラム」の開催回数を増やし、メ

ーカーと事業者のマッチングを図る機会を増やして頂きたい。【株式会社アイオ

ーティー：見守り・コミュニケーション】 
（機器トラブルへの対応） 

 モニター調査は一部機器のトラブルがあり、２つ目の評価項目〔運転技術の向上

について〕が上手く確認できなかった。費用の削減のために、実際に実証で使う

レンタル機体で動作確認をしなかったことと計算機が破損した場合のバックア

ップ不足が原因となる。本番環境と試験環境を同一でやる必要性とバックアップ

の必要性を感じた。【WHILL 株式会社：移動支援】 
 

（５）モニター調査の支援体制について 
調査の方針や設計、調査方法など各種アドバイスや指導を受けており、アドバイス

提供者としては現場の施設、調査検討委員、テクノエイド協会などが挙げられた。 

 

＜関連するアンケート結果＞ 

（モニター調査検討委員会審査委員からのアドバイス） 

65



 

66 
 

 

 ２０１７年８月のモニター調査プレゼンテーションにおいて、審査員の方から

「商品特性を明確にする指標があると良い」というアドバイスを頂いた。また調

査協力についてもお声掛け頂き（その方とは都合が合わず実現には至らなかった

が）、その後こちらの伝手で紹介頂き、共同研究という形で調査協力頂ける事に

なった。【介護用品のうさぎ屋：その他】 
（テクノエイド協会・施設によるアドバイス） 

 テクノエイド協会より同意書や書類、モニター調査の計画立案や進め方などにつ

いて電話や施設へ同行してもらいアドバイスを受けました。施設側からは他企業

のモニター手法例などのアドバイスを受けました。当社としても初めての取り組

みだったため、上記アドバイスを基にして進行できました。【株式会社金星：入

浴支援】 
 本事業に採択いただいた後、最初にモニターを予定していた施設を訪問したとこ

ろ、当日になって適切なモニターの対象者がいないことが分かり、非常に困った

が、事務局のサポートもあり、応募者であった施設での実施を無事行うことがで

きた。【株式会社デジタリーフ：その他】 
 テクノエイド協会主催のモニター調査の実施前に、どのような手法で調査を行う

か相談できました。また、同意書に対する考え方をアドバイス頂けたことが役立

ちました。【フランスベッド株式会社：その他】 
（施設によるアドバイス） 

 特別養護老人ホームの施設長を中心に、現場の実情に即した調査計画を立て、介

護老人保健施設長に専門的見地から調査項目、設計および実施、分析等、全般に

渡りアドバイスを受けた。【トレンドマスター株式会社：認知症セラピー支援】 
（専門家・作業療法士からのアドバイス） 
 実際に担当者である作業療法士の方から、ビデオにセンサーを接続して録画をす

る提案いただき、何を飲み込んだ時に出たデータかわかるようにしていただいた。

担当者の、実用に向けた発想が良かった。【株式会社ハッピーリス：機能訓練支

援】 
 電動車椅子の操作評価の手法についてアドバイスを受けた。【WHILL 株式会社：

移動支援】 
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６．４ 実用化に向けた評価の全体像について 

（１）実用化に向けてさらに評価すべき項目について 
評価したい項目をおおむねすべて調査できたという回答が多かった。さらに調査し

たい項目を挙げる回答はあまりなく、調査対象の範囲拡大や、調査設計の課題が挙げ

られた。 

 

＜関連するアンケート結果＞ 

＜今回のモニター調査で評価したい項目をすべて調査できたか。さらに調査したい項

目について＞ 

 有効性の効果を数値化で測定出来れば良いが、モニター期間内での測定は不可能。 
 介護ケア実務に取り組まれた体制整備のオペレーション下で行うべきであり、モ

ニター期間の設定にも配慮が必要と思われる。【株式会社アイオーティー：見守

り・コミュニケーション】 
 予算や人員等の制約の中で、可能な範囲で調査はできた。サンプル数に限りがあ

るため、有用性が認められた実験参加者の属性等の抽出と類型化が難しい。今後

の課題としたい。【トレンドマスター株式会社：認知症セラピー支援】 
 アンケートでは乾燥肌改善のコメントもあったが、別項で上げたように経表皮水

分蒸散量のデータによる裏付けが取れなかったため、測定方法の見直しも含めて

調査したい。【株式会社金星：入浴支援】 
 検証で機能性・効果等の有効性が得られたが、持続して使用するところまでは進

展しない。背景を今後調査したい。【株式会社邦友：機能訓練支援】 
 今回、機能パターンの効果検証では、認知度合いは大きくかかわっていることが

想定されていたが、今回、デイサービスという環境で行うことで、想定されてい

た以上にさらに細かく効果が変わる可能性があることが分かった。今後はさらに

認知度度合いの低い高齢者にも接近した調査が必要である。また、デイサービス

での利用については、基本的には Pepper を嫌がる高齢者はおらず、また、当初

はあまり好きではない高齢者も継続利用することで親和性が高まる事がわかっ

た。今までの施設系の調査では継続利用で親和性が高まる点は調査項目になく、

はっきりと分からなかったが、今回の結果によって介護における各サービスによ

り傾向がある可能性があり、これも他介護サービスでの追加調査項目となる。【株

式会社グッドツリー：機能訓練支援】 
 機能は高い評価を得られたが、機器の使い勝手を良くする要望があったため、改

良後使い勝手の調査をしたい。その上で、経験が浅い介護者がベテラン介護者の

ように食事介助をできるということを調査したい。【株式会社ハッピーリス：機

能訓練支援】 
 概ねの項目は調査できた。しかし、製品をどのように改善していったら良いか、

という具体的なバージョンアップ内容についての意見はまた将来的な機会を検

67



 

68 
 

 

討したい。【株式会社デジタリーフ：その他】 
 新素材の評価については、必要な項目は調査する事ができた。「白寿」自体の使

用効果については、前述の通り、より詳細なデータを取得する為には評価項目や

対象者の条件を変えての調査が必要と考える。【介護用品のうさぎ屋：その他】 
 評価したい項目はすべて調査できました。フランスベッド株式会社：その他】 
 利用者の主観的なアンケートが取得できなかったため、調査しきれていない。

【WHILL 株式会社：移動支援】 
 
（２）さらに調査したい項目の指標について 

さらに調査したい項目・方法等については、より現場に即したものを検討したい、

今回のフィードバックを受けての更なる検討や、調査項目の追加、実証期間の延長

などが挙げられた。 

実用化に向けてさらに調査したい項目がある場合の具体的な調査指標、調査方法

およびその検討方法 

＜関連するアンケート結果＞ 

＜さらに調査したい項目がある場合の具体的な調査指標、調査方法およびその検討方

法＞ 

 測定環境の均一化/経表皮水分蒸散量のみではなく、肌水分量の測定も併せて実

施。【株式会社金星：入浴支援】 
 認知度差での効果の変性、親和性の変化の調査項目において、今回と同じ方法で

の調査指標及び調査方法をとり、傾向を掴む。この２点はデイサービスにおいて

そんなに時間がかからなくとも判明したことであるため、期間というよりは「よ

り多くの介護サービス種類」の元で試す必要がある。【株式会社グッドツリー：

機能訓練支援】 
 調査方法は、同意を得られるモニター対象者を有する施設を探し、その対象者に

調査方法を合わせて検討する。【株式会社ハッピーリス：機能訓練支援】 
 協力施設として、より商品の対象者（弄便症状のある方）が多く居られる精神科

病院や療養病床、調査についても認知症の周辺症状（BPSD）の専門家に協力頂

ければ理想的である。また「何故白寿で症状が無くなるのか？」「寝たきりでな

く、立って歩行できる（開閉部に手が届く）方であっても、脱衣やおむついじり

が無くなるケースがあるのは何故か？」「着心地とは何か？」「認知症の方の快・

不快とは何か？」等 人間工学や脳科学的な方向からも調査研究できれば、この

製品だけでなく、今後の認知症介護にとって大きな収穫になるのではないかと考

えている。【介護用品のうさぎ屋：その他】 
 長期的に使用した際の効果について調査を行いたい。睡眠の質の向上について、

２週間の調査では短かったと感じています。１～２か月程長期的に使用すること

で評価を行いたいと感じました。【フランスベッド株式会社：その他】 
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（具体的な方法等の記載なし） 

 今のところ想定していない。【トレンドマスター株式会社：認知症セラピー支援】 
 協力機関の事情があるので難しい問題と思う。【株式会社邦友：機能訓練支援】 
 まだ具体化していないため、将来的に検討したい。【株式会社デジタリーフ：そ

の他】 
 特になし【WHILL 株式会社：移動支援】 

 

（３）安全性の調査について 
想定できる範囲での安全性は考慮されているものの、機器検証のマニュアル、十分

なサンプル数の確保等の要望などが挙げられた。 

 

＜関連するアンケート結果＞ 

（安全性の調査ができた） 

 モニター調査で機器の安全性の確認はとれた。【株式会社アイオーティー：見守

り・コミュニケーション】 
 十分な調査ができると思います。【株式会社金星：入浴支援】 
 安全性については検証する分には問題なく、問題は発生しなかった。音やセンサ

ーの反応で動いてしまう Pepper を「固定して」利用することで確保できると事

前にわかっており、その通りに運用したため。【株式会社グッドツリー：機能訓

練支援】 
 協力機関の工夫のおかげで十分な調査ができたと思う。【株式会社ハッピーリ

ス：機能訓練支援】 
 安全性についての調査は十分にできると思っております。【フランスベッド株式

会社：その他】 
（十分とはいえない） 

 機器検証のマニュアルを構築することが望まれます。最低、何台をモニター調査

して安全性を確認すれば安全と評価されたのか、現状では把握しきれていないの

が現状です。代表的な機種に関しては目安だけでも設定されるべきと考えます。

【株式会社 邦友：機能訓練支援】 
 一般的な利用の範囲で安全性に問題があるかないか、といったヒアリングは可能

と思われるが、十分な調査まで行うとすると、モニター利用者のサンプル数が一

定数確保できないと難しいと思う。【株式会社デジタリーフ：その他】 
（安全性の評価は必要なし） 

 介護用下着であり、事前に十分な説明を行えば安全性については問題ないと思わ

れる。【介護用品のうさぎ屋：その他】 
 もともと安全性に不安のある商品ではない。【トレンドマスター株式会社：認知

症セラピー支援】 
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 今回の調査では、市場に出している製品を改造することで、安全性については担

保しているため、対象外と考えている。【WHILL 株式会社：移動支援】 
 

（４）有効性の評価について 
モニター調査で有効な調査ができるとの回答が多かった一方、全体のスケジュール

の問題、実施施設数についての要望などが挙げられた。 

 

＜関連するアンケート結果＞ 

（有効性について調査できた） 

 十分に調査出来ました。【株式会社金星：入浴支援】 
 当該分野での取り組み（嚥下分野でいえばミールラウンドなどでの嚥下リハビリ

や食事の質向上等）を行っている施設であれば、十分に有効性の調査はできると

思う。【株式会社ハッピーリス：機能訓練支援】 
 この度のモニターでは概ね達成できたと感じている。【株式会社デジタリーフ：

その他】 
 有効性についての調査は十分にできると思っております。【フランスベッド株式

会社：その他】 
 できると思っている。【WHILL 株式会社：移動支援】 

（一部に課題ありまたは継続の必要性あり） 

 評価を依頼する協力機関が 1 か所のため、評価が偏る場合がある。（予算上やむ

を得ない）今後、独自で協力機関を増やしデータを蓄積していきたい。協力機関

の橋渡しをお願いいたします。【株式会社邦友：機能訓練支援】 
 有効性についてはある程度実証された。今回の改善点について、Pepper 自体の

問題点はソフトバンクに改善要望として挙げていく。ケア樹あそぶ for Pepper
については今後の機能追加、コンテンツ部分は新たに作成などで対応を開始して

いる。少しずつ改善していくが大きなものになると少し時間はかかる予定。【株

式会社グッドツリー：機能訓練支援】 
 充分な調査には未だ時間が必要と考えている。案件個別にモニター期間の設定を

協議すべきではと思います。【株式会社アイオーティー：見守り・コミュニケー

ション】 
 心理的な分野の評価とデータの蓄積は未成熟である。【トレンドマスター株式会

社：認知症セラピー支援】 
 「白寿」については「弄便症状が無くなったか、そうでないか」と、有効性が目

に見えてわかりやすい製品であるが結果をデータ化する場合は調査指標や計測

方法について、より検討が必要と感じた。【介護用品のうさぎ屋：その他】 
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（５）モニター調査環境の確保について 
十分な調査環境が得られたとの意見が一定数みられる一方、不足していた要素とし

ては、スケジュールが短い、サンプル数が少ない等の回答であった。 

 

＜関連するアンケート結果＞ 

（十分な調査環境・調査体制が得られた） 

 不足している要素は特になし。【株式会社アイオーティー：見守り・コミュニケ

ーション】 
 十分な調査環境、調査体制が得られたが、協力施設の人的パワーと経験に依存す

る部分が大きくならざるを得なかった。【トレンドマスター株式会社：認知症セ

ラピー支援】 
 十分な調査環境だったと思います。【株式会社金星：入浴支援】 
 概ね満足している。欲をいうと、今回は１名での利用であったが、複数名でテス

トしていただくとより良かった。【株式会社デジタリーフ：その他】 
 

（十分な調査環境・調査体制が得られなかった） 

 被験者選定が難しい。（統計上、データ不足となる）複数の協力機関が必要。【株

式会社邦友：機能訓練支援】 
 協力機関は監査が入るなど、一時調査を停止せざるを得ない状況に置かれたが、

その後、その分できるだけ時間を取ることで工程の遅れを最低限に抑えようと動

いてくださった。結果、監査後に調査のために仕事をするという場面が増え、自

然な状態での業務負担軽減という観点が不足してしまうことがあった。また、今

回 Pepper の弱点でもある「Wi-fi」環境において脆弱な場面に置かれる場合、不

具合が多いことが判明し、特別電波の悪い日に現場で調査不能になることがあり、

調査機関スタッフに通常に利用する以上に大きな心配をかけてしまった。次回は

本体のレンタルだけでなく、実施機関が Wi-fi 環境に自信があっても念のため

Wi-Fi も同時に提供する必要がある。【株式会社グッドツリー：機能訓練支援】 
 モニターで、専門職でない方も混ぜた体制があると良かった。【株式会社ハッピ

ーリス：機能訓練支援】 
 洗濯耐性を調査するには、５週間という期間はやや短いのではないかと感じた。

（スケジュールの都合上もあるが）今回の調査対象者の方は 4 名だったが、更に

大規模な病院/施設で調査できれば、より正確なデータが取得できると考える。

【介護用品のうさぎ屋：その他】 
 より多くのモニター数が必要であると感じております。今回は n=18 にてモニタ

ー調査を行いましたが、エビデンスレベルの信頼性を確保するためには n=30 が

必要といわれています。できれば実施時期、実施機関を１施設ではなくいくつか

で同時に実施できるなど、サポートをいただけるとありがたいです。【フランス
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ベッド株式会社：その他】 
 調査環境も含め、バッファを持って対応する必要があった。計算機やレンタル品

を十分な期間、十分な台数確保するべきだった。【WHILL 株式会社：移動支援】 
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６．５ 福祉用具・介護ロボット実用化支援事業の構成について 

（１）アドバイス支援とモニター調査の選択について 
対象とした１０件の実証実験の中では、いずれもアドバイス支援を検討していなか

ったが、過去にアドバイス支援事業を活用した事業が３件あった。 

 

＜関連するアンケート結果＞ 

アドバイス支援事業の活用も検討したか。どのような成果を期待してモニター調査を

選択したか。 

（アドバイス支援事業の活用なし） 

 弊社は該当せず。【株式会社アイオーティー：見守り・コミュニケーション】 

 検討していない。【トレンドマスター株式会社：認知症セラピー支援】 

 開発体制が揃えば、モニター調査事業と併用してのアドバイス支援事業の活用も

検討したい。現時点では、まずは今回のモニター調査事業を利用させていただい

た結果・内容を熟考させていただき対応したいと考えている。【株式会社グッド

ツリー：機能訓練支援】 

 検討したが、既に試作が出来上がっていた機器だったため、実機使用の感想を伺

えるモニター調査を選択。【株式会社ハッピーリス：機能訓練支援】 

 特に利用していない。【株式会社デジタリーフ：その他】 

 実際に開発がある程度進んでいる機器であったので、一定期間、ある程度まとま

った人数による試用評価を行い、より具体的に開発、改良に活かしたかったため

モニター調査を選択した。【フランスベッド株式会社：その他】 

 検討していない。【WHILL 株式会社：移動支援】 

（過去にアドバイス支援の利用あり） 

 昨年度はアドバイス支援事業を活用した。今回モニター調査を選択した理由はよ

り長期間での現場のニーズに即した調査を希望したため。【株式会社金星：入浴

支援】 
 平成２７年度・平成２８年度２回のアドバイス支援事業を活用した。１回目:在
宅介護従事者が介護現場で活用できるか（ニーズ・操作性・普及性）の知見を伺

う。２回目:リフトの活用は、国内の家屋状況（狭い）を見た場合、普及は制限

される。リフトの補完的な機器として活用できないか専門職の知見を伺う。【株

式会社邦友：機能訓練支援】 
 アドバイス支援事業には平成２６年度、２８年度に採択されており、今回は検討

しなかった。【介護用品のうさぎ屋：その他】 
 
（２）モニター調査、アドバイス支援への要望 

今回の調査ではモニター調査については、有効なデータが得られたとする一方、対

象期間の長期化、協力機関を複数に増やす等の要望が多く挙げられた。 
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モニター調査事業、アドバイス支援事業について要望 

（モニター調査事業への要望） 

 協力事業者の採択数を１社から複数社に増やす。 
 モニター期間を個別案件毎に可変できる様な配慮が欲しい。 
 モニター調査に関わる予算の増強。【株式会社アイオーティー：見守り・コミュ

ニケーション】 
 特になし。【WHILL 株式会社：移動支援】 
 測定器準備費が想定より必要となった為、助成金の増額を希望する（もしくは測

定器の貸出をしてほしい）。【トレンドマスター株式会社：認知症セラピー支援】 
 今回は協力機関を募り、こちらが選定することが出来、継続的に機器を提供する

ことでじっくり調査も出来て、とても良い内容だった。また、期間内を平均的に

見た場合、実施機関と相談しながら体制や環境、状況を加味して調整しながら調

査できたことで、途中で投げ出してしまったりする状況も無く、一方的に負担を

強いることもなかった。実施機関ではロボットは利用者にも概ね喜ばれて効果も

あると評価いただき、最後にはスタッフの皆様にもロボットが現場からいなくな

ることに寂しさを感じるとご評価頂き、愛着を持っていただけたことは大変によ

かった。これにより、今回の実施機関と同じ条件の介護事業所には同じような効

果やコンテンツ、機能を提案していくことができる。【株式会社邦友：機能訓練

支援】 
 欲を言うと複数の施設でモニター調査が行える支援があるとさらに良いと思う。

【株式会社ハッピーリス：機能訓練支援】 
 実施協力施設の更なる増加。【株式会社デジタリーフ：その他】 
 複数の施設にて調査を行えるようにしていただきたい。また、単年度ではなく、

複数年度で実施していただきたい。【介護用品のうさぎ屋：その他】 
（アドバイス支援事業への要望） 

 専門職（介護職）だけの知見が多くコメントされており現場での意見・評価等が

反映されていないように思う。理学療法士・作業療法士の理にかなった知見を伺

いたい。【株式会社金星：入浴支援】 
 実施協力施設の更なる増加。【株式会社デジタリーフ：その他】 

 
（３）実用化に向けたその他の支援方策について 

調査事業の継続支援・拡充、購入側への導入補助金事業、開発費用に関する助成、

流通分野の事業への参加、行政による指標の明確化、身体拘束の定義の更なる明確化

などが挙げられた。 

＜関連するアンケート結果＞ 

 調査事業の継続支援も新たな支援メニューとして検討頂きたい。【株式会社アイ

オーティー：見守り・コミュニケーション】 
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 特になし。【WHILL 株式会社：移動支援】 
 流通分野が事業に参加できる仕組み。【トレンドマスター株式会社：認知症セラ

ピー支援】 
 施設側が購入する際の助成金事業の実施。【株式会社金星：入浴支援】 
 行政が評価方法に関して具体的に指標を提示し開発方向性を明確にする必要が

あると思う。ロボットの定義にセンサー技術を活用しなければ、補助金の対象に

はならないとの規制がある。本来は、安価で簡単な普及性のある機器が開発され

ることが望ましいと考える。それには、アナログ的な発想もよいのでは、規制が

撤廃されることを要望する。【株式会社邦友：機能訓練支援】 
 モニター事業が何度でもご応募可能であれば大変ありがたく思う。今回の調査結

果から、もっと効果を試してみたい気持ちが一層強くなっている。【株式会社グ

ッドツリー：機能訓練支援】 
 製品の改良に向けた開発費用に関する開発助成があると非常に有難い。【株式会

社デジタリーフ：その他】 
 モニター評価事業を拡充頂けると有難い。【フランスベッド株式会社：その他】 
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【参考】 

 

モニター調査参加団体向け質問フォーム 

 

開発機器名   

開発企業･団体名 モニター調査協力施設名 

今回のモニター調査のねらい：（参加団体の認識として） 

１． 今回のモニター調査の経過について 

（１） モニター調査の設計について 

調査すべき事項の整理はできていましたか。ねらいに即した調査設計ができましたか。 

また、調査を設計するプロセスで重要と思われること、今後留意すべきことなどをお書きくだ

さい。 

（２） モニター調査の手法について 

調査項目に対応した計測指標やその計測手法は明確でしたか。また、指標や計測手法を準備

するプロセスについてお書きください。 

評価につい

て 

 

評価項目 評価指標 計測手法 

設計に即した指標データが得られたか。 

評価について、苦労した点、工夫した点 

準備プロセ

スについて 

指標や計測手法を準備するプロセスで重要と思われること、今後留意すべきこ

と： 

（３）モニター調査の実施について 
モニター調査は順調に進みましたか。（進みそうですか。） 

モニター調査を準備し、実行するプロセスで重要と思われること、今後留意すべきことなどをお

書きください。 
（４）モニター調査の支援体制について 
  モニター調査の計画策定、実施準備に際してアドバイスを受けましたか。 

   そのようなアドバイスをどこから受けましたか。どのようなアドバイスが有効でしたか。 
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２． 実用化に向けた評価の全体像について 

実用化に必要な評価全体に視野を広げてお聞きします。モニター調査の経験を踏まえてお

答え下さい。 
（１）実用化に向けてさらに評価すべき項目について 

今回のモニター調査で、評価したい項目はすべて調査できましたか。 

さらに調査したい項目がある場合、それはどのような項目ですか。 

（２）さらに調査したい項目の指標について 

さらに調査したい項目がある場合、具体的な調査指標、調査方法がすぐに想定できます

か。 

さらに調査したい項目の調査指標、調査方法はどのように検討しますか。 

（３）安全性の調査について  

   機器開発の重要な評価項目として安全性がありますが、安全性についてモニター調査で

十分な調査ができると思いますか。十分でない場合、どのような点の見直し、補強が必要と

考えられますか。 
（４）有効性の評価について 

機器開発の重要な評価項目として有効性がありますが、有効性についてモニター調査で

十分な調査ができると思いますか。十分でない場合、どのような点の見直し、補強が必要と

考えられますか。 

（５）モニター調査環境の確保について 

  （１）から（４）でお答えいただいた項目を含めて、今回のモニター調査では十分な調査環

境、調査体制が得られたと思いますか。不足している要素があるとすればどのような点が不

足していると思いますか。 

 

３． 福祉用具・介護ロボット実用化支援事業の構成について 

（１）アドバイス支援とモニター調査の選択について 

  福祉用具・介護ロボット実用化支援事業では、モニター調査事業と並行して専門職による

アドバイス支援事業も用意しています。 

貴団体ではモニター支援事業応募に際して、アドバイス支援事業の活用も検討されました

か。検討された場合、どのような成果を期待してモニター調査を選択されましたか。 

（２）モニター調査、アドバイス支援への要望 

さらに有効な実用化支援策とする観点から、モニター調査事業、アドバイス支援事業につ

いて要望がありましたらお知らせください。（どちらへの要望かわかるようにお書きくださ

い。） 

（３）実用化に向けたその他の支援方策について 

福祉用具・介護ロボットの実用化に向けて、モニター調査事業、アドバイス支援事業以外で

要望したい方策がありましたらお知らせください。 
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７．介護ロボット普及モデル事業 

 介護実習・普及センター等が実施する介護ロボット普及モデル事業における事例を踏

まえて、介護ロボットの普及に係る方策を整理した。 

 介護ロボット普及モデル事業では、単なる情報提供、展示貸出しだけではなく、地域

医療介護総合確保基金における介護ロボットの導入支援事業の活用につなぐ取り組み

や、介護施設において適切かつ効果的な導入と利活用を推進するためのコンサルティン

グ業務が求められていることを踏まえて、本年度に介護実習・普及センター等が実施す

る介護ロボット普及モデル事業における事例を情報源として、利用技術の普及も含めた

介護ロボットの普及に係る方策を検討した。 

７．１ 実施機関 

平成２９度は以下の９地域で事業が実施された。各地域における実施内容は以下の表

に示すとおりである。 

モニター協力施設・団体一覧 
 

番
号 

地域 実施機関 
展示・ 
体験展

示 
研修 

試用 
貸出 

コンサル
ティング 

その他 

1 北海道 
社会福祉法人北海道社会福祉協議
会 北海道介護実習・普及センター 

○ ○ × × × 

2 青森県 
社会福祉法人青森県社会福祉協議
会 青森県介護実習・普及センター 

○ ○ × ○ ○ 

3 岩手県 岩手県高齢者総合支援センター ○ ○ × × × 

4 茨城県 
一般社団法人茨城県福祉サービス
振興会 茨城県介護実習・普及セン
ター 

○ ○ × × × 

5 名古屋 
社会福祉法人名古屋市総合リハビ
リテーション事業団 なごや福祉用
具プラザ 

○ ○ × ○ ○ 

6 兵庫県 兵庫県立福祉のまちづくり研究所 ○ ○ × × × 

7 北九州 北九州市立介護実習・普及センター ○ ○ ○ × × 

8 大分県 大分県社会福祉介護研修センター ○ ○ ○ ○ ○ 

9 佐賀県 佐賀県在宅生活サポートセンター ○ ○ × × × 
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７．２ 展示（体験展示を含む）の開催状況と成果について 

（１）対象とした介護ロボットの分野 
本年度の展示（体験展示を含む）での対象分野は、昨年度と同様に移動・移乗支援と

見守り支援機器、日常生活支援（排泄）、コミュニケーション支援分野が多かったが、そ

れに加えて、見守り支援を対象とした地域も多かった。 

 

対象とした介護ロボットの分野 
 

番号 分野区分 
北
海
道 

青
森 

岩
手 

茨
城 

名
古
屋 

兵
庫 

北
九
州 

大
分 

佐
賀 

1 
コミュニケー
ション支援 

○  ○  ○ ○  ○  

2 
移動・移乗支
援 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

3 
日常生活支
援（排泄） 

○ ○ ○  ○ ○ ○   

4 見守り支援 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

 
 

（２）展示・体験展示の開催状況（事業のねらいとその成果） 
北海道、岩手、茨城、名古屋、大分は一般住民を含め広く対象を設定していた。一

方、は、青森、兵庫、は専門職に焦点をあてていた。 
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展
示
・
体
験
展
示
の
開
催
状
況
（
事
業
の
ね
ら
い
と
そ
の

成
果
）

 

 
 

ね
ら

い
 

開
催

状
況

 

北
海

道
 

一
般

住
民

や
道

内
社

会
福

祉
法

人
の

役
員

、
施

設
長

等
を

対
象

に
、

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

導
入

に
向

け

た
普

及
・
啓

発
を

行
っ

た
。

 

「
い

き
い

き
健

康
・
福

祉
フ

ェ
ア

２
０

１
７

」
、

「
法

人
役

員
・
施

設
長

専
門

研
修

（
社

会
福

祉
施

設
）
」
へ

の
出

展
。

 

青
森

 
県

内
の

介
護

事
業

所
等

が
多

種
類

の
分

野
の

機
器

を
知

り
、

適
切

な
導

入
と

活
用

方
法

を
検

討

す
る

一
助

と
な

る
こ

と
を

目
的

に
開

催
し

た
。

 
事

業
説

明
会

や
研

修
会

、
導

入
結

果
の

報
告

会
を

兼
ね

て
、

展
示

体
験

会
を

開
催

。
 

岩
手

 

主
に

在
宅

介
護

に
関

わ
る

従
事

者
、

県
民

を
対

象
と

し
て

、
展

示
品

の
選

定
を

し
て

き
た

。
こ

の
よ

う

な
こ

と
か

ら
、

介
護

保
険

制
度

の
中

で
福

祉
用

具
貸

与
品

目
・
購

入
品

目
に

す
で

に
あ

る
も

の
、

独

居
の

方
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援
機

器
を

対
象

と
し

、
普

及
啓

発
を

図
る

目
的

で
展

示
し

た
。

 

福
祉

用
具

展
示

室
で

の
案

内
の

ほ
か

、
自

治
体

の
介

護
予

防
教

室
で

体
験

会
を

実
施

。
 

茨
城

 

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

の
導

入
検

討
会

を
行

っ
た

「
見

守
り

支
援

機
器

」
、

「
移

乗
支

援
機

器
」
に

つ
い

て
、

介

護
施

設
管

理
者

や
介

護
施

設
職

員
、

一
般

県
民

な
ど

に
実

際
見

て
体

験
し

て
も

ら
い

、
効

果
を

知

っ
て

も
ら

う
。

 

日
中

展
示

を
行

い
、

見
守

り
支

援
機

器
は

、
ベ

ッ
ド

か
ら

離
れ

る
と

音
が

鳴
る

旨
の

パ
ネ

ル
を

設

け
、

来
場

者
が

各
々

効
果

を
確

認
。

 

移
乗

支
援

機
器

に
つ

い
て

は
体

験
希

望
者

へ
担

当
職

員
が

装
着

・
効

果
的

な
動

き
に

つ
い

て
説

明
。

 

名
古

屋
 

・
重

点
６

分
野

の
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
を

中
心

に
一

般
の

方
、

専
門

職
の

方
向

け
に

情
報

発
信

。
 

・
「
見

て
・
触

れ
て

・
体

験
し

て
」
の

コ
ン

セ
プ

ト
が

い
つ

で
も

で
き

る
様

に
常

設
展

示
を

基
本

と
す

る
。

常
設

展
示

の
ほ

か
、

各
種

イ
ベ

ン
ト

へ
の

出
展

。
 

 
 

兵
庫

 

介
護

施
設

等
の

管
理

監
督

職
・
介

護
職

員
を

主
な

対
象

と
し

、
そ

れ
ぞ

れ
の

介
護

現
場

が
職

場
に

お
け

る
介

護
業

務
課

題
と

向
き

合
い

、
改

め
て

日
常

の
介

護
実

践
や

職
場

環
境

を
振

り
返

る
中

で
、

機
器

を
活

用
し

た
介

護
の

大
切

さ
や

、
こ

れ
か

ら
の

時
代

に
求

め
ら

れ
る

職
場

環
境

向
け

た
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
活

用
の

理
解

や
意

識
を

深
め

る
。

 

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

普
及

啓
発

セ
ミ

ナ
ー

 

北
九

州
 

北
九

州
市

内
で

実
施

中
の

国
家

戦
略

特
区

事
業

（
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
分

野
）
を

踏
ま

え
、

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

の
普

及
促

進
、

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

を
使

用
し

た
先

進
的

介
護

の
提

案
を

行
う

。
 

西
日

本
国

際
福

祉
機

器
展

企
画

展
示

ブ
ー

ス
 

『
新

し
い

介
護

の
カ

タ
チ

展
』 

大
分

 
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
を

地
域

の
イ

ベ
ン

ト
等

に
展

示
し

、
県

民
へ

の
周

知
を

図
る

こ
と

で
次

世
代

型
介

護

の
イ

メ
ー

ジ
を

共
有

し
、

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

を
使

用
し

た
介

護
を

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

と
し

て
認

識
し

て
も

ら
う

。
各

種
イ

ベ
ン

ト
へ

の
出

張
出

展
お

よ
び

体
験

会
の

実
施

。
 

佐
賀

 

医
療

・
介

護
の

関
係

者
に

広
く
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
を

啓
発

す
る

と
同

時
に

、
実

際
に

体
験

す
る

こ
と

で
、

利
活

用
の

イ
メ

ー
ジ

作
り

を
行

う
。

ま
た

、
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
だ

け
で

な
く
、

最
新

の
福

祉
機

器
や

セ
ン

タ

ー
で

常
設

展
示

を
行

っ
て

い
な

い
機

器
に

触
れ

て
体

験
す

る
場

と
す

る
。

 

各
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
の

操
作

体
験

や
被

介
護

者
体

験
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成

果
 

北
海

道
 

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

の
特

徴
・
機

能
等

の
紹

介
を

行
い

、
周

知
を

図
っ

た
。

 

青
森

 

実
施

し
た

展
示

体
験

会
に

参
加

し
た

事
業

所
が

実
際

の
導

入
に

至
っ

た
た

め
、

直
接

的
な

効
果

を
得

た
と

考
え

る
。

 

基
本

的
に

展
示

体
験

会
な

の
で

利
用

技
術

の
習

得
ま

で
は

至
っ

て
い

な
い

と
思

わ
れ

る
が

、
メ

ー
カ

ー
か

ら
直

接
利

用
技

術
の

レ
ク

チ
ャ

ー
を

受
け

た
こ

と
に

よ
り

、
実

際
の

導
入

に
結

び
つ

い
た

た
め

、

一
定

の
効

果
は

あ
っ

た
と

考
え

る
。

 

岩
手

 
 

 

茨
城

 

移
乗

支
援

機
器

は
施

設
向

け
の

レ
ン

タ
ル

の
み

で
、

一
般

家
庭

へ
の

レ
ン

タ
ル

・
販

売
は

行
っ

て
い

な
い

。
実

際
装

着
体

験
希

望
さ

れ
た

方
は

、
自

宅
介

護
を

行
っ

て
い

る
方

が
多

く
、

「
一

般
向

け
に

も
レ

ン
タ

ル
・
販

売
を

し
て

ほ
し

い
」
と

い
う

要
望

が
あ

っ
た

。
そ

の
ご

要
望

を
メ

ー
カ

ー
へ

伝
え

た
。

 

ま
た

、
普

段
身

体
に

問
題

な
く
生

活
で

き
て

い
る

方
よ

り
、

腰
痛

を
か

か
え

て
生

活
し

て
い

る
人

の
方

が
、

よ
り

効
果

を
感

じ
て

も
ら

え
た

。
中

腰
動

作
が

と
て

も
楽

で
あ

る
と

の
声

が
聞

か
れ

た
。

 

名
古

屋
 

・
一

般
の

方
か

ら
専

門
職

の
方

ま
で

幅
広

く
情

報
を

提
供

し
た

こ
と

で
、

個
人

購
入

、
施

設
導

入
の

検
討

材
料

に
繋

が
る

ケ
ー

ス
が

あ
っ

た
。

 

・
認

知
症

高
齢

者
、

独
居

老
人

、
障

が
い

児
・
者

に
対

す
る

精
神

的
な

ケ
ア

へ
の

効
果

。
 

・
介

護
者

に
対

す
る

精
神

的
な

負
担

の
軽

減
。

 
 

 
 

・
子

育
て

世
代

に
対

す
る

育
児

負
担

の
軽

減
。

 

・
自

立
支

援
機

器
へ

の
問

い
合

わ
せ

、
メ

ー
カ

ー
貸

し
出

し
、

購
入

希
望

が
あ

っ
た

。
 

・
脳

血
管

障
害

者
に

対
す

る
廃

用
予

防
（
リ

ハ
ビ

リ
）
や

就
労

場
面

で
必

要
と

さ
れ

る
補

助
手

の
能

力
向

上
と

し
て

の
活

用
。

 

兵
庫

 

参
加

者
の

殆
ど

が
、

実
機

器
を

初
め

て
目

に
し

た
り

、
試

し
た

り
す

る
人

が
多

く
、

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

も
今

後
の

職
場

環
境

改
善

に
つ

な
げ

る
た

め
の

ひ
と

つ
の

解
決

手
段

と
な

る
こ

と
の

見
識

は
深

ま
っ

た
も

の
と

思
わ

れ
る

。
 

単
な

る
展

示
会

で
な

く
、

出
展

メ
ー

カ
ー

全
て

の
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

の
時

間
を

持
つ

こ
と

に
よ

り
、

同
じ

分
野

の
ロ

ボ
ッ

ト
で

も
特

性
に

違
い

が
あ

る
こ

と
の

理
解

に
つ

な
が

っ
て

い
る

も
の

と
思

わ
れ

る
。

ま
た

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

踏
ま

え
た

出
展

メ
ー

カ
ー

と
介

護
現

場
と

の
意

見
交

換
で

は
、

現
場

が
抱

え
て

い
る

問
題

の
具

体
像

を
下

に
相

談
す

る
参

加
者

の
姿

が
多

く
み

ら
れ

た
。

 

北
九

州
 

多
数

の
来

場
者

が
あ

り
、

広
く
広

報
を

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

同
じ

分
野

の
機

器
を

並
べ

て
展

示
し

た
こ

と
で

、
来

場
者

が
使

い
比

べ
て

み
る

こ
と

が
で

き
、

そ
れ

ぞ
れ

の
長

所
短

所
を

明
確

に
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

大
分

 

当
セ

ン
タ

ー
常

設
の

福
祉

用
具

展
示

場
に

、
お

問
い

合
わ

せ
や

体
験

会
を

申
し

込
む

医
療

・
福

祉
団

体
が

増
加

し
た

。
ま

た
、

機
器

の
貸

出
申

請
が

あ
り

、
積

極
的

に
移

動
支

援
ロ

ボ
ッ

ト
を

現
場

で
活

用
い

た
だ

け
る

機
会

が
も

て
て

い
る

。
 

機
器

を
実

際
に

使
っ

て
み

な
い

と
、

ど
の

時
点

で
ア

シ
ス

ト
が

開
始

さ
れ

る
か

は
わ

か
ら

な
い

た
め

、
展

示
体

験
を

す
る

際
は

、
傾

斜
面

の
走

行
を

体
験

す
る

と
き

に
内

蔵
さ

れ
て

い
る

セ

ン
サ

ー
の

特
徴

を
説

明
し

、
そ

れ
が

感
知

す
る

タ
イ

ミ
ン

グ
を

時
折

動
作

を
止

め
な

が
ら

紹
介

し
た

事
で

、
モ

ノ
と

人
の

マ
ッ

チ
ン

グ
を

実
感

で
き

た
。

 

装
着

型
の

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

の
場

合
は

、
自

分
自

身
の

動
き

と
機

器
の

ア
シ

ス
ト

を
シ

ン
ク

ロ
さ

せ
る

必
要

が
あ

る
た

め
、

体
験

の
際

に
、

ア
シ

ス
ト

が
得

ら
れ

や
す

い
体

の
動

か
し

方
を

お

伝
え

し
た

こ
と

で
、

機
器

の
実

用
性

に
つ

い
て

、
現

場
で

使
え

そ
う

だ
と

い
う

意
見

が
多

く
聞

か
れ

て
い

る
。

 

佐
賀

 
興

味
関

心
は

あ
る

が
実

物
に

触
れ

る
機

会
が

な
い

た
め

、
実

際
の

使
い

勝
手

や
操

作
性

を
確

認
し

、
利

用
イ

メ
ー

ジ
を

作
る

こ
と

が
で

き
た

。
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（３）展示・体験展示で把握された課題 
 

＜関連するアンケート結果＞ 

①全般（分野を問わず） 

 各種支援機器を身近な場所で見る機会が少ないため、利用する選択肢に入りづらいこ

と。見られる場や試せる場がなければ利用促進にはつながらないこと。 

 介護ロボットと聞くと難しい技術と考えてしまうため、手を伸ばしにくいこと。 

 使いこなすための講習会が必要ではないか。【岩手県高齢者総合支援センター】 

 カメラ機能付き見守り支援機器については、プライバシーの配慮への問題を常に問わ

れる。（特に介護職員からの問い合わせが多い。一方、家族の理解は良い。） 

 医療領域に適応者が多く、退院後のニーズはあるものの、医療職への情報が浸透して

おらず、利用者が情報を探し出すことに時間を要する。 

 目標なく利用すると、機能改善のみに用途を見出してしまう。適合する際に医療・介

護の両方の知識を持ち合わせた者が不可欠。【社会福祉法人名古屋市総合リハビリテー

ション事業団 なごや福祉用具プラザ】 

 介護施設においても介護ロボットに対する知識や導入意識の格差がでてきている。介

護施設事情に応じた企画が今後必要と考えている。【兵庫県立福祉のまちづくり研究

所】 

 他にどのような機種があるのか？取得価格は？導入経費の補助事業の有無？について

来場者から多く問われた。ホームページでの検索を回答したが、他機種と比較しての

優位性、ニーズに合わせた機種の適合など次々と機種が開発されてきて説明しきれず

情報の把握が困難となっている。【北九州市立介護実習・普及センター】 

②コミュニケーション 

 コミュニケーションロボットに関するユーザーの期待は大きいものであり、それ故に

ロボットの反応における小さなミスは大きな失望感として跳ね返る傾向にある。よっ

て、開発側にはプログラミングによる会話エンジンの作成が求められ、ユーザーには

ロボットにできる事を予め認識してもらう必要があると考える。【大分県社会福祉介護

研修センター】 
③排泄 

 身近な場所で見る機会が少ないため、見れる試せる場がなければ利用促進には繋がら

ないこと。(介護ロボット入門講座等の開催) 
 介護ロボットと聞くと難しい技術と考えてしまうため、なかなか手が伸ばしにくい。

また、アプリ、Wi-Fi 等の用語についての理解も必要。 
 見て試す機会が少ないため、利用する選択肢に入りづらいこと。【岩手県高齢者総合支

援センター】 

④移動・移乗支援 

 身近な場所で見る機会が少ないため、見れる試せる場がなければ利用促進には繋がら

ないこと。(介護ロボット入門講座等の開催) 
 介護ロボットと聞くと難しい技術と考えてしまうため、なかなか手が伸ばしにくい。
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また、アプリ、Wi-Fi 等の用語についての理解も必要。 
 見て試す機会が少ないため、利用する選択肢に入りづらいこと。使いこなすために講

習会が必要ではないか。【岩手県高齢者総合支援センター】 

 移乗支援機器の低コスト化、一般家庭へのレンタル・販売実現。【一般社団法人茨城県

福祉サービス振興会 茨城県介護実習・普及センター】 
 歩行アシストを必要とするユーザーは、歩行分析において下肢の左右差がみられる傾

向にある。現在ロボットのシステムには、路面の傾斜角度や通過する加速度を制御す

る機構はよくみられるが、ユーザーの歩容にあわせた制御システムは構築されていな

いため、今後歩容の分析を、Kinect センサー等を用いて行うことができ、ER 流体等

を用いて左右の制動を行えるようなシステムが必要ではないかと考える。 
 移乗支援のロボットにおいては、装着型と非装着型があるため、腰部負担軽減におい

て、リフティングケアとノーリフティングケアの各々の有用性を伝える必要がある。

現在、ノーリフティングケアの有用性については、日本ノーリフト協会等を中心にそ

の有用性を提唱しているため、今後装着型のロボットを普及させる為には、リフティ

ングケアにおいての概念的なものを構築する必要性があるのではないか考える。【大分

県社会福祉介護研修センター】 
 装着型は「入浴介助での使用」のように場面・装着者を限定した使い方を施設でも行

わなければ、装着の手間や装着したまま他の仕事ができないなどマイナスの意見があ

る。【佐賀県在宅生活サポートセンター】 
 

83



 

84 
 

 

７．３ 研修の開催状況と成果について 

（１）対象とした介護ロボットの分野 
本年度の研修での対象分野は、展示と同様に移動・移乗支援と見守り支援機器が多かった。 

 

対象とした介護ロボットの分野 
 

番
号 

分野区分 
北
海
道 

青
森 

岩
手 

茨
城 

名
古
屋 

兵
庫 

北
九
州 

大
分 

佐
賀 

1 
コミュニケーショ
ン支援 

  ○  ○   ○  

2 移動・移乗支援 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

3 
日 常 生 活 支 援
（服薬） 

       ○  

4 見守り支援 ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○  
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（
２

）
研

修
の

開
催
状

況
（

事
業
の

ね
ら

い
と
そ

の
成

果
）

 
 

 
 

ね
ら

い
 

北
海

道
 

介
護

現
場

を
は

じ
め

と
す

る
福

祉
職

場
の

職
員

等
を

対
象

に
、

現
在

導
入

さ
れ

て
い

る
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
の

活
用

事
例

を
通

し
て

、
今

後
の

普
及

と
実

用
化

に
向

け
た

課
題

や
改

善
点

を
考

え
る

。
 

青
森

 
介

護
事

業
所

等
が

①
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
を

巡
る

最
新

の
動

向
を

知
る

、
②

多
種

類
の

分
野

の
機

器
を

知
る

、
③

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

導
入

の
実

践
事

例
を

知
る

、
の

３
点

を
目

的
と

し
て

、
実

際
の

導
入

に
結

び
つ

け
る

こ
と

を
ね

ら
い

と
し

た
。

 

岩
手

 
主

に
介

護
保

険
施

設
職

員
及

び
管

理
者

、
行

政
職

員
を

対
象

に
、

来
年

度
の

介
護

報
酬

改
定

に
向

け
、

見
守

り
支

援
機

器
導

入
・
活

用
に

向
け

た
支

援
の

一
環

と
し

て
開

催
。

 

茨
城

 
茨

城
県

の
基

金
事

業
で

導
入

し
た

機
器

に
つ

い
て

、
積

極
的

な
取

り
組

み
を

行
っ

て
い

る
と

み
ら

れ
る

事
業

所
を

対
象

に
検

討
会

を
行

い
、

機
器

の
有

用
性

・
活

用
方

法
・
問

題
点

等
に

て
話

し
合

っ
て

、
よ

り
効

果
的

な
使

用
法

に
つ

い
て

知
っ

て
も

ら
う

。
 

名
古

屋
 

・
労

働
安

全
衛

生
の

観
点

か
ら

、
腰

痛
予

防
対

策
や

職
場

の
環

境
改

善
の

目
的

で
実

施
。

 

・
身

近
な

課
題

や
先

進
的

な
技

術
に

早
期

か
ら

触
れ

る
こ

と
で

、
参

加
者

自
身

が
将

来
に

渡
っ

て
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
を

深
く
考

え
る

き
っ

か
け

作
り

と
な

る
。

 

兵
庫

 

対
象

：
介

護
施

設
等

の
管

理
監

督
職

及
び

現
場

職
員

等
 

①
 

見
守

り
支

援
ロ

ボ
ッ

ト
の

特
性

の
理

解
。

 

②
 

活
用

の
利

便
性

と
課

題
。

 

③
 

職
場

で
の

適
切

な
運

用
ル

ー
ル

の
必

要
性

の
理

解
。

 

北
九

州
 

介
護

現
場

で
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
の

活
用

を
図

っ
て

い
く
た

め
に

は
、

ロ
ボ

ッ
ト

の
持

つ
技

術
・
機

能
を

充
分

使
い

こ
な

し
て

い
け

る
よ

う
各

施
設

に
応

じ
た

使
用

手
順

の
作

成
、

導
入

環

境
の

調
整

、
ス

タ
ッ

フ
間

の
技

術
指

導
等

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
リ

ー
ダ

ー
人

材
を

各
現

場
に

配
置

し
て

い
く
こ

と
が

重
要

と
な

る
。

そ
こ

で
、

導
入

環
境

の
調

整
と

活
用

に
向

け
て

目

標
設

定
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

マ
ス

タ
ー

人
材

の
育

成
を

目
的

と
し

た
「
北

九
州

市
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
マ

ス
タ

ー
育

成
講

習
」
を

第
１

期
・
第

２
期

の
計

二
回

開
催

し
た

。
 

大
分

 
介

護
現

場
に

お
け

る
利

用
者

や
職

員
の

負
担

軽
減

を
図

る
為

、
施

設
運

営
の

実
権

を
握

る
「
施

設
長

・
財

務
担

当
・
現

場
リ

ー
ダ

ー
」
を

対
象

に
、

有
用

性
に

関
す

る
概

念
の

伝

達
、

先
進

施
設

の
紹

介
、

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

の
体

験
、

現
場

で
の

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

活
用

に
向

け
た

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
を

行
い

、
施

設
へ

の
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
の

導
入

促
進

を
図

る
。

 

佐
賀

 
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
（
移

乗
）
の

使
用

方
法

や
具

体
的

な
利

活
用

の
事

例
を

紹
介

し
、

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

導
入

や
活

用
の

参
考

と
す

る
。

 

同
時

に
シ

ー
テ

ィ
ン

グ
の

研
修

会
も

開
催

し
、

移
乗

後
の

姿
勢

に
つ

い
て

も
考

え
る

。
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開
催

状
況

 

北
海

道
 

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

の
導

入
と

活
用

 

（
移

動
・
移

乗
支

援
機

器
／

見
守

り
支

援
機

器
）
 

青
森

 
事

業
説

明
会

や
展

示
体

験
会

、
導

入
結

果
の

報
告

会
を

兼
ね

て
、

研
修

を
開

催
。

 

メ
ー

カ
ー

か
ら

レ
ク

チ
ャ

ー
を

受
け

る
形

で
実

習
し

た
。

 

岩
手

 
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
導

入
２

施
設

に
よ

る
導

入
報

告
と

、
見

守
り

支
援

機
器

５
社

に
よ

る
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

 

茨
城

 
①

使
用

状
況

報
告

 
②

意
見

交
換

会
 

③
実

技
 

名
古

屋
 

施
設

職
員

・
家

族
・
工

場
作

業
従

事
者

向
け

に
使

用
体

験
や

情
報

提
供

、
活

用
方

法
の

紹
介

な
ど

。
 

兵
庫

 

ノ
ー

リ
フ

テ
ィ

ン
グ

の
概

念
や

人
的

な
移

乗
介

助
の

基
本

、
ス

ラ
イ

デ
ィ

ン
グ

シ
ー

ト
や

ボ
ー

ド
、

リ
フ

タ
ー

等
の

用
具

活
用

を
踏

ま
え

た
上

で
の

ロ
ボ

ッ
ト

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し

た
。

 

メ
ー

カ
ー

の
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

の
あ

と
、

３
機

種
を

３
グ

ル
ー

プ
に

分
か

れ
て

体
験

。
 

北
九

州
 

課
題

提
出

お
よ

び
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

指
導

 

［
講

習
受

講
後

、
受

講
者

は
３

週
間

を
期

限
に

各
施

設
で

話
し

合
っ

て
「
（
模

擬
）
活

用
手

順
書

」
を

作
成

し
、

講
習

主
催

者
に

提
出

後
、

助
言

を
受

け
て

修
了

と
す

る
。

］
 

大
分

 

「
抱

え
上

げ
な

い
ケ

ア
・
ノ

ー
リ

フ
テ

ィ
ン

グ
の

推
進

で
、

利
用

者
・
患

者
の

拘
縮

と
職

員
の

腰
痛

を
予

防
」
を

コ
ン

セ
プ

ト
と

し
て

、
人

が
抱

え
あ

げ
な

い
移

乗
の

有
用

性
や

、
そ

れ

に
係

わ
る

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

の
体

験
会

を
実

施
。

研
修

終
盤

で
は

、
受

講
者

の
大

半
が

機
器

を
使

い
こ

な
せ

る
よ

う
に

な
っ

て
い

た
。

 

教
育

の
現

場
で

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

に
関

す
る

知
識

や
技

術
が

普
及

す
る

よ
う

、
教

職
員

を
対

象
に

研
修

を
開

催
。

学
生

に
教

え
ら

れ
る

レ
ベ

ル
ま

で
は

到
達

し
な

か
っ

た
が

皆
体

験

は
で

き
た

。
 

福
祉

科
系

の
高

校
生

を
対

象
に

、
研

究
発

表
会

の
場

に
て

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

及
び

ノ
ー

リ
フ

テ
ィ

ン
グ

ケ
ア

の
講

演
を

行
っ

た
。

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

に
つ

い
て

、
楽

し
い

イ
メ

ー
ジ

を
持

つ

こ
と

が
で

き
て

い
た

。
 

現
場

で
活

用
す

る
た

め
に

必
要

な
こ

と
に

つ
い

て
、

先
進

施
設

か
ら

報
告

後
、

機
器

開
発

メ
ー

カ
ー

と
の

意
見

交
換

会
を

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
形

式
で

行
う

こ
と

で
、

施
設

と
開

発
メ

ー
カ

ー
の

マ
ッ

チ
ン

グ
を

行
っ

た
。

グ
ル

ー
プ

の
中

で
使

用
・
体

験
を

通
し

て
メ

リ
ッ

ト
・
デ

メ
リ

ッ
ト

の
区

分
け

と
改

良
に

向
け

た
取

り
組

み
が

行
わ

れ
て

い
た

。
 

佐
賀

 
各

ロ
ボ

ッ
ト

の
プ

レ
ゼ

ン
を

行
い

、
終

日
操

作
体

験
を

行
っ

た
。

各
ブ

ー
ス

に
お

い
て

重
り

や
実

際
の

人
を

抱
え

上
げ

る
体

験
を

行
っ

た
。
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成
果

 

北
海

道
 

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

の
特

徴
・
活

用
方

法
等

の
紹

介
を

行
い

、
利

用
促

進
を

図
っ

た
。

 

青
森

 

研
修

会
参

加
事

業
所

が
実

際
に

導
入

し
、

効
果

的
に

活
用

し
て

い
る

た
め

、
成

果
が

あ
っ

た
と

考
え

る
。

 

基
本

的
に

は
「
機

器
を

知
る

」
「
最

近
の

動
向

を
知

る
」
等

を
目

的
と

し
た

研
修

だ
っ

た
の

で
、

利
用

技
術

の
習

得
ま

で
は

至
っ

て
い

な
い

と
思

う
が

、
体

験
し

な
が

ら
各

機
器

の
適

応

に
つ

い
て

検
討

し
て

い
る

参
加

者
も

見
ら

れ
、

一
部

に
は

成
果

が
あ

っ
た

と
思

わ
れ

る
。

 

岩
手

 
介

護
報

酬
改

定
に

あ
た

り
、

も
う

少
し

大
き

く
啓

発
活

動
が

必
要

。
ま

た
、

環
境

整
備

の
必

要
性

や
、

身
近

な
場

所
で

試
用

体
験

や
導

入
施

設
見

学
な

ど
が

必
要

で
あ

る
と

感
じ

る
。

 

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

と
聞

く
と

難
し

い
技

術
と

考
え

て
し

ま
う

た
め

、
な

か
な

か
手

が
伸

ば
し

に
く
い

。
ま

た
、

ア
プ

リ
、

W
I-

F
I等

の
用

語
に

つ
い

て
の

理
解

も
必

要
。

（
講

習
会

の
開

催
）
 

茨
城

 

介
護

職
員

の
見

守
り

の
負

担
軽

減
に

は
効

果
を

得
て

い
る

機
器

で
は

あ
り

、
引

き
続

き
活

用
し

て
い

く
。

 

メ
ー

カ
ー

担
当

者
へ

直
接

疑
問

点
を

伝
え

、
対

応
し

て
も

ら
え

た
こ

と
に

よ
り

解
決

し
た

。
ま

た
、

い
く
つ

か
の

事
業

所
が

参
加

す
る

こ
と

に
よ

り
、

い
ろ

い
ろ

な
使

い
方

に
つ

い
て

知
る

事
が

で
き

た
。

 

コ
ス

ト
面

、
使

い
づ

ら
さ

な
ど

か
ら

、
各

事
業

所
よ

り
メ

ー
カ

ー
へ

要
望

が
で

た
が

、
担

当
よ

り
効

果
的

に
活

用
実

現
で

き
て

い
る

事
業

所
の

事
例

を
映

像
で

見
せ

た
り

、
実

技
に

お

い
て

効
果

的
な

動
き

の
指

導
を

さ
れ

た
こ

と
に

よ
り

、
参

加
事

業
所

も
現

場
へ

そ
れ

を
反

映
さ

せ
て

、
引

き
続

き
使

用
し

て
い

く
と

い
う

声
が

多
く
聞

か
れ

た
。

 

メ
ー

カ
ー

担
当

者
か

ら
の

実
技

指
導

に
よ

り
、

今
ま

で
の

使
い

方
の

見
直

し
、

新
た

な
効

果
的

な
動

き
方

に
つ

い
て

学
べ

た
。

 

・
市

内
全

域
に

お
い

て
、

地
域

介
護

者
教

室
 

２
，

７
３

９
名

／
１

１
５

件
 

の
参

加
者

に
対

し
て

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

機
器

の
情

報
と

活
用

方
方

法
を

紹
介

。
 

・
家

族
介

護
の

場
面

で
の

活
用

方
法

、
他

機
種

の
購

入
相

談
な

ど
に

繋
が

る
。

 

・
介

護
者

予
備

軍
、

中
高

齢
女

性
な

ど
が

集
ま

る
会

合
に

お
い

て
は

、
定

点
設

置
す

る
こ

と
で

も
場

の
凝

集
性

を
高

め
る

効
果

が
あ

り
、

参
加

者
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

促
進

す

る
効

果
が

あ
る

。
 

名
古

屋
 

・
移

動
用

リ
フ

ト
の

再
研

修
に

繋
が

り
、

労
働

衛
生

の
観

点
に

立
っ

た
職

場
環

境
の

改
善

と
機

器
の

導
入

に
つ

い
て

は
一

定
の

成
果

を
得

た
。

 

・
ス

マ
ー

ト
ス

ー
ツ

の
導

入
に

関
し

て
、

年
間

１
１

回
（
３

２
人

）
の

問
い

合
わ

せ
が

あ
っ

た
。

 

・
介

護
現

場
よ

り
も

、
工

場
の

組
み

立
て

ラ
イ

ン
、

集
配

ド
ラ

イ
バ

ー
等

か
ら

の
導

入
の

要
望

が
高

い
。

こ
れ

ら
の

対
象

者
に

対
し

て
、

身
体

疲
労

の
軽

減
。

 

・
在

宅
老

々
介

護
者

に
対

し
て

、
身

体
疲

労
の

軽
減

。
 

・
介

護
者

予
備

軍
、

中
高

齢
女

性
な

ど
が

集
ま

る
会

合
に

お
い

て
は

、
定

点
設

置
す

る
こ

と
で

も
場

の
凝

集
性

を
高

め
る

効
果

が
あ

り
、

参
加

者
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

促
進

す

る
効

果
が

あ
る

。
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成
果

 

兵
庫

 

「
利

用
者

様
の

転
倒

防
止

」
を

目
的

と
し

た
見

守
り

機
器

に
つ

い
て

は
、

ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
ト

・
事

故
報

告
の

減
少

や
介

護
職

員
の

負
担

軽
減

効
果

だ
け

で
な

く
、

介
護

現
場

に
お

い
て

は

ロ
グ

記
録

の
活

用
に

よ
る

転
倒

原
因

分
析

、
ま

た
分

析
に

よ
る

そ
の

後
の

対
応

策
や

ケ
ア

プ
ラ

ン
へ

の
反

映
効

果
が

高
い

。
ま

た
転

倒
が

起
き

て
し

ま
っ

た
場

合
の

説
明

手
段

と
し

て
活

用
で

き
る

と
こ

ろ
の

効
果

は
大

き
い

と
こ

ろ
で

あ
る

。
 

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

通
じ

て
、

活
用

に
あ

た
っ

て
の

職
場

で
の

使
用

目
的

や
使

用
時

間
の

明
確

化
や

、
運

用
上

の
ル

ー
ル

づ
く
り

の
大

切
さ

の
理

解
に

つ
な

が
っ

て
い

る
こ

と
が

ア
ン

ケ

ー
ト

結
果

か
ら

も
伺

え
た

。
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
を

前
提

と
し

た
研

修
企

画
で

な
く
、

従
来

の
用

具
を

活
用

し
た

介
護

技
術

研
修

の
中

で
、

移
乗

介
助

ロ
ボ

ッ
ト

の
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
取

り

入
れ

る
こ

と
で

、
従

来
の

福
祉

用
具

と
の

違
い

を
理

解
す

る
と

と
も

に
、

よ
り

多
く
の

選
択

肢
の

中
か

ら
、

利
用

者
や

職
場

の
介

護
課

題
状

況
に

応
じ

た
今

後
の

機
種

選
定

に
つ

な

が
っ

て
い

く
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

 

ノ
ー

リ
フ

ト
に

関
心

あ
る

方
に

限
定

し
た

企
画

研
修

で
あ

っ
た

の
で

、
ロ

ボ
ッ

ト
に

対
し

て
も

「
従

来
の

リ
フ

タ
ー

よ
り

使
い

や
す

い
」
、

「
思

っ
て

い
た

よ
り

操
作

が
簡

単
で

、
負

担
が

少

な
か

っ
た

」
、

「
操

作
の

コ
ツ

を
つ

か
め

ば
介

護
者

、
要

介
護

者
双

方
が

楽
に

な
る

」
な

ど
の

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
な

意
見

が
多

か
っ

た
。

ロ
ボ

ッ
ト

だ
け

を
強

調
す

る
の

で
は

な
く
、

従
来

の
移

乗
介

助
の

方
法

や
用

具
活

用
を

振
り

返
る

中
で

、
職

場
課

題
の

中
で

の
よ

り
良

い
機

器
選

定
、

ま
た

ロ
ボ

ッ
ト

活
用

の
利

便
性

を
伝

え
る

機
会

と
な

っ
た

。
 

北
九

州
 

機
器

の
設

定
に

関
し

て
は

メ
ー

カ
ー

が
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

す
る

こ
と

が
確

認
で

き
、

安
心

し
た

と
の

意
見

が
聞

か
れ

た
。

 

機
器

の
体

験
を

し
た

こ
と

で
機

器
を

活
用

す
る

こ
と

で
負

担
な

く
移

乗
が

で
き

る
こ

と
が

実
感

で
き

た
と

共
に

、
操

作
も

思
っ

て
い

た
よ

り
簡

単
で

あ
る

と
の

意
見

が
多

く
聞

か
れ

た
。

 

機
器

の
体

験
だ

け
で

な
く
、

メ
ー

カ
ー

を
含

め
た

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
を

行
っ

た
事

で
、

メ
ー

カ
ー

担
当

者
よ

り
、

機
器

の
改

良
に

向
け

た
新

し
い

知
見

が
得

ら
れ

た
と

聞
か

れ
た

。
 

大
分

 

機
器

の
体

験
だ

け
で

な
く
、

メ
ー

カ
ー

を
含

め
た

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
を

行
っ

た
事

で
、

現
場

で
活

用
す

る
た

め
の

環
境

設
備

・
職

員
教

育
・
業

務
手

順
に

つ
い

て
の

導
入

計
画

を
立

て

る
こ

と
が

で
き

、
み

ま
も

り
シ

ス
テ

ム
の

導
入

に
至

っ
た

施
設

も
み

ら
れ

た
。

機
器

の
設

定
に

関
し

て
は

メ
ー

カ
ー

が
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

す
る

こ
と

が
確

認
で

き
、

安
心

し
た

と
の

意
見

が

聞
か

れ
た

。
 

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

等
で

、
人

前
で

話
す

の
が

苦
手

な
場

合
、

ロ
ボ

ッ
ト

を
使

用
す

る
こ

と
で

人
の

代
替

が
で

き
る

と
の

意
見

が
聞

か
れ

た
。

ま
た

、
情

報
を

伝
え

る
ツ

ー
ル

と
し

て
も

よ

い
と

の
意

見
が

聞
か

れ
て

い
る

。
予

め
ロ

ボ
ッ

ト
の

で
き

る
事

を
お

伝
え

し
た

こ
と

で
、

上
手

に
活

用
す

る
た

め
の

方
法

を
考

え
る

意
識

を
も

っ
て

も
ら

う
こ

と
が

で
き

た
。

 

機
器

の
体

験
だ

け
で

な
く
、

メ
ー

カ
ー

を
含

め
た

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
を

行
っ

た
事

で
、

メ
ー

カ
ー

担
当

者
よ

り
、

機
器

の
改

良
に

向
け

た
新

し
い

知
見

が
得

ら
れ

た
と

聞
か

れ
た

。
ア

シ

ス
ト

の
調

整
に

お
い

て
、

設
定

に
関

す
る

資
料

が
わ

か
り

や
す

く
明

記
さ

れ
て

い
る

事
か

ら
、

初
め

て
機

器
を

使
う

方
で

も
扱

い
や

す
い

と
の

評
価

が
得

ら
れ

た
。

 

機
器

の
体

験
だ

け
で

な
く
、

メ
ー

カ
ー

を
含

め
た

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
を

行
っ

た
事

で
、

メ
ー

カ
ー

担
当

者
よ

り
、

機
器

の
改

良
に

向
け

た
新

し
い

知
見

が
得

ら
れ

た
と

聞
か

れ
た

。
機

器
の

使
用

に
関

し
て

は
、

思
っ

て
い

た
よ

り
シ

ン
プ

ル
だ

っ
た

と
の

意
見

が
多

く
聞

か
れ

、
家

族
等

に
も

説
明

し
や

す
い

と
の

評
価

が
得

ら
れ

た
。

 

佐
賀

 
導

入
事

例
や

使
い

方
等

具
体

的
な

利
活

用
の

方
法

を
把

握
機

会
と

な
っ

た
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（３）研修、実習で把握された課題 
 

＜関連するアンケート結果＞ 

①全般（分野を問わず） 

 初期費用、メンテナンスも含め、予算の心配が多く、導入には躊躇するという意

見が大半を占めた。【社会福祉法人北海道社会福祉協議会 北海道介護実習・普

及センター】 

 年１回のイベント型の展示会だけでなく、もっと気軽に触れて試せる機会を多く

作る必要があると感じた。参加者にとって、まだまだ高価なものであること、特

別なものと感じていることなど踏まえ、介護ロボットの導入効果（先進事例）と

併せて、各地域での展示会や体験会を開催する必要性を感じた。また、「腰痛予

防」「高齢者の安心を担保する」等をテーマとするなど、「介護」の観点で焦点を

絞った普及啓発・利用促進を図る必要があり、すでに導入している施設から課題

等をとりまとめ、各メーカーから課題を踏まえたプレゼンテーションが必要と感

じた。【岩手県高齢者総合支援センター】 

 本県で介護ロボットの研修は初めての開催。施設の方や、福祉関連の方に介護ロ

ボットについての周知は図れた。今後、普及センターとしてどこに焦点をあてて、

周知を図っていくか。また活用場面に応じた様々な介護ロボットの情報など、相

談に応じるための資料の整備や相談員の育成が、必要であると思われる。【一般

社団法人茨城県福祉サービス振興会 茨城県介護実習・普及センター】 

 機器の操作を理解するのに時間が必要である。【社会福祉法人名古屋市総合リハ

ビリテーション事業団 なごや福祉用具プラザ】 

 介護ロボットを知ってもらい、体験してもらうということは達成できており、そ

れにより具体的な導入後のイメージも形成しやすくなっていると考えるが、導入

時の支援を担うコーディネーターの不在が課題といえる。それを担う組織、育成

が今後の課題と考える。【北九州市立介護実習・普及センター】 

②移動支援・移乗支援 

 移動支援機器の試用体験会。利用技術の習得に関しては、移動支援ロボットにつ

いての認知度の低さから、利活用を想定した環境条件で機器体験を行い、グルー

プワークによって自立支援を考えるには情報のリアルさに欠けたと思われる。よ

り現実的な環境条件で機器の比較体験を行うことで、介護ロボットの効果をより

実感できたのではないかと考える。今後は、受講者の介護ロボットの認知度や求

められている情報などから効果的な研修を計画していくことが必要と思われる。

利用促進、普及に関しては、移動支援機器には従来の歩行補助具という選択肢や

介護ロボットという選択肢もあるという情報提供をすることはできたと思われ

る。環境条件や対象者像など、大枠を捉えることはできたが、細かな分類には至

らなかった。自立支援のための利活用につなげるためには、詳細な環境条件や利
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用対象者像などの選定が必要と思われる。また、機器の価格の高さというのは、

介護保険制度の改正から軽度者の福祉用具貸与が全額自己負担になる可能性を

考えると利活用に対する大きな壁になると思われる。普及機関だけでなく、メー

カーや制度においても検討していく必要を感じる。【兵庫県立福祉のまちづくり

研究所】 
 移乗支援機器の利活用に向けた検討会。移乗支援機器などが「介護現場にないの

で使えない」という意見を多く聞くが、現場に機器を導入するだけでは利活用に

繋がらないことが明らかとなった。介護職員が移乗支援機器を活用するためには、

介護施設として質の高いケアを追求し、理念に基づいたケアを組み立てる視点が

重要であると感じる。また、実際の使用・活用に結び付けるには、利用者を身体・

精神機能面からアセスメントし、移乗支援機器と利用者のマッチングを図ること

が出来る職種・職員が重要であると思われる。現行では、特別養護老人ホームな

どにはＯＴ・ＰＴ等のリハビリ関連職種の人員配置の基準はなく、介護福祉士な

どがマッチングを行っている現状も明らかとなった。それぞれの職種の特性を活

かした協働を行える仕組みを作ることで、移乗支援機器の普及・活用に向けた取

り組みが加速されると感じる。このような仕組みを体系化し、効果的な機器の導

入・活用に向けた取り組みを検討していきたい。【兵庫県立福祉のまちづくり研

究所】 
 実際の導入では利用場面の限定等の指導が必要【佐賀県在宅生活サポートセンタ

ー】 
③排泄支援 

 アンケートで今後のロボット導入意向を聞いたところ、８割以上が「導入したい」

と回答しているが、予算面が課題だとしている回答が多く一層の普及にはコスト

ダウンが不可欠だと感じた。【社会福祉法人青森県社会福祉協議会 青森県介護

実習・普及センター】 
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７．４ 試用貸出の実施状況と成果について 

（１）対象とした介護ロボットの分野 
試用貸し出しを実施していたのは、北九州、大分の２件であった。分野として、北九

州では日常生活支援（服薬）、リハビリ支援以外の分野を広く試用し、大分では、移動・

移乗支援、日常生活支援（服薬）、見守り支援に着目していた。 

 
対象とした介護ロボットの分野 

 

番
号 

分野区分 
北
九
州 

大
分 

1 コミュニケーション支援 ○  

2 移動・移乗支援 ○ ○ 

3 日常生活支援（入浴） ○  

4 日常生活支援（排泄） ○  

5 日常生活支援（服薬）  ○ 

6 見守り支援 ○ ○ 

注）北海道、青森、岩手、茨城、名古屋、兵庫、佐賀では、本年度の試用貸出を実施し

ていない。 
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（
２

）
試

用
貸

出
の
実

施
状

況
（
事

業
の

ね
ら

い
と

そ
の

成
果

）
 

 
試
用
貸
出
の
実
施
状
況
（
事
業
の
ね
ら
い
と
そ
の
成
果
）

 
 

 
 

北
九

州
 

大
分

 

ね
ら

い
 

実
際

の
介

護
現

場
に

お
い

て
、

介
護

ロ
ボ

ッ

ト
を

試
す

こ
と

で
導

入
の

イ
メ

ー
ジ

を
具

体
化

し
、

普
及

に
つ

な
げ

る
。

 

開
発

に
伴

い
更

新
さ

れ
る

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

の

最
新

情
報

の
提

供
。

 

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

を
介

護
・
福

祉
施

設
や

教
育

機
関

に
貸

し
出

し
、

使
用

に
関

す
る

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
を

行
い

つ
つ

、
有

用
性

の
検

証
と

導
入

促
進

を
図

る
。

 

実
施

 
状

況
 

Ｈ
２

９
年

度
試

用
貸

し
出

し
（
２

月
末

現
在

）
 

計
 

９
機

種
／

６
１

件
 

 

【
内

訳
／

ス
マ

ー
ト

ス
ー

ツ
１

２
件

・
ラ

ク
ニ

エ

１
１

件
・
マ

ッ
ス

ル
ス

ー
ツ

６
件

・
Ｈ

ｕ
ｇ
１

０
件

・

ア
シ

ス
ト

ホ
イ

ー
ル

３
件

・
Ｒ

Ｔ
２

 
 

３
件

・
Ｐ

Ａ

Ｒ
Ｌ

Ｏ
 

８
件

・
パ

ロ
６

件
・
か

ぼ
ち

ゃ
ん

２
件

】 

試
用

者
に

機
器

仕
様

・
取

り
扱

い
方

法
・
先

行
導

入
事

例
の

紹
介

は
行

っ
た

が
、

現
場

で

の
導

入
研

修
や

、
活

用
方

法
の

フ
ォ

ロ
ー

ア

ッ
プ

は
行

え
て

い
な

い
。

 

見
ま

も
り

シ
ス

テ
ム

 

（
株

）
エ

イ
ビ

ス
 

⇒
 

４
施

設
導

入
 

Ｈ
Ａ

Ｌ
介

護
支

援
用

腰
タ

イ
プ

 

サ
イ

バ
ー

ダ
イ

ン
（
株

）
 

⇒
 

１
施

設
導

入
 

移
乗

サ
ポ

ー
ト

ロ
ボ

ッ
ト

 
Ｈ

ｕ
ｇ
 

Ｔ
１

 

富
士

機
械

製
造

（
株

）
 

⇒
 

１
施

設
導

入
 

施
設

現
場

を
事

前
視

察
し

、
職

員
の

要
望

と
現

場
環

境
を

確
認

し
た

上
で

、
活

用
に

お
け

る
メ

リ
ッ

ト
・
デ

メ
リ

ッ
ト

及
び

想
定

さ
れ

る
問

題
に

つ
い

て
伝

達
し

、
１

～
３

ヶ
月

間
当

セ
ン

タ
ー

の
機

器
を

貸
出

し
、

貸
出

期
間

中
に

メ
ー

カ
ー

と
連

携
し

て
、

機
器

導
入

に
向

け
て

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
を

行
っ

た
。

 

成
果

 

 
見

守
り

支
援

で
は

、
当

セ
ン

タ
ー

職
員

が
施

設
現

場
を

訪
問

し
、

使
用

す
る

利
用

者
の

選
定

に
関

わ
っ

た
こ

と
で

、
人

と

機
器

の
マ

ッ
チ

ン
グ

が
う

ま
く
で

き
た

こ
と

に
よ

り
、

そ
の

ま
ま

導
入

に
至

る
ケ

ー
ス

が
多

く
み

ら
れ

た
。

 

メ
ー

カ
ー

と
連

携
し

て
機

器
の

分
析

や
活

用
方

法
の

提
案

を
行

い
、

予
測

的
な

み
ま

も
り

が
行

え
る

よ
う

な
シ

ス
テ

ム
構

築
を

図
っ

た
こ

と
で

、
転

倒
等

の
事

故
件

数
が

減
っ

て
き

て
い

る
と

の
報

告
が

聞
か

れ
た

。
 

移
乗

は
「
立

位
・
座

位
・
臥

位
」
の

様
々

な
パ

タ
ー

ン
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
使

用
す

る
利

用
者

の
評

価
が

重
要

と
な

る
。

当
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北
九

州
 

大
分

 

セ
ン

タ
ー

は
専

属
の

担
当

者
の

理
学

療
法

士
が

い
る

事
か

ら
、

施
設

の
事

前
訪

問
を

行
い

利
用

者
の

選
定

を
的

確
に

行
う

こ
と

か
ら

、
試

用
貸

出
に

お
け

る
事

故
は

現
在

の
と

こ
ろ

生
じ

て
い

な
い

。
 

利
用

者
に

は
じ

め
て

使
用

す
る

場
合

は
、

失
敗

し
な

い
よ

う
に

専
属

の
担

当
者

が
訪

問
し

、
直

接
指

導
し

な
が

ら
行

う
た

め
、

そ
の

後
も

安
心

し
て

機
器

を
使

用
で

き
る

と
の

意
見

が
聞

か
れ

て
い

る
。

 

移
動

は
地

域
包

括
セ

ン
タ

ー
と

連
携

し
て

、
機

器
の

活
用

を
促

進
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

県
内

で
の

認
知

度
が

前
年

度
よ

り
も

増
え

て
き

て
い

る
事

を
相

談
件

数
の

増
加

等
か

ら
実

感
で

き
て

い
る

。
 

不
定

期
で

は
あ

る
が

、
地

域
で

機
器

の
勉

強
会

が
開

か
れ

る
よ

う
に

な
り

、
機

器
の

使
用

に
お

い
て

構
造

的
な

事
ま

で

聞
か

れ
る

よ
う

に
な

り
、

以
前

よ
り

関
心

は
高

く
な

っ
て

い
る

傾
向

が
み

ら
れ

る
。

 

服
薬

支
援

は
、

在
宅

で
実

際
に

使
用

さ
れ

た
と

こ
ろ

で
は

、
利

用
者

が
服

薬
自

立
に

至
っ

た
と

の
報

告
が

あ
が

っ
て

お

り
、

導
入

を
検

討
さ

れ
て

い
る

。
 

機
器

の
使

用
は

シ
ン

プ
ル

だ
と

い
う

意
見

が
聞

か
れ

て
お

り
、

家
族

が
本

人
に

説
明

す
る

こ
と

も
で

き
て

い
る

。
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（３）試用貸出で把握された課題 
 

＜関連するアンケート結果＞ 

①全般（分野を問わず） 

 介護現場での研修や、フォローアップを行えていない。貸しっぱなしになってし

まっており、マンパワーの不足を感じる。【北九州市立介護実習・普及センター】 
 利用技術については比較的簡単な操作のため問題がなかったが、価格が高額なた

め、何らかの補助金等が使用できないと導入を検討していただけない。【佐賀県

在宅生活サポートセンター】 
②コミュニケーション 

 活用例を把握中。【社会福祉法人名古屋市総合リハビリテーション事業団 なご

や福祉用具プラザ】 
③移動支援 

 適合者の育成、利用効果の評価検証手法の整理。【社会福祉法人名古屋市総合リ

ハビリテーション事業団 なごや福祉用具プラザ】 
④排泄支援 

 ランニングコストの課題。【社会福祉法人名古屋市総合リハビリテーション事業

団 なごや福祉用具プラザ】 
⑤移乗支援 

 対象者との適合、活用例の積み上げ。【社会福祉法人名古屋市総合リハビリテー

ション事業団 なごや福祉用具プラザ】 
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７．５ 介護ロボット導入の指導、コンサルティングについて 

（１）介護ロボット導入の指導、コンサルティングの実施状況 
コンサルティングは、青森、名古屋、大分の３地域が実施していた。 

※コンサルティング：施設等への介護ロボットの導入や活用方法について、相談に応

じ、指導やアドバイスを行うこと 

 

番号 
北
海
道 

青
森 

岩
手 

茨
城 

名
古
屋 

兵
庫 

北
九
州 

大
分 

佐
賀 

実施件数  ４   ２   ２７  

 

（２）事例 

＜事例１＞ 社会福祉法人青森県社会福祉協議会 青森県介護実習・普及センター 

１）介護ロボット導入支援・コンサルティングのねらい 

介護ロボット導入について検討段階である介護事業所から導入目的等を確認し、候

補となる機器の選定、メーカーとの調整等を行い適切な導入を支援することをねらい

とした。 
２）導入指導・コンサルティングに至った経緯 

展示体験会・研修会への参加者に導入意向の聞き取りを行った。 
３）導入指導・コンサルティングの対象とした介護ロボット（機種名と導入期間） 

①機種名：見守りケアシステムＭ－２ ／ 導入期間：平成２９年１０月１２日～ 

②機種名：リトルキーパス ／ 導入期間：平成２９年１０月１８日～ 

③機種名：ラップポン・エール ／ 導入期間：平成２９年１０月１８日～ 

④機種名：ロボヘルパーＳＡＳＵＫＥ ／ 導入期間：平成３０年２月１５日～ 

４）介護ロボット導入の指導、コンサルティングによる成果 

導入検討段階から実際の導入に結びついた。事業所と協働して行った効果測定で

は、介護環境が改善された結果が客観指標で示されており成果があったと評価してい

る。 
５）介護ロボット導入の指導、コンサルティングにより把握された課題 

事業所から種々相談を受けるが、青森県内で実際に見て、触れて、体験できるロボ

ットが限られているため効果的にコンサルティング出来ない場合がある。 
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＜事例２＞ 社会福祉法人名古屋市総合リハビリテーション事業団 なごや福祉用

具プラザ 

１）介護ロボット導入支援・コンサルティングのねらい 

シルエット見守りセンサーの機能を活かして、利用者のアセスメントへ活用する。

職員のアセスメント能力の向上を図る。 
ケアの質の向上、自立支援につなげていく。 
得られた結果をシルエット見守りセンサーのアセスメント機能強化に反映させる。

２）導入指導・コンサルティングに至った経緯 

昨年度の介護ロボットを活用した介護技術開発支援モデル事業からの課題と要望

があった。 
シルエット見守りセンサー導入で扱える情報量が増えたことにより、ベッド周辺で

の行動把握が可能になった。 
得られた情報をアセスメントへ活用していきたいとの要望。 

３）導入指導・コンサルティングの対象とした介護ロボット（機種名と導入期間） 

機種名：シルエット見守りセンサー ／ 導入期間：昨年度機器導入済 
※コンサルティング期間：平成２９年１０月～平成３０年１月 

４）介護ロボット導入の指導、コンサルティングによる成果 

機器の機能と適切な場面及び利用者の適合選定を行えば、職員の目の届かない部分

を補完してアセスメントに活用できる。 
履歴データのグラフ化、シルエット動画等により２４時間シートやひもときシート

などのアセスメントシートへの詳細な記録ができ、具体的な行動や状態の把握に有効

であった。 
アセスメントが詳細に可能になったことにより、施設のケア向上委員会で個別の課

題に対する対応策の立案が可能になり、ケアに活用している。 
５）介護ロボット導入の指導、コンサルティングにより把握された課題 

各職員のアセスメント能力の差 
介護ロボット、ＩＣＴを活用していくためには、入手できるたくさんの情報を整理し、

ケアに活かせるだけの知識と技術が必要となってくる。 
 

シルエット見守りセンサーの履歴のグラフ化の見やすさ、センサープリケーションと

ケア記録の連携、カスタマイズ機能による使いやすさの向上等、センサーの持つ情報の

使える形での見える化が求められ、メーカーに提言した。 
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＜事例３＞ 大分県社会福祉介護研修センター 

１）介護ロボット導入支援・コンサルティングのねらい 

介護職員を対象とした労働安全衛生の取り組みの一環として、介助時の身体負担の

軽減目的、有効的な活用場面の整理を行うことで、介護ロボットの導入から使用定着。

２）導入指導・コンサルティングに至った経緯 

導入施設が夜勤者の身体疲労軽減を目的に移乗介助の装着型はリフトなどの機器

より、利用しやすい介護職員が多いと予想し、装着のしやすさ、軽さからからも実用

性の高いＨＡＬ®介護支援用（腰タイプ）の現場への導入検討することになったため。

３）導入指導・コンサルティングの対象とした介護ロボット（機種名と導入期間） 

①機種名:HAL-CB01 / 導入期間:平成２９年９月１４日～平成３０年２月８日 

②機種名:HAL-CB02 / 導入期間:平成２９年１０月４日～平成３０年２月８日 

４）介護ロボット導入の指導、コンサルティングによる成果 

介護職員の実態調査より、腰痛あり・経験者が８割を超え、介護ロボット移乗介

助（装着型）には興味関心が高い状態からの開始となった。使用場面・時間帯などは

広く活用場面を検証するために限定せずに取り組んだ。２０名以上の職員に対し１台

という状況では使用が回らない事や最初に導入した機器は非防水タイプの機器であ

ったが、現場での身体的負担場面として入浴での介助の多いことからも防水タイプを

一台追加することにした。 

主な使用場面は、入浴時の移乗介助、ベッド上での体位変換と起床介助、車いすへ

の移乗介助、排泄介助が多かった。特に排泄介助は、介助者の動きを伴う便器からの

立ち上がり介助と、中腰姿勢を保持するオムツ介助両方の場面で有効に活用できるこ

とが分かった。機器の効果の体感には個人差が見られた。使用効果を体感できた職員

からは腰部の疲労軽減効果を、体感できなかった職員からは機器と動きを同調できな

いといったコメントを得た。これらの経験から、機器を上手く活用するためには体と

同調させる一定期間の使用の必要性、導入台数、使用者が機器の力を引き出す体の使

い方の理解、他の福祉用具を併用し当該機器だけに頼らない、などの意見がまとめら

れた。機器に対する効果が認められたため、次年度施設に４台本格導入する予定とな

った。 

５）介護ロボット導入の指導、コンサルティングにより把握された課題 

当該機器だけによる身体的負担の大きな改善は認められなかったため、今回の実態

調査でも期待されていなかった他の福祉用具の活用を合わせて取り組んでいくこと。

職員による主体的な使用定着・継続ができるように導入を進めていくこと、活用場面

を絞った使用・利用者の生活リズムに合わせた排泄時の対応ができるような機器使用

を考えるなどの介助者の介護負担軽減と利用者の生活支援につながる介助業務での

活用。 
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７．６ その他の事業の実施状況と成果について 

（１）展示・体験展示、研修、試用貸出以外で実施した事業 
その他の事業として、青森、岩手、名古屋では、介護ロボット導入支援特別事業など他

の介護ロボット関連事業の支援、連携、普及実態把握、要望把握などの調査事業などが実施され

ていた。 

展示・体験展示、研修、試用貸出以外で実施した事業 
 

 

番号 地域 

介護ロボット導入支援特別事

業など他の介護ロボット関連

事業の支援、連携 

普及実態把握、要望

把握などの調査事業 
その他 

1 青森 ○ － 

○ 

導入事業所との

意見交換会 

2 岩手 ○ ○ － 

3 名古屋 ○ ○ ○ 
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（２）その他の事業の実施状況と成果 
＜関連するアンケート結果＞ 

 

１）社会福祉法人青森県社会福祉協議会 青森県介護実習・普及センター 

「介護ロボット導入支援特別事業など他の介護ロボット関連事業の支援、連携」等

 介護ロボット導入支援事業を促進するため、コンサルティング等を行い実際

の導入に結びつけた。今年度の導入実績は 4事業所に 13 台。 

 導入に結びつけるだけでなく事業所と協働して効果測定を行うなどして支

援している。 

 またテクノエイド協会が主催する「活用事例集２０１７」にも、導入事業所

とメーカーをコーディネートし、導入結果の普及にもつなげている。 

 研修会と兼ねて、当センター補助金事業を利用した導入事業所からの結果報

告会を実施した。導入後の成果や課題などを実例から共有でき、効果的な活

用方法について検討する一助となったと考える。 

 導入事業所との意見交換会を実施した。見守り支援機器を導入した介護事業

所の園長、介護職員らと意見交換を行い、現場での実際の効果や課題を聞く

ことができた。今後も事例を積み重ねていくことで、普遍的な「活用手法」

へのヒントが得られることを期待している。 

 

２）岩手県高齢者総合支援センター 

「介護ロボット導入支援特別事業など他の介護ロボット関連事業の支援、連携事

業」 

 ワークショップにおいて多職種が関わり導入施設での課題が明らかになり、

今後の方向性が定まった。 

「普及実態把握、要望把握などの調査事業介護ロボット導入の指導」 

 県内２４０の介護保険施設（特養、老健、地域密着型特養）の導入状況が明

らかになった。 

 

３）社会福祉法人名古屋市総合リハビリテーション事業団 なごや福祉用具プラザ 

「介護ロボット導入支援特別事業など他の介護ロボット関連事業の支援、連携」 

 平成２９年度ロボット介護機器開発・導入促進事業（開発補助事業） ロボ

ット介護機器の効果測定事業への協力。 

「普及実態把握、要望把握などの調査事業介護ロボット導入の指導」 

 介護ロボット新規開発参入企業に対して、22 件開発支援を実施（開発支援 2

件、情報提供・整理 20 件）。 

「その他」 

 テレビ局に対して、アロン化成（株）キューレットの活用普及施設として、

取材協力 
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 リビング新聞社 介護ロボット普及の取り組みについて インタビュー協

力 

 当団に「介護ロボット等取り組み連絡会」を発足。外部有識者、行政、メー

カー、現場関係者等が一堂に会し地域の中で発展的にロボット事業を継続で

きる取り組みを開始した。 

 第３２回リハ工学カンファレンス（兵庫県）、第５１回日本作業療法学会（東

京都）にて成果報告。 

 

 

（３）その他の事業の課題 
＜関連するアンケート結果＞ 

 年１回の開催では、話し合ったことの積み上げができず、今後の展開に大きく

舵をきれない状況。今後は、２～３ヶ月に１回開催し、意見の集約・蓄積した

結果をどのように効果的な活用に反映できるか。また、効果的な活用の指標が

必要。また、アンケート調査の協力依頼をするものの回答率が５０％を割るな

ど、周知等が課題である。また、その結果を公表しているが、その結果を国、

県、市町村等へどのように今後の事業展開に反映できるか。【岩手県高齢者総

合支援センター】 
 
 各種調査時の記録方法に関して対象者、家族の負担大や調査補助者にとって調

査項目の難解さ。また、開発企業にとってはニーズ調査、モニター調査の場が

不足していることや、介護ロボットを開発後、販売のルートが確保されていな

いこと。【社会福祉法人名古屋市総合リハビリテーション事業団 なごや福祉

用具プラザ】 

 
７．７ 共有しておきたい手法、事例について 

＜関連するアンケート結果＞ 

 介護ロボット導入の効果測定は、基本的に職員に対する書面でのアンケート方

式で行っているが、併せて、実際に事業所に出向き、職員や利用者からのヒア

リング、意見交換会も実施した。書面のみでは見えない効果や課題を把握でき

るため、継続予定である。【社会福祉法人青森県社会福祉協議会】 
 シルエット見守りセンサー活用事例【社会福祉法人名古屋市総合リハビリテー

ション事業団 なごや福祉用具プラザ】 
事例①Ｈ様 
【概要】 
８９歳女性 アルツハイマー型認知症 
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【目的】 
夜間の放尿、睡眠状況の確認 
※２時間ほどしか眠られておらず、ほとんどフロア内を歩き続けており、他の居

室に入り放尿されている。 
【実施状況】 
夜間帯の行動把握 
◎実施結果  
 夜間起きた際に身だしなみを整えてから居室を出られる様子が伺えた。（ポー

タブルトイレの中の消臭剤を手に取って、髪に撫で付けていた）・起きた際の

行動にある程度のルーティンがみられた。 
●ケアへの活用 
 整容用品を居室に準備した。（ベッドから立ち上がる際に目のつく場所） 
 日課を定めて、全職員で同じケアを実施できるようにした。（生活歴や自宅で

の行動パターンに沿って作成）（お手伝いやパジャマ更衣、コーヒーの提供）

 環境設定や促しを行い自分で整容ができるように図っている。 
事例②Ｙ様 
【概要】 
７４歳男性 アテローム血管性認知症 左上下肢不全麻痺 
【目的】 
オムツ外し（特に夜間）による失禁後の全身汚染の回避※４時の排泄介助時に全

身失禁で汚染されており、全衣類交換になってしまうことが度々見られる。 
【実施状況】 
臥床時の行動把握 
◎実施結果 
 ２２時～２３時ごろ、３時ごろにオムツを外していると思われる動きを何度

か確認できた。 
 （後日、排泄支援ロボットＤＦｒｅｅにて２２時～２３時ごろに排尿がある

ことが確認できた。） 
●ケアへの活用 
 オムツ交換の回数を０時に１回追加。４時の排泄介助を早めに行う。 
 対応により汚染回数は減ってきた。 
 ＨＡＬ®介護支援用（腰タイプ）の導入・使用定着の工夫 

【社会福祉法人名古屋市総合リハビリテーション事業団 なごや福祉用具プ

ラザ】 
【実態調査】 

導入効果を検証するためには事前の実態調査を行い、情報を共有することで

身体的に負荷のかかる介護業務の見直しの必要性がより効果的に伝わった。 
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【講習】 
（導入前） 

機器の安全な使用や理解のために導入前に講習を義務付けられていた。導入

直後は慣れない使用や装着への意見が上がった状況であった。 
（管理者向けの講習） 

使用に慣れるまでは些細なことが使用意欲に関わってくる。職員の些細な疑

問がわいた時にきちんと対応できる職員が必要とコメントが挙げられたため、

主体的に職員に施設内での使用を定着していくために職員を育成する管理者向

けの講習を行うことにした。 
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【参考】 

介護ロボット普及モデル事業実施団体向け質問フォーム 

（回答欄は適宜拡大してご記入ください） 

実施団体名   

４． 展示（体験展示を含む）の開催状況と成果について 

（１）本年度の展示・体験展示のねらい（対象者を明記してください） 

（２）展示・体験展示の対象とした介護ロボット（機種名）と選定理由 

複数ある場合は、区別して記入してください。 

選定理由は、機種の機能ではなく、その機種を選定した理由、期待した効果等を、可能な限

り記載してください。 

機種① 

 

機種名 選定理由 

機種② 

 

機種名 選定理由 

機種③ 

 

機種名 選定理由 

機種④ 

 

機種名 選定理由 

機種⑤ 

 

機種名 選定理由 

（３） 展示・体験展示の開催状況（展示、体験展示のプログラム別に回答してください） 

 1)展示、体験展

示のテーマ 

2)プログラム内容 3) 対象ロボッ

トの分野 

4) 実 施 時 期 ・

期間 

5)参加者の構

成／人数 

プログラ

ム① 

     

プログラ

ム② 

     

プログラ

ム③ 

     

プログラ

ム④ 

     

プログラ

ム⑤ 
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（４） 展示・体験展示の成果および展示・体験展示で把握された課題 

展示・体験展示で得られた成果について、利用促進に関する事項と、利用技術に関する事項とに
分けてお答えください。 
また、利用促進、普及、あるいは利用技術の習得に関して、展示、体験展示で把握された課題を
お知らせください。 
誰に（何に）対する、どのような成果・課題かを明記してください。 
（対象ロボットの分野が複数の場合は、主要な分野別に分けてご記入ください。） 

対象ロボットの分野 1 （              ） 

利用促進に関する成果  

利用技術に関する成果  

把握された課題  

対象ロボットの分野２ （              ） 

利用促進に関する成果  

利用技術に関する成果  

把握された課題  

 

５． 研修の開催状況と成果について 

（１）本年度の研修のねらい（対象者を明記してください） 

（２）研修対象とした介護ロボット（機種名）と選定理由 

機種① 

 

機種名 選定理由 

機種② 

 

機種名 選定理由 

機種③ 

 

機種名 選定理由 

機種④ 

 

機種名 選定理由 

機種⑤ 

 

機種名 選定理由 
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（３） 研修の開催状況 

 

1)研修のテー
マ 

2)内容 
3) 対象ロ
ボットの分
野 

4) 研修回
数 
/研修期間
の 

長さ 

5) 技 術 に 関
する実習の
状況 
※ 実 習 の 状

況などを簡潔

に記載 

6)参加者
の構成／
人数 

研修①       

研修②       

研修③       

（４）研修の成果 
研修で得られた成果について、利用促進に関する事項と、利用技術に関する事項とに分けてお答えく
ださい。 
（対象ロボットの分野が複数の場合は、主要な分野別に分けてご記入ください。） 

対象ロボットの分野 1 （              ） 

利用促進に関する成果  

利用技術に関する成果  

把握された課題  

対象ロボットの分野２ （              ） 

利用促進に関する成果  

利用技術に関する成果  

把握された課題  
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６． 試用貸出の実施状況と成果について 

（１）本年度の試用貸出のねらい 

（２）試用貸出の対象とした介護ロボット（機種名）と選定理由 

機種① 

 

機種名 選定理由 

機種② 

 

機種名 選定理由 

機種③ 

 

機種名 選定理由 

機種④ 

 

機種名 選定理由 

機種⑤ 

 

機種名 選定理由 

（３）試用貸出の実施状況 

機

種 
１）試用貸出の実績 

2)利用技術に関する指導等の状況 

（指導、アドバイス状況などを簡単にお知らせください） 

①    

②    

③    

（４）試用貸出の成果 

試用貸出で得られた成果について、利用促進に関する事項と、利用技術に関する事項とに分けて

お答えください。 

（対象ロボットの分野が複数の場合は、主要な分野別に分けてご記入ください。） 

対象ロボットの分野 1 （              ） 

利用促進に関する成果  

利用技術に関する成果  

把握された課題  

対象ロボットの分野２ （              ） 

利用促進に関する成果  

利用技術に関する成果  

把握された課題  
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７． 介護ロボット導入の指導、コンサルティングについて 

※コンサルティング：施設等への介護ロボットの導入や活用方法について、相談に応じ、指導やアドバイスを行うこと

（１）介護ロボット導入の指導、コンサルティングを実施した件数を記入してください。 （      ）件 

※（１）で事例それぞれについて、以下の問にお答えください。 

（２）事例１ 

1) 介護ロボット導入指導・コンサルティングのねらい（対象者を明記する） 

 

2) 導入指導・コンサルティングに至った経緯 

 

3) 導入指導・コンサルティングの対象とした介護ロボット（機種名） 

機種① 機種名 導入期間 

機種② 機種名 導入期間 

機種③ 機種名 導入期間 

4) 介護ロボット導入の指導、コンサルティングによる成果 

 

5) 介護ロボット導入の指導、コンサルティングにより把握された課題 

（３）事例２ 

1) 介護ロボット導入指導・コンサルティングのねらい（対象者を明記する） 

 

 

2) 導入指導・コンサルティングに至った経緯 

 

 

3) 導入指導・コンサルティングの対象とした介護ロボット（機種名） 

機種① 
機種名 導入期間 

機種② 
機種名 導入期間 

機種③ 
機種名 導入期間 

4) 介護ロボット導入の指導、コンサルティングによる成果 
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5) 介護ロボット導入の指導、コンサルティングにより把握された課題 

（４）事例３ 

1) 介護ロボット導入指導・コンサルティングのねらい（対象者を明記する） 

 

 

2) 導入指導・コンサルティングに至った経緯 

 

 

3) 導入指導・コンサルティングの対象とした介護ロボット（機種名） 

機種① 
機種名 導入期間 

機種② 
機種名 導入期間 

機種③ 
機種名 導入期間 

4) 介護ロボット導入の指導、コンサルティングによる成果 

 

5) 介護ロボット導入の指導、コンサルティングにより把握された課題 
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８． その他の事業の実施状況と成果について 

（１）展示・体験展示、研修、試用貸出以外で実施した事業に○をつけ、事業の実施状況と成果と課題

について簡単にお書きください。成果、課題については、誰に対するどのような成果または課題かを明

記してください。 

事業 成果 課題 

１．介護ロボット導入

支援特別事業など他

の介護ロボット関連

事業の支援、連携事

業 

  

２．普及実態把握、

要望把握などの調査

事業介護ロボット導

入の指導 

  

３． その他 

（具体的に） 

  

 

６．共有しておきたい手法、事例をご紹介ください。 

本年度実施した事業の中で、介護ロボット導入促進の観点から今後も継続するとよい、他の地域

でも参考にするとよいと思われる手法、事例などありましたら、以下にご紹介ください。（形式は自

由です。） 

※ご紹介いただける資料がありましたら、それを添付していただくことでも結構です。 

 

ご協力ありがとうございました。 
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８．介護ロボットを活用した介護技術開発モデル事業結果 

８．１ 導入のポイント整理の方法 

（１）導入機関 
介護技術開発モデル事業を実施した５機関が活用した介護ロボットは以下に示す

通り、移乗支援１件、見守り支援２件、排泄支援１件、移動支援１件の機器であった。 
 

介護技術開発モデル事業の実施機関および活用した機器 
 

 分野 活用した機器 実施機関 

1 移乗支援 ＨＵＧ 

社会福祉法人 横浜市リハビリテー

ション事業団 横浜市総合リハビリ

テーションセンター 

2 移動支援 
ＲＴ２ 

リトルキーパス 
福祉のまちづくり研究所 

3 排泄支援 

ＨＵＧ 

居室設置型移動式水

洗便器 

日本作業療法士協会 

4 
見守り・コミュニ

ケーション 
ＡＩＢＯ、夢の子 

学校法人 東京家政学院 

筑波学院大学 

5 
見守り・コミュニ

ケーション 

ケアサポートソリュ

ーション 
コニカミノルタジャパン株式会社 
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上記の機器の概要については、以下の通りである。 

 

機器の概要 

 

 分野 活用した機器 機器の概要 

１ 移乗支援 ＨＵＧ 

・移乗動作を支援（ベッドから車いす、

車いすからトイレへの移乗、トイレや

脱衣場での立位補助） 

・介護者による抱え上げ動作をサポート

することによる介助者の負担を軽減 

２ 移動支援 
ＲＴ２・リトルキーパ

ス 

・歩行を基本に置いた歩行補助と外出の

機会や生活範囲を広げる、歩行の質の

向上のための支援機器 

・電動アシストによる加速や抑速、移動

速度維持等の支援を積極的に行うロ

ボット制御技術を用いた歩行車 

３ 排泄支援 

ＨＵＧ 

居室設置型移動式水

洗便器 

・同上 

・排泄物を粉砕、圧送する技術により居

室内での排泄を可能とする水洗トイ

レ。利用者の状態に合わせた機器の設

置と配置調整が可能。 

４ 

見守り・コミ

ュニケーショ

ン 

ＡＩＢＯ 

夢の子 

・ペットロボット。端末からの遠隔操作

が可能 

・会話、歌を特徴とするトイ・ロボット

５ 

見守り・コミ

ュニケーショ

ン 

ケアサポートソリュ

ーション 

・介護施設居室天井に設置するセンサー

と介護スタッフが携帯するスマート

フォンを使い介護業務のワークフロ

ーを変革させ介護業務効率化を実現

する介護ロボット 

・特徴：状況を「見てかけつけ」、転倒転

落時の「エビデンス」、呼吸による微

体動通知、その場で「ケア記録作成」

即時・確実な「情報共有」 
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（２）導入・活用のポイントの項目の検討 
介護ロボット機器単体として商品化されている機器は、一定の安全性や効果が確認

されているものの、介護業務全体の中で十分な効果を発揮させるためには、機器を適

用する介護現場、介護体制、適用業務などに合わせて、導入・活用するための技術開

発が必要である。介護技術開発事業の平成２９年度事業を通して得られた介護技術に

ついて、導入準備から導入・評価までの各プロセスの中で、事業を通して実施したこ

と、工夫した点等について、各実施機関に以下の項目を基本に、ポイントの整理を各

実施機関に依頼し、冊子を作成した。 

（３）以降では、各実施時機関がとりまとめた「導入・活用のポイント」について、

整理した。 
なお、本事業は、当初から対象とした介護ロボット機器に限定して行った事業であ

る。そのため、施設等において、実際の、導入・活用時の機器選定については、従来

から存在する福祉用具も含めて検討する必要があることは言うまでもない。 
 

介護ロボット導入・活用のポイントの構成 

 

項目 備考 

１．はじめに ・当該ロボットの導入意義 

２．本ガイドの適用

範囲 

・本ガイドの利用にあたっての適用の大まかな範囲 

例：施設利用に限定、在宅での利用に限定等。 

複数の利用目的がある機器については、特定の目的での活用に限定

等。 

３．導入機器の概要 機器の写真、機能、仕様の一覧（重量、サイズ等）等 

４．機器導入に関す

る検討 

4.1 機器導入プラン 

4.2 利用者のアセスメント 

（評価方法、機器使用時の注意点等の把握、アセスメント結果） 

4.3 機器のアセスメント 

（機器のアセスメントの方法、利用環境の確認、アセスメントにおけ

るポイント、工夫等） 

５．介助者への研修 5.1 研修の目的 

5.2 研修の実施体制 

5.3 研修の内容 

（研修の目的、研修内容（項目）、研修テキスト（ツール）の準備方法

等） 

5.4 研修の開催概要 

（回数、場所、講師、スケジュール調整、必要な物品等。開催につい

てのポイントや工夫等） 
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項目 備考 

６．導入に伴う基盤

整備 

6.1 利用者と家族への説明と同意 

6.2 利用者向けの練習・調整 

（練習の方法（ステップ）、練習のための体制、進捗管理等） 

6.3 ADL 場面への導入に向けたステップ 

（場面ごとの調整方法、介助者間の手順や利用のコツ等の共有等） 

6.4 モニタリング 

（利用状況、使用環境、課題の把握の方法、介助者間の情報共有、再

アセスメント（利用継続・変更・中止の検討）、利用方法や環境につい

て調整した事項 等） 

７．導入後の評価 7.1 評価指標・評価方法の検討 

7.2 評価実施における工夫（体制・スケジュール等） 

7.3 評価結果（本機器の導入・使用に関するプラス面・マイナス面） 

８．機器の有効活用

に向けて 

8.1 有効活用のための最適化 

（人員配置、利用手順、介護方法の変化等） 

8.2 機器の導入を検討する施設へのアドバイス等 
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８．２ 導入のポイントの整理結果 

 

（１）介護ロボット導入の意義と適用範囲 
各実施機関における介護ロボットの導入の意義と適用範囲について、下表に整理し

た。 

 
 

分野 活用した機器 意義 範囲 

１ 移乗支援 ＨＵＧ 

・機器の特徴や操作方法、

適合を学ぶための研修、

利用者の評価、練習時間

の確保や人員体制などの

環境整備など施設の状況

に応じた方法の構築。 

・特別養護老人ホーム 

・高齢者の介護施設等の

介護従事者向け 

２ 移動支援 
ＲＴ２・リトル

キーパス 

・導入前に必要な準備や導

入してから生活面で使用

するまでの手順など、介

護現場での実践を整理。

・介護老人保健施設、通

所リハビリテーショ

ン、小規模多機能型居

宅介護 

・介護従事者向け 

３ 排泄支援 

ＨＵＧ 

居室設置型移動

式水洗便器 

・ＨＵＧおよび居室設置型

移動式水洗便器および排

尿日誌による支援につい

て、導入計画、研修、機

器の活用状況、フォロー

アップ、生体計測、意識

調査等を実施。 

・介護老人保健施設、介

護老人福祉施設、通所

介護等 

・介護従事者向け 

・排泄動作における介護

が必要な中度～重度の

要介護高齢者に対して

移乗支援機器を活用

し、２人介助から１人

介助を目標とした。 

４ 

見守り・コミ

ュニケーショ

ン 

ＡＩＢＯ、夢の

子 

・高齢者同士、高齢者とロ

ボット、高齢者と介護職

の間にコミュニケーショ

ンを創成することによっ

て機能の低下、認知症の

進行を抑制。 

・デイ・サービスを含め

高齢者施設における高

齢者を対象とする。非

認知症のＭＣＩから認

知症の中度認知症の

方。（難聴の方、両手が

不自由な方の参加は難

しい） 

114



 

115 
 

 

 
分野 活用した機器 意義 範囲 

・参加する高齢者は、10

数名を想定。 

５ 

見守り・コミ

ュニケーショ

ン 

ケアサポートソ

リューション 

・介護施設における介護業

務の課題に対し、介護ロ

ボットを活用したワーク

フローへ変革することに

より介護スタッフの業務

負担や精神的負担を軽減

し、業務効率化や労働生

産性の向上を検証。 

・介護施設（本事業では、

グループホームに導

入） 

・介護従事者向け 
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（２）機器導入に関する検討 
各実施機関における機器導入における機器導入プランや利用者のアセスメント、機

器のアセスメント等についてのポイントを以下に示す。 

 
 

分野 
活用した機

器 
導入のポイント 

1 移乗支援 ＨＵＧ 

・ 定期的に導入の状況や評価を行い、使用場面の拡

大や変更を行う 

【準備期】 

・ 介助者への研修：導入によって利用者や介助者に

どのようなメリットや効果があるのか提示する。

介助の中で活用するためのイメージを持っても

らう。 

・ 操作方法を十分に理解すること、実際の介助場面

へどうやって導入していくのか、そのプロトコル

を理解することも重要 

2 移動支援 
ＲＴ２・リト

ルキーパス 

【情報収集】 

・ 移乗支援ロボットは複数あるため、それぞれの製

品情報（基本情報やコスト、導入する際に必要な

環境等）について情報を収集する。 

・ 従来の歩行車と比較してどのような機能が付加

されているか、使用するために必要な知識や技術

があるか等について情報を収集する。そして、ど

のような場面で使用することで効果があるか理

解を深める。 

・ わからないことはメーカーや介護ロボット普及

モデル事業実施機関等に確認する。 

【導入プラン】 

・ 運用担当職員を決める。 

・ 体制の整備：機器を安全に使用できる環境（高い

段差等）が整備できているか確認する。機器の保

管場所、充電場所、充電時間の確認、利用者ごと

の設定一覧表の作成等。導入前に職員間で相互理

解し、役割分担を行う。 

【利用者のアセスメント】 

・ 目標設定：利用者とロボットを使用する目標につ

いて話し合う。長期目標と短期目標を設定する。
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分野 

活用した機

器 
導入のポイント 

目標に沿って使用計画を立てる。 

※最終的な目標として、利用者自身の生活範囲が広が

り、外出機会が増えることで生活の質が高まるよう

「生活全体を支援する観点」で導入を検討する。 

・ アセスメント：導入する目的と機器の選定、利用

者の残存機能や使用する環境を評価する（身体機

能、認知機能、歩行耐久性、ＡＤＬ、ＩＡＤＬ、

生活圏域、想定される使用環境等）。※ポイント資

料にチェックシート掲載。 

・ 利用者や家族の意思の確認、必要に応じて医師の

確認を行う。評価結果をもとに、機器の操作や禁

忌事項などが遵守できるかについて確認する。 

【適用範囲】 

・ 想定される利用者像：歩行の際に何らかの歩行支

援用具（杖、シルバーカー、歩行車）をすでに使

用している方で、歩行スピードの調整（維持・向

上）や歩行距離の延長等を目指している方。また、

周辺環境に坂道や不整地が多く、従来の用具では

安全に歩くことができない方等。 

・ 身体機能面：グリップを把持できない方や上肢に

強い痛み・痺れがある方は使用が難しいことがあ

る。 

・ 認知機能面：電源のＯＮ/ＯＦＦ、バッテリー充

電等、保守管理が行える方。協力が得られる支援

者のいる方。 

・ 環境面：保管場所の確保が必要。保管場所から使

用場所までに階段や３０ｍｍ以上の超えること

ができない段差がないことが最低限の条件。 

【利用者が慣れるまでの期間（目安）】 

・ 週２回の使用頻度で、ＲＴ２で３－４週間、リト

ルキーパスで４－６週間程度必要。 

3 排泄支援 
ＨＵＧ 

 

・ 導入環境の整備も含めた導入機器の十分な操作

訓練を実施し、要介護高齢者の選定等を介護職と

作業療法士と協働で評価し、決定。 

【利用者のアセスメント】 
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分野 

活用した機

器 
導入のポイント 

・ 対象者の選定は、主として介護職員が実施（機器

使用への合意形成、参加意識を持たせるため）。

介護職員が事前に選定した対象者について担当

療法士と介護職員で機械操作・移乗動作の確認

（リスク管理を含む）後、使用可能と評価した場

合、対象者の同意を得る。 

【機器のアセスメント】 

・ 対象者のフロアにおいて、ＨＵＧを使用してのト

イレ動作が可能なトイレの確認・選定。機器の使

用方法については、マニュアルをラミネート加工

し、機器の邪魔にならない場所へ掲示。 

・ ポイントは、移乗動作時に対象者の足底が必ず接

置するようにすること、膝が機械の膝クッション

に接置するようにすること、胸部も胸部用のクッ

ションに接するような姿勢をとること。ベッドサ

イドから使用する場合は、ベッドの高さを少し高

めの位置に設定し、前傾角度を確保。 

居室設置型移

動式水洗便器

（すでに使用している施設のため、新たな導入計画や

操作・活用に関する研修は不要） 

4 
見守り・コミュ

ニケーション 

ＡＩＢＯ、夢

の子 

・ トイ・ロボットと最初に触れ合うことで、ロボッ

トとのレクレーションを始めるためのイントロ

になる。その後に、ペット・ロボットがリーダー

となり、体操など身体を動かすプログラムを行

う。 

【プログラムの内容】 

・ レクレーション導入：トイ・ロボットを複数台テ

ーブルに配置し、高齢者に触れ合いを促しつつ、

触れ合ってもらう（１人にロボット１台が望まし

い） 

・ ラジオ体操：次への準備運動として、ペットロボ

ットとラジオ体操を実施 

・ ボールゲーム：籠を載せたペットロボットに対し

て玉入れを実施。２組に分かれ、勝敗を決める。

途中、歌・踊りの休憩タイムをはさみ、再度玉入
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分野 

活用した機

器 
導入のポイント 

れを行う 

・ 終了の体操：ラジオ体操を行う 

【導入における注意事項】 

・ シナリオに従って、ロボットの変更、周辺機器の

片づけ・設置を行う 

・ レクレーションの変更における周辺機器の片づ

け・設置の際、高齢者に触れないように注意する

・ ボールゲームの際、高齢者が立ち上がったり、移

動したり、過度の身体動作の発生に注意する 

・ ピンポンボールを口に入れるなどの認知症高齢

者の問題行動に注意する 

5 
見守り・コミュ

ニケーション 

ケアサポート

ソリューショ

ン 

【施設の介護業務の課題把握】 

・ 日勤・夜勤スタッフへの張り付きの業務観察 

・ 介護スタッフインタビュー 

・ グループホームの介護業務分析を行い課題を整

理（入居者の予測できない行動に対応するため訪

室業務が多い、認知症のため転倒時の状況ヒアリ

ングが不確実となり適切な処置ができない 等）
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（３）介助者への研修 
各実施機関における介助者への研修についてのポイントを以下に示す。 

 
 

分野 
活用した機

器 
研修のポイント 

1 移乗支援 ＨＵＧ 

【研修の目的】 

・ 介助者への研修：導入によって利用者や介助者に

どのようなメリットや効果があるのか提示する。

介助の中で活用するためのイメージを持っても

らう 

・ 操作方法を十分に理解すること、実際の介助場面

へどうやって導入していくのか、そのプロトコル

を理解することも重要 

【研修プログラム】 

・ 目的と理解、機器の説明、実技練習、シミュレー

ション、プロトコルの説明を行う 

・ 研修後に、まず介助者同士で機器の操作演習を行

う時間をつくり、十分操作に慣れる 

【研修の体制】 

・ 研修参加者は３０名、研修講師はＯＴ、ＰＴ、メ

ーカー。研修の内容の項目を網羅したテキストを

利用 

2 移動支援 
ＲＴ２・リト

ルキーパス 

【職員教育・研修計画の立案】 

・ 歩行車としての高さの設定やブレーキの仕方、た

たみ方などの基本的な知識・技術の習得に向けて

研修計画を立てる。また、利用者個別にアシスト

やブレーキなどの設定が必要なため、運用スタッ

フ全員が対応できるように、構造や操作方法等に

ついて十分に理解する。また、実際の試用体験の

調整をメーカーと行う。 

【リーダー研修】 

・ 対象：運用担当職員等。講師：メーカーや販売代

理店、専門的な知識を有するスタッフ。 

・ 内容：操作方法の習得。ＩＣＦの視点や利用者と

機器の適用判断、メンテナンス等。試用体験によ

る機器の利点、課題についての理解。 

【内部研修】 
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分野 

活用した機

器 
研修のポイント 

・ 対象：施設職員や機器を使用する利用者に関るス

タッフ。 

・ 内容：操作方法、設定方法等の基本的な使用方法、

簡単な日々のメンテナンス方法、機器を使用する

目標の共有、緊急時の対応方法等。 

【留意点】 

・ 実際に導入する機器を準備し、対象者全員が研修

を受ける。 

・ 受講人数が多い場合、研修受講者が本当に理解で

きているか、疑問点はないかフォローアップを行

う。少人数の場合は、試用体験の時間が確保でき、

機器操作に対する不安の軽減につながる。 

・ アシストやブレーキの効果を感じるためには、屋

外での体験が効果的である。 

・ スタッフが一目見て確認できるような簡易マニ

ュアルの作成が効果的。※ポイント資料に簡易マニ

ュアル掲載。 

3 排泄支援 

ＨＵＧ 

【全体研修】 

・ 作業療法士が使用方法について全職員にレクチ

ャー。特に介護主任に重点的に指導。使用方法で

不明な点については介護主任に聞く体制づくり

を行った。 

【介助者への研修】 

・ 単独での研修は行わず、疑問点が生じた際に、都

度聞ける体制を整える。 

居室設置型移

動式水洗便器

（すでに使用している施設のため、新たな導入計画や

操作・活用に関する研修は不要） 

4 

見守り・コミ

ュニケーシ

ョン 

ＡＩＢＯ、夢

の子 

【研修の目的】 

・ ３つの役割の理解、レクレーションを実施できる

ようにすること。 

【研修の内容】（２日間程度） 

・ ロボット操作：トイ・ロボットの機能理解、ペッ

トロボットの動作理解、遠隔操作の方法の理解 

・ レクレーションシナリオと役割の理解（役割は、

ファシリテータ、ロボットオペレータ、レク参加
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分野 

活用した機

器 
研修のポイント 

の促しなど高齢者への対応者（介護スタッフ・家

族）：フェーズごとの各役割を理解する 

・ 実施上の注意事項の確認（安全面・実施面） 

・ 体験実習（高齢者施設での試行体験を通じて実施

方法を習得する） 

【研修の対象者】 

・ 介護職、ボランティア。 

・ 介助者には必ず介護職がメンバーになることが

不可欠。高齢者の普段の生活、行動などを理解し

ている介護職が介在者になることでレクレーシ

ョンはスムーズに実行です。 

5 

見守り・コミ

ュニケーシ

ョン 

ケアサポート

ソリューショ

ン 

【研修の目的】 

・ 導入機器の理解と機器操作の習熟 

【研修体制】 

・ 事前に、施設長と研修概要や実施時期について相

談。 

・ スタッフ全員への研修が難しいことから、シフト

勤務終了後に２－３名に対して複数回開催。午前

中に１－２回、夕方に２－３回開催し、約１週間

かけて実施。 

・ 介護スタッフへの開催案内、個別日程調整は施設

長に依頼 

・ 研修時間は最大１時間程度。 

【研修の内容】 

・ 資料、動画、デモ機を利用。紙資料は振り返りに

有効、動画、デモ機は短時間での理解・習熟、質

疑応答に有効。 

・ 説明時間約３０分、質疑応答約３０分 

【研修における課題】 

・ 全介護スタッフを一同に集めた研修の開催は難

しいため、シフト勤務後に対応する時間を要する

・ 研修に時間をかけることは難しい 

・ 介護スタッフが感覚的に操作や活用できること

が必要 

・ 介護ロボットに知見や知識のある人材を介護現
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分野 

活用した機

器 
研修のポイント 

場に配置できると介護スタッフへ適宜説明する

ことができ、理解や習熟が加速する。また、メー

カーは介護スタッフが直感的に理解し操作でき

る機器の開発を行うことが必要。 
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（４）導入に伴う基盤整備 
各実施機関における基盤整備に関するポイントを以下に示す。 

 
 

分野 
活用した

機器 
基盤整備のポイント 

1 移乗支援 ＨＵＧ 

【利用者の評価】 

・ 機器使用の可能性のある利用者候補を選出。候補に

対し、導入に対する意見、身体機能、精神機能を確

認し、機器導入における制限の有無・程度を確認す

る（心身機能の確認ができるＰＴまたはＯＴによる

評価が望ましい）。 

【機器と利用者の適合、使用環境の確認】 

・ 次に、機器を使用する環境や注意点について確認す

る。利用者や介助者にとってどのような効果やメリ

ットがあるかも把握する。 

－リスクの把握：事故やけがにつながる注意点や禁

忌事項の把握（操作に慣れるまでにかかる時間、

段差昇降が困難、絨毯の上では走行が難しい等）

－使用環境：安全に使用できるか、調整が必要な点

の確認。（置き場所、取り回しのスペースの確保、

水回りや段差への適合、介助手順の変更の必要性

等） 

【利用者と家族への説明と同意】 

・ 導入する施設の基準やルールに基づき、機器を介助

に使用することについて説明を実施。 

・ 施設の基準で必要であれば同意書も用意する。機器

の特徴や導入のメリット・デメリットについても説

明する。 

・ 利用者や家族の前でデモンストレーションを行う

とイメージがしやすい。 

【利用者向けの練習・調整】 

・ まずは介助者と利用者が慣れるために段階的に練

習を重ねる。そのためには、練習の時間を業務に組

み込むための業務体制の調整が必要になる。 

・ 導入をスムーズにするために、主導するリーダーを

２－３人配置する。段階ごとの練習のゴールを設定

し、進捗を管理する。練習場所や時間を固定する。
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分野 

活用した

機器 
基盤整備のポイント 

【ＡＤＬ場面への導入に向けたステップ】 

・ 段階づけをして、少しずつ導入する。介助者間での

情報共有を円滑に行い、細かな修正点の洗い出しや

解除方法の統一を図る。（機器導入場面の選定、保

管場所の設定、他の解除方法・福祉用具との使い分

け、使用する環境の確認と介助者同士のシミュレー

ション、利用者と介助者でのシミュレーション、Ａ

ＤＬ導入への目標設定（介助者間で共有）） 

・ 導入をスムーズにするためには、 

 手順書の作成（移乗介助の手順を写真や図で解

説） 

 熟練者と練習 

 メーカーに相談する 

【モニタリング】 

・ 導入後、定期的にモニタリングを行う。 

・ 利用者の心身機能の確認（変化の有無）、利用者・

介助者へのヒアリング（感想、痛みなどの変化、以

前の介助との比較、機器の不具合や使い勝手、介助

の負担軽減や業務改善等）、使用場面の観察（手順

の効率化、使用方法についての課題の確認）、情報

共有（課題があれば対応策を検討）を行う。 

2 移動支援 

ＲＴ２・リ

トルキーパ

ス 

【説明と同意】 

・ ロボット使用だけでなく、機器の特性や導入目的、

利用者の達成目標について利用者・家族に説明す

る。 

・ 在宅で試用する場合、家族の協力が必要なため、機

器の特性を十分に把握している専門職とケアプラ

ン作成者が同席し、デモンストレーションやメリッ

ト・デメリットについても説明し同意を得る。 

【機器のメンテナンス】 

・ ケアスタッフが日々のメンテナンスができるよう

にする。専門的な知識（特に電気系統の故障）が必

要な場合は、すぐにメーカーに連絡できるように連

宅体制を確認する。 

・ 設定モードについて、屋外利用の場合、傾斜確度や

125



 

126 
 

 

 
分野 

活用した

機器 
基盤整備のポイント 

利用者の能力に合わせて、使用環境を確認した上で

必要な設定に調整する。 

【導入のステップ】 

１）利用者のアセスメント結果や使用計画に基づき、試

用を開始する。 

２）導入時は、リハビリスタッフと訓練場面（施設内）

での使用から開始し、アシストやブレーキ等の設定を

行う。まずは安全の確保に努める。 

３）まず施設周辺環境（屋外）でのモード設定を調整し、

屋外での操作に慣れる。自宅周辺環境の使用に向けて

利用者宅の保管場所や充電場所、周辺環境についてア

セスメントする（聞き取り調査や現地調査）。 

４）機器の操作や管理が自分自身で行えるように施設内

で練習する。支援者がいる場合は、生活場面への導入

に向けて準備する。 

【生活場面への導入】 

・ 利用者の自宅の保管場所や充電場所を確保するた

めの訪問調査を担当スタッフが行う。その際、家族

やケアマネジャーにも使用場面の評価に同行して

もらう。 

【モニタリング】 

・ 導入後、定期的なモニタリングを実施する。利用者

に機器の操作や使い勝手等について聞く。疲労感や

痛みの出現がないかアセスメントする。改善すべき

課題があった際は、目標を再設定する。 

3 排泄支援 ＨＵＧ 

【説明と同意】 

・ 利用者へは介護主任から説明を行い、同意を得た。

別施設では、リハビリ専門職から説明。 

【利用者向けの練習】 

・ 実際の現場で行う前に事業の窓口となった作業療

法士が利用者に指導を行った。リハビリテーション

の際に担当療法士が行ったこともあった。練習は複

数回実施した。 

【ＡＤＬ場面への導入に向けて】 

・ 介護の中心となる介護職員と実際場面で使用し、安
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分野 

活用した

機器 
基盤整備のポイント 

心感を得られるように努めた。 

【介助者間の情報共有】 

・ 対象者のリハビリテーションの際に使用状況を把

握すると同時に、作業療法士が１－２日ごとに口頭

で確認し、継続か否かの判断を行った。別施設では、

介護の中心となる介護職員から、他の職員へ使用方

法を伝達し、情報の共有を図った。 

【モニタリング】 

・ リハビリ専門職は、導入後も定期的に現場で確認し

ながら疑問点などを解消できるようにした。リハビ

リ専門職が窓口となり、使用法で不明な点や疑問点

などを集約し、解決できる体制をつくった施設があ

った。 

居室設置型

移動式水洗

便器 

【機器の導入準備（事前検討）】※施設開所時のケース 

・ 事前配管の設置：ベッド脇に水洗トイレが必要な方

が入居した際にすぐ設置できるように全室内のベ

ッドサイド水洗トイレ専用の給排水管接続配管ボ

ックスの事前埋め込みを実施。 

・ 入居者別の身体状況・居室レイアウトへの対応：利

用者の身体状況の変化に合わせ、段階的に位置を変

えられることが望ましい。片麻痺の障害の場合に

は、ベッドの向きとトイレ配置の関係に左右勝手が

あるため、配管取り出しの配置によって不具合が生

じるケースがあり、居室内に 2か所両側側面に事前

配管ボックスを設ける設計の施設もある。 

4 

見守り・コミ

ュニケーショ

ン 

ＡＩＢＯ、

夢の子 

【安全面】 

・ 周辺機器の片づけ、設置。 

・ 不参加の高齢者からの妨害を防ぐため、プレイルー

ムなど独立した場所が望ましい。 

【倫理面】 

・ 他のレクレーションと同様に事前に家族の了解を

得る。 

5 

見守り・コミ

ュニケーショ

ン 

ケアサポー

トソリュー

ション 

【導入設置等における課題】 

・ グループホーム入居者は環境の変化に敏感なため、

設置時の人数や服装について配慮が必要。 
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分野 

活用した

機器 
基盤整備のポイント 

・ 入居者の日々の状況変化が激しいため、計画通りに

進まないことをあらかじめ考慮する必要がある。 

【施工】 

・ 導入に伴う設置施工について、施設との連携が欠か

せない。 

・ 施設内に専用のネットワークを構築し、各居室にセ

ンサー等の機器を設置する。作業音や居室内作業の

影響を最小限にするため、施設長との作業手順や内

容の事前調整や状況に応じた対応、施設とのコミュ

ニケーションを十分に行う。 

・ 作業当日についても、施工進捗を共有し、円滑に作

業する。 

・ グループホームの入居者に配慮し、施工中の入居者

の一時退避等を施設が検討。メーカーと施設双方が

事情を話し、両者合意の施工計画を立てる。 

【家族同意説明】 

・ 導入に伴い、入居者の画像を取得するため、入居者

の了承が必要となる。入居者・家族への導入目的や

導入機器の説明を実施する。 

・ 説明機会がない場合には、資料を作成し、施設から

家族への資料送付、後日家族が訪問した際の説明を

依頼。 

・ 入居者の個人情報の取り扱いについて、施設より書

面送付と説明を行い、家族の了承を得る。 

【技術面・倫理面での対応】 

・ 監視にならないかという指摘に対して、入居者自身

が起床、離床、転倒、転落、微体動、ナースコール

呼び出しの行動の際にはじめて介護スタッフのス

マートフォンに映像を通知する。通知映像自体にモ

ザイク処理を施すことも可能。 

・ 入居者映像の使用については、あらかじめ入居者や

家族から同意を得た上で運用している。 
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（５）導入後の評価 
各実施機関における評価に関するポイントを以下に示す。 

 
 

分野 
活用した

機器 
評価のポイント 

１ 移乗支援 ＨＵＧ 

【指標の検討】 

・ リーダーが効果測定の視点を持つことが重要。機器導入

により期待した効果が得られているのかを確認すること

で、利用者や介助者、施設に合わせた活用方法を構築す

る材料になる。 

・ 本事業では、利用者への視点、介助者への視点、介護業

務への視点について効果測定を行っている。 

【効果測定における工夫】 

・ 定期的に情報収集を行う。以前と比べて使用頻度が増え

ているか、使用できる介助者は増えているか、具体的な

数値や利用者、介助者の言葉を記録する。 

【結果の共有】 

・ 機器使用の効果について利用者、介助者へ開示する。デ

メリットも把握することで、新たな利用者への適用の判

定の目安、次の使用場面への導入プロセスの見直しに繋

がる。 

２ 移動支援 

ＲＴ２・リ

トルキーパ

ス 

（（４）基盤整備の【モニタリング】参照） 

３ 排泄支援 

ＨＵＧ 

・ 導入施設におけるトイレ空間を模したモデル空間を再現

し、一連の排泄介護動作の身体的負担について、機器を

導入した場合（導入６８日目）と通常介護方法の場合の

条件下で加速度信号及び筋電図信号計測を行い、それぞ

れ条件ごとに比較することで、機器の導入効果を評価。

・ 遂行時間の評価、加速度信号計測法による評価、筋電図

による評価を実施。 

・ 運航日誌からみた、安全性の向上と職員の意識の変化を

調査。 

居室設置型

移動式水洗

便器 

・ 調査項目の設定（施設現場状況の確認（予備調査）、利用

対象者の選定、調査票の作成） 

・ 効果検証の実施（介助スタッフによる評価記入、ヒアリ

ング） 

・ 評価（調査結果の分析、まとめ） 
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分野 

活用した

機器 
評価のポイント 

４ 

見守り・コ

ミュニケ

ーション 

ＡＩＢＯ、

夢の子 

・ 定量的な評価：レクレーションおよび日中の高齢者の行

動のビデオ撮影を行い、発生するコミュニケーション頻

度とＡＲＳに基づく感情表出の変化を分析する。 

・ 介護職へのアンケートにより、意見を定期的に把握する。

（ＡＲＳ：認知症高齢者のＱＯＬの一側面である感情を評価

する目的で作成されている。３つの肯定的感情と３つの否

定的感情を２０分観察、どの感情がどの程度見られたかを

５段階評価する） 

５ 

見守り・コ

ミュニケ

ーション 

ケアサポー

トソリュー

ション 

【評価指標・評価方法の検討】 

・ 導入前後の施設介護業務における各種業務の回数や時間

等の変化から業務効率化の評価を検討。 

・ 機器の特徴を考慮し、業務フローの変更を施設と協議・

実施することにより、業務効率化を図る。 

・ 評価実施において、測定条件を定め、業務測定対象の介

護スタッフ、および勤務シフトを同一にする。 
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（６）機器の有効活用に向けて 
各実施機関における機器の有効活用に向けてのポイントを以下に示す。 

 

 分野 活用した機器 機器の有効活用に向けてのポイント 

１ 移乗支援 ＨＵＧ 

【マネジメント】 

 導入のプランを設定し、その進捗を管理し、介助場面

へ実際に導入する中心人物・リーダーが必要になる。

リーダーを２－３人複数配置することでスムーズな導

入に繋がる。 

【多職種との連携】 

 利用者選定が難しいとの介護職の声があったため、心

身機能について評価できる専門職（ＯＴ、ＰＴ等）、メ

ーカーと連携し、機器の適合について評価や判断をサ

ポートできる体制を構築することが重要。 

【介助業務の効率化】 

 期待していた効果が発揮される場合も、想定した以外

の場面で活用される可能性もある。介助業務へどのよ

うな影響があったのか様々な視点から観察と評価を行

い、活用方法を模索することで業務の効率化に繋がる。

２ 移動支援 
ＲＴ２・リト

ルキーパス 

 歩行速度の制動ができることや、坂道でのアシスト機

能がある事から歩行が不安定であったとしても、自主

トレーニングの意欲が高い人・活動範囲の拡大を目指

している方に対して、環境の設定を行う事で、安全で

介護負担が少ない運用が行える。入所施設での使用で

は、リハビリ場面で負荷量を調整しながら訓練や自主

トレーニングに取り入れることも出来る。また、屋外

での移動制限のある方や歩行距離を伸ばしたい方など

は、積極的な導入を検討することで、利用者の活動・

参加の機会を増やすことが出来る可能性がある。 

 独居や老老介護などの生活背景がある利用者に対して

導入を検討する場合は、移動支援ロボットの管理場所

や充電やアダプターの取り付けなど、「誰が・いつ・ど

こで・どのように」行うかについて十分な調整をした

うえで導入する必要がある。アダプターの設置が不十

分な場合や充電が切れている場合等、アシスト機能が

十分に発揮されないため、環境調整が重要。また、家

族やケアスタッフがセッティングや見守りができる場

合は安全に使用できたとしても、セッティングを利用

者自身で行う場合は、認知機能の評価が重要。グリッ

プを握らず使用してしまう等、使用方法が正しくない
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 分野 活用した機器 機器の有効活用に向けてのポイント 

とアシスト機能が十分に発揮されない。十分なアセス

メントと家族の支援等の環境調整が必要となる。 

【建築士からのアドバイス】 

 通行できる寸法とスペースを把握する。 

 店舗などで使用する際、事前に、通行に必要なサイズ

とスペース（余裕を持って「通れるか」「曲がれるか」

「回転できるか」）を事前に調べる。ドアの形状は、引

戸や折戸が利用しやすい。 

 数センチの小さな段差も超えることができないことが

ある。バッテリーとモーターを装着しているため、持

ち上げることができないことがあり注意が必要。 

 屋外環境では、勾配（縦断勾配 12%、横段勾配（片流れ）

５％までが限界）、内輪差（気づかず曲がって溝に落ち

る可能性がある）、段差や路面の形（歩道と車道の境界

部の段差、インターロッキング舗装による振動、路面

が天候によって滑りやすい時）等に注意が必要である。

また、休憩するスペースや周囲の交通状況にも配慮す

る。 

３ 排泄支援 

ＨＵＧ 

居室設置型移

動式水洗便器 

【ＨＵＧ】 

 導入に際して対象者・スタッフともにスムーズに導入

することは難しい。導入時の説明は綿密かつ慎重に行

う必要がある。介護スタッフのうち心理的な抵抗感「こ

れは自分には使えない」とあきらめてしまうスタッフ

に対して、何度も実践して見せる必要がある。使用前

と比較して時間がかかることに対して使用しない職員

については、対象者の選別や稼働する棟の選択は介護

スタッフと合意形成しながら行った。リハスタッフが

指導的な役割となり、対象者・介護スタッフ双方にア

ドバイスを行ったが、このように核となる人材が導入

の際に必要。 

 導入の際に、研修をパッケージ化し、導入前・導入後

などで定期的な研修とチェックを行うとスムーズに導

入できるのではないか。 

 適応者の条件として、胸郭部サポートまでの体幹の前

屈運動が必要であることが多かった。そのため、体格

が小さく機器に体を合わせられない、体幹の前屈運動

が困難な利用者などは適応が難しいことがあった。 

【居室設置型移動式水洗便器】 

・ 排泄介護支援の選択肢を増える。利用者の自立支援に

つながる機器だが、介護者にとっても排泄物の後始末
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 分野 活用した機器 機器の有効活用に向けてのポイント 

が不要となったり、衛生環境が改善される等の労働環

境の改善につながる。 

４ 

見守り・コ

ミ ュ ニ ケ

ーション 

ＡＩＢＯ、夢

の子 

 高齢者に生き生きとした生活をしていただくには、多

様なレクレーションを用意することが肝要である。 

 ロボット・レクレーションは有用な介護ツールになる

が、ロボット知識を有する介護職がほとんど存在しな

い。また、ロボットが高価格であることがレクレーシ

ョン普及のあい路となっている。 

 上記の問題を解決するため、ロボット・レクレーショ

ン・ネットワークシステムによるロボット・シェアリ

ングが望ましい（ロボット・ファシリテータが存在す

る複数のロボットを所有するセンターを中心としたネ

ットワーク）。 

５ 

見守り・コ

ミ ュ ニ ケ

ーション 

ケアサポート

ソリューショ

ン 

 グループホームは施設規模が小さく、介護スタッフが

迅速に対応できる環境にあるため、業務効率化の観点

より機器管理や介護品質向上への意向が大きかった。

効率化で生まれた時間を危機管理や介護品質向上にど

のように生かすかがグループホームにおける介護ロボ

ットを有効に活用するポイントである（起床・離床の

通知による転倒・転落の未然防止や入居者の行動実

績・介護記録からのＡＤＬ等の把握による科学的介護

サービスの提供となり危機管理や介護品質向上に転嫁

できるのではないか）。 
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９．介護ロボット導入支援事業 

９．１ 調査概要 

（１）調査目的 
介護ロボットを含む新しい福祉用具の普及方策を検討するためには、現在の普及の

実態を把握することが重要である。 

昨年度の調査を踏まえ、全国の自治体における介護ロボット導入支援事業の実施状

況とそれによる介護ロボットの導入状況を把握した。以下ではその調査の概要を整理

し、アンケート調査により把握した。今後も継続的に普及の実態を把握することを想

定し、変化を把握すべき項目を検討して昨年度設定された設問構成、調査票様式を今

年も活用した。 

（２）調査の実施状況 
全都道府県を対象に調査を実施し、全都道府県から回答を得た。 

なお、回答に当たっては、調査票ダウンロードサイトから調査票ファイルをダウン

ロードし、電子ファイル上で回答いただいた上で、本事業事務局宛てにメールで送付

いただいた。 

・調査依頼発出：平成３０年３月５日（月） 

・回答締め切り：平成３０年３月１２日（月）１７時 
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９．２ 調査結果 

（１）地域医療介護総合確保基金による平成２９年度「介護ロボット等導入支援事業」

の実施概況について 

①「介護ロボット導入支援事業」を実施状況 
「介護ロボット導入支援事業」を実施した都道府県は２９都道府県（６２％）であ

った。 

 

「介護ロボット導入支援事業」の実施状況 

有効回答数= 47 

  回答数 割合 

実施した 29 62% 

実施しなかった 18 38% 
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実施しなかった都道府県の理由については以下のとおりである。 

 

実施しなかった都道府県の理由の内訳 

有効回答数== 18 

回答数 割合 

1. 他の基金事業の実施を優先したため 10 56% 

2. 地方創生推進交付金を活用した介護ロボット導入支
援事業を実施したため 

1 6% 

3. 一般財源にて実施したため 1 6% 

4. 台数や金額の制約から、効果や施設にとってのメリッ
トが見込めないため 

3 17% 

5. 事業所や関係機関から、事業実施の要望がなかった
ため 

3 17% 

6. 募集したが、応募する事業所がなかったため 0 0% 

7. その他 1 6% 

 

（その他の理由） 

・国の動向を見て検討中であったため 
 

②実施しなかった都道府県の、来年度以降の実施予定の有無 
 

実施しなかった都道府県の来年度以降の実施予定 

有効回答数= 18 

  回答数 割合 

1. 来年度実施を予定している 7 39% 

2. 検討している  4 22% 

3. 実施の予定はない 7 39% 
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③平成３０年１月末までに提出された介護ロボット導入計画の件数 

都道府県別に計画件数を示す。施設系の計画件数が計５０４件、居宅系の計画件数

が計１１９件であった。 

 

介護ロボット導入計画の計画件数 
 

合計 施設サービス系 居宅サービス系 

北海道 13 8 5 

青森県 5 4 1 

宮城県 9 8 1 

福島県 9 9 0 

茨城県 24 23 1 

栃木県 3 3 0 

群馬県 63 51 12 

埼玉県 25 19 6 

千葉県 14 13 1 

東京都 5 5 0 

神奈川県 20 20 0 

新潟県 27 17 10 

岐阜県 2 2 0 

愛知県 121 95 26 

三重県 7 5 2 

奈良県 3 3 0 

兵庫県 8 8 0 

鳥取県 3 3 0 

島根県 11 11 0 

岡山県 8 8 0 

広島県 100 71 29 

香川県 6 6 0 

愛媛県 9 9 0 

福岡県 14 13 1 

熊本県 46 36 10 

大分県 7 7 0 

鹿児島県 61 47 14 

合計 623 504 119 
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④導入支援事業の対象として認めた計画の件数 

都道府県別に計画件数を示す。施設系の計画件数が計５０２件、居宅系の計画件数

が計１１６件であった。 

 
導入支援事業対象として認めた計画件数 

 

  合計 施設サービス系 居宅サービス系 

北海道 13 8 5 

青森県 5 4 1 

宮城県 8 8 0 

福島県 9 9 0 

茨城県 24 23 1 

栃木県 3 3 0 

群馬県 62 51 11 

埼玉県 25 19 6 

千葉県 14 13 1 

東京都 5 5 0 

神奈川県 20 20 0 

新潟県 27 17 10 

岐阜県 2 2 0 

愛知県 121 95 26 

三重県 6 4 2 

兵庫県 8 8 0 

奈良県 3 3 0 

鳥取県 3 3 0 

島根県 10 10 0 

岡山県 8 8 0 

広島県 99 71 28 

香川県 6 6 0 

愛媛県 9 9 0 

福岡県 14 13 1 

熊本県 46 36 10 

大分県 7 7 0 

鹿児島県 61 47 14 

合計 618 502 116 
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⑤認められない計画があった場合の理由 
認められない計画があった場合の理由は下記の通りであった。 

 介護ロボットの技術的３要件(センサー系、知能・制御系、駆動系)を満たして

いない。（３件） 

 利用者の住居に設置する計画であったため。（１件） 

 事業所側から取り下げ依頼。（１件） 

 

⑥ 執行額 

平成２７年度、平成２８年度の執行額の合計はそれぞれ１４,５３０千円（有効回

答数９件）、８１,７７５千円（有効回答数２５件）であった。 

平成２９年度執行見込み額の合計は、１４１,４１５千円であった。（有効回答数

２９件）。 

 

⑦導入支援事業の対象とする「介護ロボット」の限定 

導入支援事業の対象とする「介護ロボット」を限定している都道府県は、５都道府

県であった。 

限定している場合の、支援対象としている介護ロボットは下記の通りである。 

・［商品名：カリストエール］（メーカー名：パラマウントベッド） 

［商品名：眠り SCAN］（メーカー名：パラマウントベッド） 

［商品名：ラップポンブリオ］（メーカー名：日本セイフティー） 

理由：国の補助事業で対象となったもの。テクノエイド協会のホームページで紹

介されたもの。 

・「介護ロボット介護機器開発・導入促進事業」で採択されたロボット 

理由：事業採択時に現場ニーズや開発計画・状況、機器の性能等について審査さ

れており、県で補助対象とする機器として妥当と考えるため。 

・［商品名：自動排泄処理機、移動用リフト、ロボットスーツ］ 

理由：介護職員の負担軽減に資するものとして機器の種類を限定してモデル的に

実施したもの。平成３０年度からは国の重点６分野に対象を拡大して実施

予定。 
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⑧事業の実施状況 

おおむね計画通りに進んでいる都道府県は２６都道府県であった。一方、「計画ど

おりに進んでいない事業所がある」は２都道府県であった。 
 

図表 事業の実施状況 
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⑨介護ロボットを導入した事業所からの意見 

実際に介護ロボットを導入した事業所から以下の意見を得た。 

 肯定的意見 

有効回答数= 29 

回答数 割合 

1. 使用場面を限定するなどの工夫により効果を実感できた 8 28% 

2. 職員の身体的・心理的な負担軽減につながった 23 79% 

3. 職員の業務が効率化された 17 59% 

4. 利用者とのコミュニケーションを取る機会が増加した 19 66% 

5. 利用者の生活の質の向上に繋がった 10 34% 

6. 介護の質が向上した 7 24% 

7. 転倒、転落などのリスクが軽減された 20 69% 

8. 介護ロボットを導入するきっかけになった 4 14% 

9. 導入開始からの期間が短く、まだ意見は出ていない 7 24% 

10. 把握していない 1 3% 

11. その他 2 7% 

 

（その他の肯定的意見） 

・職員の身体的・心理的な負担軽減や入居者の転倒、転落防止に効果があった。 
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 課題指摘 

有効回答数= 29 

回答数 割合 

1. 使用に不向きの場面がある 9 31% 

2. 介護ロボットの使用に際して、準備や装着、片づけ等に時

間を要するため効率化につながらない 
11 38% 

3. 導入する施設の前提条件の確認が不十分 1 3% 

4. コミュニケーション支援型ロボットが補助対象になっていな

い 
3 10% 

 5. 補助額の上限が低い（導入に際して、施設の費用負担が

大きい） 
14 48% 

 6. 介護ロボット導入による介護負担軽減の有効性等につい

て、在宅介護を行っている家族等へ周知するとよい 
2 7% 

 7. 課題について把握していない 5 17% 

8. その他 4 14% 

（使用に不向きの場面の例） 
 持ち運び、通信環境、利用者の状態。 
 介護ケア全般の動きに対して。 
 利用者への装着により行動が制限されるなど改良の余地がある。（自動排泄処理機） 
 浴室などの水回りでの場面。 

 
（その他の課題指摘） 
 職員が機器を過信してしまうという懸念がある。 
 データ分析など、事務作業の時間がとれない。 
 ロボットでの介助に抵抗・恐怖のある方が多い。 
 排泄支援を導入した事業所から、排便による健康状態の確認ができなくなったとい

う意見があった。 
 見守り支援を導入した事業所から、体重が軽い利用者の場合、センサーの反応が遅

い等の意見があった。 
 赤いランプが点滅するロボットについては、火事だと思って利用者の方が水をかけ

てしまった例があった。 
 見守り支援ロボットのセンサーの誤反応。 
 利用者に合わせての調節が必要。 
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⑩介護ロボットを導入した事業所に対するフォローアップ 

フォローアップを実施したのは４都道府県であった。 

有効回答数= 29 

  回答数 割合 

実施しなかった 25 86% 

実施した 4 14% 

 

実施されたフォローアップは下記の通りである。 

・平成２８年度の補助対象事業者（８件）に対する導入報告書の徴取による機器の活

用状況の把握。 

・ロボット介護機器導入時に、東京都からアドバイザーを施設に派遣し、効果的な活

用に向けたコンサルティングを行った。コンサルティングでは、機器の導入に向け

たチェックリストを参考に、活用に向けたポイントを具体的に紹介した。 

・介護ロボットを導入した施設に対して、導入メリットの有無や内容等についてアン

ケート調査を実施している。 
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⑪次年度以降の本事業の実施意向 

「今年と同様に実施」が７件、「内容をより充実させて実施」が１８都道府県、テ

ーマ、分野を絞って実施が１都道府県であった。 

次年度以降の実施意向 

有効回答数= 29 

  回答数 割合 

1.今年と同様に実施 8 28% 

2.内容をより充実させて実施 18 62% 

3.テーマ、分野を絞って実施 1 3% 

4.その他 8 28% 

5. 実施しない 0 0% 

※一部重複あり 

 

（その他の実施意向） 

 平成２９年度に事業者向けのセミナーを実施し、平成３０年度にも同様に実施

予定。 

 ノーリフティングケアの普及に絡めて周知を図る。 

 今年よりやや予算減額して実施予定であるが、基金の要件緩和・拡充次第では

予算を増額補正して実施も検討。 

 ロボット展示・体験を含めたセミナーの開催。 

 機器の展示スペースの設置。 

 

 内容をより充実させて実施する場合の、具体的な実施内容 

有効回答数= 18 

回答数 割合 

1. 予算を増額して実施する 16 89% 

2 リースやレンタルも可能とする 1 6% 

3. 対象事業所を拡大して実施する 2 11% 

4. その他 3 17% 
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 テーマ、分野を絞って実施場合の、具体的な実施内容 

 実証で効果が認められたものについては導入を促進する。 

有効回答数= 1  

回答数 割合 

1. 他事業の導入支援と重複しない分野に絞って実施 0 0% 

2. 実証で効果が認められたものについては導入を促進

する 
1 100% 

3. その他 0 0% 

 

 その他の場合の具体的な実施意向 

有効回答数= 8  

  回答数 割合 

1. 地域医療介護総合確保基金によらず，独自事業とし

て実施する 
1 13% 

2. 事業所向け介護ロボット導入研修会を開催する 4 50% 

3. 導入効果等を都道府県内の事業所等に周知する 3 38% 

4. その他 4 50% 

 

（その他の理由） 

 今年よりやや予算減額して実施予定であるが、基金の要件緩和・拡充次第では予

算を増額補正して実施も検討。 
 ロボット展示・体験を含めたセミナーの開催。 
 機器の展示スペースの設置。 
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（２）本事業以外に実施している介護ロボット導入促進に関する事業 

実施している事業は下表のとおり。 

①開発支援 

 

実施している事業 
 

 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 

宮
城 

 
 
 
 
 

事業名 
ロボット等介護機器開発

協働事業 

事業名 
ロボット等介護機器開発

協働事業 
事業内容 
介護現場の課題と開発企

業の技術マッチングを実

施 

事業内容 
介護現場の課題と開発企

業の技術マッチングを実

施 
対象者：－ 対象者：－ 

対象人数（対象社数）：－ 対象人数（対象社数）：－

実績見込み：－ 予定：－ 

福
島 

事業名 
介護支援ロボット導入モ

デル事業 

事業名 
介護支援ロボット導入モ

デル事業 

事業名 
介護支援ロボット導入促

進事業 
事業内容 
高齢者介護施設等におけ

る介護支援ロボットの検

証 

事業内容 
高齢者介護施設等におけ

る介護支援ロボットの検

証及び導入に対する支援 

事業内容 
高齢者施設等に対する導

入の支援 

対象者：県内の施設等 対象者 県内の施設等 対象者 県内の施設等 
対象人数（対象社数） 対象人数（対象社数） 対象人数（対象社数） 
実績 
４７施設等１００台 
 

実績見込み 
（検証）２２施設等３０台

（補助）２１施設等４２台

予定 
４０施設等４０台 
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 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 

大
分 

事業名 
機器開発ワーキング等強

化 

事業名 
臨床ニーズマッチング・開

発体制構築支援 

事業名 
臨床ニーズマッチング・開

発体制構築支援 
事業内容 
現場ニーズを探るニーズ

探索会の開催や、ワーキン

ググループ活動等を行う。

（介護ロボットに特化し

たものではなく、医療機器

等も対象） 

事業内容 
現場ニーズを探るニーズ

探索会の開催や、臨床ニー

ズの解決を図る試作品の

開発補助等を行う。（介護

ロボットに特化したもの

ではなく、医療機器等も対

象） 

事業内容 
現場ニーズを探るニーズ

探索会の開催や、臨床ニー

ズの解決を図る試作品の

開発補助等を行う。（介護

ロボットに特化したもの

ではなく、医療機器等も対

象） 
対象者 県内企業 対象者 県内企業 対象者 県内企業 
対象人数（対象社数） 対象人数（対象社数） 対象人数（対象社数） 
実績 
－ 

実績見込み 
試作品開発補助：５件 

予定 
試作品開発補助：４件程度

事業名 
医療等機器連携開発補助 

事業名 
医療等機器連携開発補助 

事業名 
医工連携研究開発推進補

助 
事業内容 
県内企業による実用化段

階の製品開発を支援する。

（介護ロボットに特化し

たものではなく、医療機器

等も対象） 

事業内容 
県内企業による実用化段

階の製品開発を支援する。

（介護ロボットに特化し

たものではなく、医療機器

等も対象） 

事業内容 
県内企業による実用化段

階の製品開発を支援する。

（介護ロボットに特化し

たものではなく、医療機器

等も対象） 
対象者 県内中小企業 対象者 県内中小企業 対象者 県内中小企業 
対象人数（対象社数） 対象人数（対象社数） 対象人数（対象社数） 
実績 
３件 

実績見込み 
５件 

予定 
４件程度 
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②導入支援 
実施している事業 

 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 

宮
城 

 事業名 
ロボット等介護機器導入

支援事業 

事業名 
ロボット等介護機器導入

支援事業 
事業内容 
ロボット等介護機器を集

中的に導入するための経

費に対して補助するもの 

事業内容 
ロボット等介護機器を集

中的に導入するための経

費に対して補助するもの 
対象者：県内入所系施設 対象者：県内入所系施設 

対象人数（対象社数）：－ 対象人数（対象社数） －

実績見込み 
１６施設に助成 

予定 
 － 

山
形 

 事業名 
福工連携による安心介護

モデル創出事業（介護ロボ

ット等導入支援事業） 

 

事業内容 
介護ロボット等を導入す

る介護サービス事業所へ

の支援 
対象者 
県内の介護サービス事業

所 
対象人数（対象社数） 
１０事業所 
実績見込み 
１０事業所５，９０２千円
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 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 

東
京 

事業名 
ロボット介護機器・福祉用

具活用支援モデル事業 

 事業名 
次世代介護機器の活用支

援事業 
事業内容 
モデル施設２施設を選定

し、ロボット介護機器導入

経費を補助。また、アドバ

イザーをモデル施設に派

遣し、導入を支援するとと

もに、効果検証を実施 

事業内容 
次世代介護機器導入促進

事業（都単独事業） 

 

対象者 
介護老人福祉施設、介護老

人保健施設 

対象者 
施設系サービス、居住系サ

ービス 
対象人数（対象社数） 
２施設 

対象人数（対象社数） 

実績 ２施設 予定 １５か所 

富
山 

事業名 
介護業務環境改善事業 

事業名 
介護業務環境改善事業 

事業名 
介護ロボット普及促進モ

デル事業 
事業内容 
業務改善に係る費用のう

ち、初年度に係る経費 
 

事業内容 
業務改善に係る費用のう

ち、初年度に係る経費 
 

事業内容 
介護ロボット導入費用の

うち初年度に係る経費 
 

対象者 
介護サービス事業者 

対象者 
介護サービス事業者 

対象者 
介護サービス事業者 

対象人数（対象社数） 
２法人 

対象人数（対象社数） 
２法人 

対象人数（対象社数） 
２法人 

実績 
見守り、コミュニケーショ

ン系 ２件 

実績見込み 
移乗支援２件（見込み） 

予定 
移乗支援２件（予定） 
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長
崎 

事業名 
地域介護・福祉空間整備推

進交付会 

  

事業内容 
介護サービス事業者が介

護ロボットを導入する際

の経費を助成 
対象者 市町村 

対象人数（対象社数） 
１５市町 
実績 
８１事業所が導入 

 

 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 

静
岡 

事業名 
介護ロボット等導入支援

特別対策事業 

 
 
 

 

事業内容 
各ロボット分野（移乗介

護、見守り等）の導入に対

する補助 
対象者 ２２市町 

対象人数（対象社数） 

実績 
２２施設 ３７４台 
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 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 

大
分 

事業名 
県産新医療・福祉機器等普

及促進補助 

事業名 
県産新医療・福祉機器等普

及促進補助 

事業名 
県産医療関連機器普及促

進補助 
事業内容 
県内医療・福祉・介護現場

へ新機器の導入（リース）

費用を助成（介護ロボット

に特化したものではなく、

医療機器等も対象） 

事業内容 
県内医療・福祉・介護現場

へ新機器の導入（リース）

費用を助成（介護ロボット

に特化したものではなく、

医療機器等も対象） 

事業内容 
県内医療・福祉・介護現場

への県産機器の導入に加

えて、県産機器の現場実証

や症例報告を促進 

対象者 
医療機関、福祉・介護施設 

対象者 
医療機関、福祉・介護施設

対象者 
医療機関、福祉・介護施設

対象人数（対象社数） 対象人数（対象社数） 対象人数（対象社数） 

実績 
延べ１５施設 

実績見込み 
延べ８施設 

予定 
１０施設程度 

宮
崎 

事業名 
介護ロボット導入調査検

証事業 

事業名 
介護ロボット導入調査検

証事業 

事業名 
介護ロボット導入調査検

証事業 
事業内容 
介護ロボットを複数施設

に一定期間貸与し、効果を

検証 

事業内容 
介護ロボットを複数施設

に一定期間貸与し、効果を

検証 

事業内容 
介護ロボットを複数施設

に一定期間貸与し、効果を

検証 
対象者 介護施設 対象者 介護施設 対象者 介護施設 

対象人数（対象社数） 
１３事業所 

対象人数（対象社数） 
１２事業所 

対象人数（対象社数） 
未定 

実績 
１機種のロボットの効果

を検証 

実績見込み 
４機種のロボットの効果

を検証 

予定 
介護従事者の負担軽減に

資するような介護ロボッ

トを選定、効果を検証 
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③普及・啓発支援 
 

実施している事業 

 
 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 

北

海

道 

 事業名 
介護ロボット普及推進事

業 

事業名 
介護ロボット普及推進事

業 
事業内容 
別紙のとおり 

事業内容 
別紙のとおり（予定） 

対象者 
別紙のとおり 

対象者 
別紙のとおり 

対象人数（対象者数） 
未定 

対象人数（対象者数） 
未定 

実績見込み 
別紙のとおり 

予定 
別紙のとおり 

宮
城 

 
 
 

事業名 
ロボット等介護機器普及

推進事業 

事業名 
ロボット等介護機器導入

モデル事業 
事業内容 
展示会及びセミナーを開

催するもの 

事業内容 
県内にモデル施設を設置

し，効果を体感できる見学

会を開催し，普及促進 
対象者：－ 対象者：－ 
対象人数（対象社数）：－ 対象人数（対象社数）：－

実績見込み 
１１月１１日の介護の日

のイベントに展示会を開

催 
セミナーについては、３回

開催 

予定 
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 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 

東
京 

 
 
 

事業名 
ロボット介護機器・福祉用

具活用支援モデル事業 

事業名 
次世代介護機器の活用支

援事業 
事業内容 
モデル事業の成果をまと

めた報告書及びパンフレ

ットの作成。モデル施設の

公開見学会の開催。モデル

事業の成果の普及報告会

の開催 

事業内容 
１．セミナー・公開見学会

の開催 

・優秀事例の紹介、専門家

の講演や体験使用のでき

るセミナーを開催し、理解

を深める機会を提供 

・モデル施設となった２．

施設の公開見学会を開催

し、現場の好事例を実際に

見る機会を提供 

２．機器展示スペースの設

置 

東京都福祉保健財団の福

祉機器設置スペースを活用

し、次世代介護機器の展示

等を行い、次世代介護機器

の情報収集や体験の場を提

供 
対象者 
都内の介護サービス事業者

対象者 
都内の介護サービス事業者

対象人数（対象社数） 対象人数（対象社数） 
実績見込み 
・報告書の作成 
・パンフレットの配布 
（７，０００部） 
・公開見学会の開催 
（１施設２回） 
・普及報告会の開催 
（４００名程度） 

予定 
・公開見学会の開催 
（１施設２回） 
・セミナーの開催 
（２回） 
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 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 

神
奈
川 

事業名 
神奈川らくらく介護普及

推進事業 

事業名 
神奈川らくらく介護普及

推進事業 

事業名 
神奈川らくらく介護普及

推進事業 
対象者 
介護従事者（一般の方） 

対象者 
介護従事者（一般の方） 

対象者 
介護従事者（一般の方） 

対象人数（対象社数） 対象人数（対象社数） 対象人数（対象社数） 

実績 
５７人 

実績見込み 
４０人 

予定 
４７人 

事業名 
介護ロボット普及推進

事業 

事業名 
介護ロボット普及推進事

業 

事業名 
介護ロボット普及推進事

業 

対象者 
介護事業者等 

対象者 
介護事業者等 

対象者 
介護事業者等 

対象人数（対象社数） 対象人数（対象社数） 対象人数（対象社数） 

実績 
３５４人 

実績見込み 
４７８人 

予定 
５１５人 

岐
阜 

 
 
 

 事業名 
介護ロボット活用支援事

業 
事業内容 
ペッパーによるコミュニ

ケーション支援やレクリ

エーションを導入しその

成果を検証 
対象者 
対象人数（対象社数） 
予定 
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 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 

静
岡 

事業名 
介護ロボット展示・説明会 

事業名 
介護ロボット展示・説明会 

 

事業内容 
介護ロボット機器に関する理

解を促進するため、介護ロボ

ット機器展示会を開催 

事業内容 
介護ロボット機器に関する理解

を促進するため、介護ロボット

機器展示会を開催 
対象者 （主に）介護現場の

職員、管理職 
対象者 （主に）介護現場の職

員、管理職 
対象人数（対象社数） 対象人数（対象社数） 
実績 
５２人 

実績見込み 
東部：５５人 
中部：イベント内開催のため不

明 
西部：５５人 

徳
島 

事業名 
介護ロボット等導入支援事業

事業名 
介護ロボット等導入支援事業 

 

事業内容 
・介護ロボットを体験し， 
導入実績や効果についてセミ

ナーを開催 
・介護ロボットを用いた腰痛

予防研修や装着体験イベント

を開催 

事業内容 
・モニター事業 
・使用安全講習 
・装着体験会 
・介護用ロボット臨床使用 
・介護用ロボット適応検討 

対象者 介護従事者 対象者 介護従事者 
対象人数 １５０人 対象人数（対象社数）  
実績 
・HAL 管理者・使用者講習会

（参加者：７名） 
・HAL 体験研修会（参加者：

２３名） 
・介護・自立支援ロボットセ

ミナー（参加者：６６名） 
・介護ロボット等体験セミナ

ー（参加者：３７名） 

実績見込み 
・HAL 介護支援用（腰タイプ）

をレンタルし，現場の介護職員

によるロボットの効果や実用

性，使用上の課題について検証 
・介護保険施設において適切な

使用方法を指導 
・介護ロボットが使用者に与え

る影響を検討 
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 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 

大
分 

事業名 
サービス改善提案事業 

事業名 
サービス改善提案事業 

事業名 
サービス改善提案事業 

事業内容 
地域のイベントに最新の

福祉用具や介護ロボット

の展示ブースを設け、体験

や説明会を実施 

事業内容 
地域のイベントに最新の

福祉用具や介護ロボット

の展示ブースを設け、体験

や説明会を実施 

事業内容 
地域のイベントに最新の

福祉用具や介護ロボット

の展示ブースを設け、体験

や説明会を実施 
対象者 地域住民 対象者 地域住民 対象者 地域住民 
対象人数（対象社数） 対象人数（対象社数） － 対象人数（対象社数） 
実績 
大分県福祉用具協会福祉

機器展２０１６など県内

７箇所 

実績見込み 
大分県福祉用具協会福祉

機器展２０１７など県内

１２箇所 

予定 
県内１０箇所で出張研修

を予定 
 

事業名 
おおいた介護ロボット等

導入促進事業 

 事業名 
ノーリフティングケア普

及推進事業 
事業内容 
最新の介護ロボットを社

会福祉施設に貸出し、施設

への導入を促進 

事業内容 
管理者向けの研修会や、実

地研修を通じて、ノーリフ

ティングケアの普及促進 
対象者 
県内介護サービス事業者 

対象者 
県内介護サービス事業者 

対象人数（対象社数） 対象人数（対象社数） 
実績見込み 
介護ロボット貸出台数 

１９台 

予定 
マネジメント研修１回・ 
１００名 
推進施設における実地研

修     延べ８回 
新規取組施設における実

地研修   延べ１２回 
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（３）平成２９年度「介護ロボット等導入支援事業」で事業採択された導入計画全体の

概要について 

①導入計画において多かった介護ロボット 

施設サービス系の計画では「見守り」支援分野の計画導入台数が多かった。 

 

表 導入計画において多かった介護ロボット（施設サービス系） 

 
 

支援分野 

分類 

施設サービス系 

都道府県 主な機種名 
計画 

導入台数 

移乗支援 群馬県 ラクニエ 6 

  埼玉県 スカイリフト 1 

  東京都 HAL®腰タイプ作業支援用 1 

    愛移乗くん N 1 

 神奈川県 腰補助用マッスルスーツ 2 

  岐阜県 電動簡易移乗機 2 

  愛知県 HAL 介護支援用（腰タイプ） 1 

 三重県 マッスルスーツ 1 

  転ばなイス 6 

  奈良県 リショーネ 1 

  島根県 ポジショニングベッド 25 

  広島県 オスカー 83 

    ラグーナ 16 

 兵庫県 床走行式電動介護リフトＫＱ781 3 

  床走行式電動介護リフトＫＱ787 4 

  ミクニマイティエースⅡベッドセット ACE-MBDW 3 

  介護リフトつるべーF2R 1 

  愛媛県 超低床介護用ベッド「ラフィオ」 5 

    低床スタンダードコンセプトベッド 10 

  福岡県 スカイリフト SL-2009U 1 

  熊本県 マッスルスーツ スタンドアローンタイプ 2 

  鹿児島県 マッスルスーツスタンドアローン 1 

移動支援 北海道 フラティア 1 

  青森県 ロボットアシストウォーカーRT2 2 

    リトルキーパス 2 

  埼玉県 免荷式リフト POPO 1 

  愛知県 ロボットアシストウォーカーRT.2 1 

    リショーネ PLUS 4 

  島根県 エアマットレスオスカー 2 
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支援分野 

分類 

施設サービス系 

都道府県 主な機種名 
計画 

導入台数 

移動支援 広島県 アシストホイール 1 

  熊本県 ロボットアシストウォーカーRT.２ 1 

   リトルキーパス WAW１０ 1 

    カリーナ KZ-A77100 1 

  大分県 ロボットアシストウォーカーRT2 2 

排泄支援 茨城県 ベッドサイド水洗トイレ 10 

 神奈川県 尿吸入ロボヒューマニー 1 

  新潟県 ラップポンエール IC 1 

  島根県 ラップポン・ブリオ 1 

  岡山県 ラップポン・ブリオ 2 

  広島県 家具調トイレセレクト R 自動ラップ 16 

見守り 北海道 ベッドコール・コードレス 12 

    マルチ離床センサー対応型介護施設向け見守りシステム

（Mi-Ru） 

1 

    見守りケアシステムＭ１ 1 

    眠り SCAN 9 

    シルエット見守りセンサ 5 

    A.I.Viewlife 7 

  青森県 見守りケアシステム 5 

    シルエット見守りセンサ 2 

  宮城県 眠りスキャン 20 

    見守りケアシステム M1 5 

    ケアロボット 1 

    見守り介護ロボット aams 2 

    見守りライフ 6 

    看取り支援機器 2 

  福島県 ケアロボ１コードレスベッドセンサーユニット付き 2 

    眠り SCAN 2 

    ケアロボ１TTCR１ 4 

    見守り支援離床センサー ルナナース 1 

    見守りケアシステム M-2 2 

    離床・見守りセンサー 5 

    眠りスキャン 1 

    見守りケアシステム FB－033 3 

  茨城県 見守りケアシステム 22 

    見守り支援ベッドシステム 33 

    眠り SCAN 7 
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支援分野 

分類 

施設サービス系 

都道府県 主な機種名 
計画 

導入台数 

見守り 茨城県 コールマットハイパー 4 

  体動（呼吸）検知マットによる見守り通報装置 1 

  栃木県 離床センサー付き介護ベット 21 

  群馬県 見守りケアシステム内蔵低床 3 モーターベッド 54 

    カリストエール 33 

    コールマット 28 

    ベッドコール 13 

    シルエット見守りセンサ 3 

    眠りスキャン 9 

    マイメロディ S 4 

    離床・見守りセンサー 5 

    見守りナースコール「あんしんの絆」離床センサー 8 

    オスカー 17 

    ステージア 2 

    ラグーナ 16 

    ネクサス 1 

  埼玉県 見守りケアシステムＭ１ 3 

    見守りケアシステムＭ２ 30 

    シルエット見守りセンサ 4 

    離床センサー「みてるもん」 3 

    aams.介護 1 

    非接触・無拘束ベッド見守りシステムＯＷＬＳＩＧＨＴ 1 

  千葉県 見守りケアシステム 41 

    コールマット 16 

    カリストエール 34 

  東京都 眠り SCAN 17 

    見守りケアシステム M１ 9 

    見守りケアシステム M２ 8 

    シルエット見守りセンサ 1 

 神奈川県 眠り SCAN 8 

 見守りケアシステム M1 66 

 見守りケアシステム M2 10 

 aams 介護 5 

 EVER Relief 3 

 PALRO 2 

 TANO 見守りシステム 1 

シルエット見守りセンサ 7 
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支援分野 

分類 

施設サービス系 

都道府県 主な機種名 
計画 

導入台数 

見守り 神奈川県 見守り支援ベッドシステム 10 

 見守りライフ 1 

 離床・見守りセンサー 1 

  新潟県 カリストエール離床 CATCHⅢ 27 

    見守りケアシステム 24 

    眠りＳＣＡＮ 17 

離床センサバイオネクスト 6 

    ネオスケア 4 

  岐阜県 シルエット見守りセンサ （記載なし）

  愛知県 眠りスキャン 71 

    見守りケアシステム M2 9 

    カリエストエール 7 

   aams 1 

   ケアロボ 1 

 三重県 眠りＳＣＡＮ 10 

 奈良県 シルエット見守りセンサ 9 

  眠り SCAN 1 

  みと～ねⅡ 1 

  鳥取県 カリストエール電動ベッド 10 

  島根県 眠り SCAN 3 

    離床 CATCH システム 8 

    エアマットレスオスカー 10 

  岡山県 カリストエール 30 

    眠りスキャン 15 

  広島県 見守り支援ベッドシステム 131 

    眠り SCAN 6 

    見守りケアシステム内蔵低床 3 モーターベッド 5 

    タッチエリア 2 

    オスカー 2 

    ラグーナ 1 

  香川県 TTCR ケアロボ 2 

    A.I Viewlife 11 

    シルエット見守りセンサ WOS-114 1 

  愛媛県 電動リモートコントロールベッド 5 

    眠りスキャン 8 

    離床リスク検知センサ EVER Relief 1 

    ネオスケア 2 

    見守り支援ベッド エスパシア 4 

    非接触バイタル生体センサー 3 
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支援分野 

分類 

施設サービス系 

都道府県 主な機種名 
計画 

導入台数 

  福岡県 care 愛 6 

眠り SCANNM-1310 49 

    見守り支援ベッドシステム 8 

    コールマット・コードレス（ＨＣ－Ｒ） 3 

  熊本県 見守りケアシステム低床３モーターベッド 4 

  

 

 

 

Care 愛 4 

シルエット見守りセンサ wos-114 4 

    眠り SCAN 3 

    aams.介護 3 

    EVER Relife 4 

    体動検知マットセンサ装置 6 

    離床センサー「超音波・赤外線コール」 6 

    Neos+Care 2 

    プロテクトケース付きマット 3 

  サイドコールコードレス 3 

  ベットコールポケット ＢＣＰ－８ 2 

    コールマット・徘徊コールⅢ 1 

    離床・見守りセンサー 1 

    メンタルコミットロボット「パロ」 1 

  大分県 カリストエール 25 

    みまもりシステム 4 

  鹿児島県 離床センサー付き電動ベッド 30 

    見守り支援システム（眠り SCAN) 9 

    予測型見守り支援システム（ネオスケア) 3 

    シルエット見守りセンサ 1 

    ベッド離床センサー 3 

入浴支援 神奈川県 バスリフト 1 

 兵庫県 バスリフト EWB100SR 1 

  香川県 バスリフト EWB100SR 1 

 熊本県 バスリフト EWB103N 3 
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在宅サービス系の計画導入台数は施設サービス系に比べ少なかった。 

 

導入計画において多かった介護ロボット（在宅サービス系） 
 

支援分野 

分類 

在宅サービス系 

都道府県 主な機種名 
計画 

導入台数 

移乗支援 群馬県 ラクニエ 2 

  埼玉県 Hug T1 2 

  愛知県 HAL 介護支援用（腰タイプ） 1 

  広島県 オスカー 9 

  鹿児島県 自立支援型移乗介助ロボット  1 

移動支援 愛知県 ロボットアシストウォーカーRT.2 6 

  広島県 アシストホイール 2 

    オスカー 1 

    フラティア 1 

  熊本県 ロボットアシストウォーカーRT.1 4 

    リトルキーパス WAW１４ 1 

  鹿児島県 ロボットアシストウォーカー 1 

見守り 北海道 ベッドコール・コードレス 1 

    眠り SCAN 1 

    aams.介護 2 

    A.I.Viewlife 2 

    見守りケアシステムＭ１ 2 

  青森県 見守りケアシステム 1 

  茨城県 シルエット見守りセンサ 3 

  群馬県 見守りケアシステム内蔵低床 3 モーターベッド 4 

    カリストエール 1 

    コールマット 1 

    超音波・赤外線コールポケット 1 

    眠りスキャン 1 

  埼玉県 見守りケアシステムＭ２ 10 

    離床センサーベッドコール ＢＣ－ＲＮ 3 

  千葉県 カリストエール 1 
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支援分野 

分類 

在宅サービス系 

都道府県 主な機種名 
計画 

導入台数 

見守り  新潟県 シルエット見守りセンサ 3 

    眠りＳＣＡＮ 2 

    離床センサバイオネクスト 2 

    見守りケアシステム M２ 1 

 愛知県 眠りスキャン 8 

    見守りケアシステム M１ 8 

    aams 1 

    Mi-Ru 1 

 三重県 離床・見守りセンサーナースコール連動タイプ 2 

  広島県 見守り支援ベッドシステム 21 

    眠り SCAN 2 

  福岡県 眠り SCANNM-1310 1 

  熊本県 Legame 1 

    プロテクトケース付きマット 5 

  鹿児島県 シルエット見守りセンサ 1 

    超音波離床センサー（無線タイプ 2 

    見守り支援システム（眠り SCAN 5 

    見守り支援システム（レガーメ) 1 

    離床センサー付き電動ベッド 3 

入浴支援 新潟県 バスリフトワイドシートセット 1 

  愛知県 TOTO バスリフト 1 

  熊本県 バスリフト EWB103N 2 
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②導入計画の好事例 

好事例として合計７件が紹介された。うち、見守り支援機器の事例が４件、移譲支

援機器（装着型）の事例が１件、援機器（非装着型）の事例が１件、移動支援機器（外

出型）の事例が２件、であった。 

 

導入計画の好事例 
 

施設・事業所名 
所在地 

（市町村） 
導入機種 導入目標と効果の考え方 

介護老人保健施設
ハートフル田無 

西東京市 眠り SCAN 

・職員の使用意欲を高める工夫として、達成
効果を見える化し、情報共有を進めている。
・操作・活用方法を定着させる工夫として、
使用開始時にマンツーマン指導を行い、習熟
度を○×アンケートで記入している。 
・個別の睡眠状況に応じ、睡眠中のトイレ誘
導を的確に行うことで尿汚染の改善ができ
た。 
・夜勤帯で職員の駆けつけが減少し、精神的
な余裕ももたらした。 
・利用者の睡眠状況により、翌日の生活状況
の予測につながった。 

介護老人保健施設
フロリール調布 

調布市 
見守りケアシス
テム M1 

・新規利用者（主に病院や他施設からの入所）
で、事前情報との差異があり、行動が読めな
い方に対し情報を収集するという明確な使用
場面を設定した。 
・利用者の行動パターンをモニタリングし、
エビデンスに基づいた介護計画を立案する目
標を立てたことより、転倒事故に対する職員
の意識を高めた。 
・夜間帯の巡視場面において、無駄な駆けつ
け業務を減少させることを実現できた。 

介護付き有料老人
ホーム 杜の癒し
ハウス文京関口 

文京区 
愛移乗くん N、シ
ルエット見守り
センサ 

・寝たきりでおむつ使用の方に「１日１回、
トイレで排泄することができる」という明確
な目標を設定した。（愛移乗くん） 
・比較的協力をしていただける利用者を対象
とし、結果が見えやすい状態を設定した。（愛
移乗くん） 
・実際に職員が体験使用を行うことで、使っ
てみたいという職員が増えた。 
・トイレに行って排泄ができるようになった。
寝たきりの状態を改善することで、利用者の
「動きたい」という気持ちを更に強くするこ
とができた。（愛移乗くん） 
・介助中にナースコールが鳴っても、見守り
センサの画像で状況が把握できるようになっ
たため、緊急性の有無の判断ができるように
なった。その為、職員の業務負担軽減にもつ
ながった。必要のない居室の訪室が激減した
ことで、利用者の睡眠を妨げることも減った。
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施設・事業所名 
所在地 

（市町村） 
導入機種 導入目標と効果の考え方 

特別養護老人ホー
ム聖心ホーム 

人吉市 
マッスルスーツ 
スタンドアロー
ンタイプ 

①居室等での排泄介助に一日約３時間、浴室
での入浴支援に一日約１時間と高い頻度で使
用している点 
②介護ロボット使用時における反省点等を、
ＰＤＣＡサイクルを行いつつ、介護ロボット
を用いた効率的な介護方法をマニュアル化
し、介護サービスの質の向上に繋げている点
③介護ロボットを使用し、介護職員の勤務環
境改善に取り組んでいることをＰＲすること
でリクルート効果を狙っている点 

デイサービスみな
み阿蘇 

南阿蘇村 
ロボットアシス
ト ウ ォ ー カ ー
RT.1 

①介護ロボットが計測した歩行距離や消費カ
ロリーといった数値を用い、利用者に対し具
体的な数値目標を定めることで、利用者の健
康管理意欲の向上に繋げている点 
②歩行に対し不安感又は疲労感の強かった利
用者が、介護ロボットを用いることで歩行訓
練に参加するようになるといった利用者の満
足度を向上させている点 
③利用者の付き添い時間の短縮といった介護
職員の負担軽減に繋げている点 

あすなろ熊本訪問
看護ステーション 

熊本市 Legame 

①介護ロボットを通常の見守りと併用するこ
とで、利用者家族から安心できると高い満足
感を得ている上、非接触の製品を使用するこ
とで利用者の身体的負担の軽減を図っている
点 
②利用者のバイタルサインの目視確認は介護
職員の精神的負担であったが、介護ロボット
より送信される情報を併用することで精神的
負担を軽減させている点 

介護老人保健施設 
大分豊寿苑 

大分市 
ロボットアシス
トウォーカーＲ
Ｔ２ 

・アシスト、ブレーキ、速度の設定について
は、理学療法士等が評価を行っている。 
・利用者からの意見としても、「（速度設定
があることにより）歩く時の怖さが少なくな
った」等、好評を得ており、また従来の歩行
距離が 10ｍ程度の方が、50ｍ程度まで拡大す
るなど、機能の向上も見受けられた。 
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（４）地域医療介護総合確保基金による平成２７、２８、２９年度「介護ロボット導入

支援事業」の実績（計画）について 

 
平成２７年度、平成２８年度、平成 29 年度の地域医療介護総合確保基金による 

「介護ロボット導入支援事業」の実績（計画）台数（単位：台） 

 

  

平成 27 年度実績 平成 28 年度実績 平成 29 年計画 

見

守

り 

移

乗 

移

動 

排

泄 

入

浴 

合

計 

見

守

り

移

乗

移

動

排

泄

入

浴

合

計

見

守

り

移

乗

移

動 

排

泄 

入

浴 

合

計

北海道 0 0 0 0 0 0 9 0 2 0 0 11 43 0 1 0 0 44

青森県 0 0 0 0 0 0 3 5 3 1 0 12 8 0 4 0 0 12

宮城県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 36 0 0 0 0 36

秋田県 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

福島県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 20 0 0 0 0 20

茨城県 0 18 0 0 0 18 74 2 0 0 0 76 70 0 0 10 0 80

栃木県 0 0 0 0 0 0 25 0 0 0 0 25 21 0 0 0 0 21

群馬県 7 5 0 1 0 13 98 2 0 0 0 100 201 8 0 0 0 209

埼玉県 0 0 0 0 0 0 50 2 10 5 0 67 55 3 1 0 0 59

千葉県 0 0 0 0 0 0 84 0 1 0 0 85 92 0 0 0 0 92

東京都 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 35 2 0 0 0 37

神奈川県 7 0 0 0 0 7 115 4 0 1 0 120 114 2 0 1 1 118

新潟県 0 0 0 0 0 0 22 1 0 1 0 24 86 0 0 1 1 88

岐阜県 32 0 0 0 0 32 13 0 0 0 0 13 0 2 0 0 0 2

愛知県 0 0 0 0 0 0 29 2 3 0 0 34 107 2 11 0 1 121

三重県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 12 7 0 0 0 19

兵庫県 0 0 0 0 0 0 0 12 0 1 1 14 0 11 0 0 1 12

奈良県 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 11 1 0 0 0 12

鳥取県 0 0 0 0 0 0 5 1 0 0 0 6 10 0 0 0 0 10

島根県 0 0 0 0 0 0 1 1 0 16 0 18 21 25 2 1 0 49

岡山県 43 0 0 0 0 43 108 0 0 0 0 108 45 0 0 2 0 47

広島県 0 0 0 0 0 0 102 133 33 17 0 285 170 108 5 16 0 299

香川県 0 0 1 0 0 1 0 0 0 4 0 4 14 0 0 0 1 15

愛媛県 0 0 0 0 0 0 3 16 0 0 0 19 23 15 0 0 0 38

福岡県 10 5 0 0 0 15 6 0 0 0 0 6 67 1 0 0 0 68

熊本県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 53 2 8 0 5 68

大分県 3 0 2 0 3 8 34 0 0 0 0 34 29 0 2 0 0 31

鹿児島県 0 0 0 0 0 0 17 2 0 0 0 19 58 2 1 0 0 61

合計 102 29 3 1 3 138 799 184 52 46 1 1082 1401 191 35 31 10 1668
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平成２７年度、平成２８年度、平成２９年度の地域医療介護総合確保基金による 

「介護ロボット導入支援事業」の実績（計画）件数（単位：件） 

 

  
平成 27 年度実績 平成 28 年度実績 平成 29 年度計画 

施設系 居宅系 合計 施設系 居宅系 合計 施設系 居宅系 合計 

北海道 0 0 0 5 4 9 8 5 13 

青森県 0 0 0 7 5 12 4 1 5 

宮城県 0 0 0 0 0 0 8 0 8 

秋田県 1 0 1 1 0 1 0 0 0 

福島県 0 0 0 0 0 0 9 0 9 

茨城県 13 0 13 18 0 18 23 1 24 

栃木県 0 0 0 18 7 25 3 0 3 

群馬県 8 1 9 28 0 28 51 11 62 

埼玉県 0 0 0 18 12 30 19 6 25 

千葉県 0 0 0 14 0 14 13 1 14 

東京都 0 0 0 0 0 0 5 0 5 

神奈川県 2 1 3 23 3 26 20 0 20 

新潟県 0 0 0 9 2 11 17 10 27 

岐阜県 8 0 8 9 0 9 2 0 2 

愛知県 0 0 0 32 2 34 95 26 121 

三重県 0 0 0 0 0 0 4 2 6 

兵庫県 0 0 0 10 0 10 8 0 8 

奈良県 0 0 0 1 0 1 3 0 3 

鳥取県 0 0 0 6 0 6 3 0 3 

島根県 0 0 0 3 0 3 10 0 10 

岡山県 10 0 10 19 1 20 8 0 8 

広島県 0 0 0 59 57 116 71 28 99 

香川県 1 0 1 2 0 2 6 0 6 

愛媛県 0 0 0 4 0 4 9 0 9 

福岡県 2 0 2 1 0 1 13 1 14 

熊本県 0 0 0 0 0 0 36 10 46 

大分県 4 0 4 4 0 4 7 0 7 

鹿児島県 0 0 0 8 0 8 47 14 61 

合計 49 2 51 299 93 392 502 116 618 
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【参考】 

平成 29 年度介護ロボット導入支援事業の実施状況調査 
  【基本情報】 

都道府県名  

記入担当部署・係  

連絡先 TEL：             mail：      @     

 

Ⅰ．地域医療介護総合確保基金による平成 29 年度「介護ロボット導入支援事業」の実施概況

について 

選択肢の☐ （チェックボックス）をクリックするとレ点が入力されます。括弧（  ）内に

は数字、該当する内容を記入してください。 

１．「介護ロ

ボット導入

支援事業」を

実施しまし

たか。 

☐ 1.実施した 

☐ 2.実施しなかった 

⇒実施しなかった理由を選択してください。 

☐ 1. 他の基金事業の実施を優先したため 

☐ 2. 地方創生推進交付金を活用した介護ロボット導入支援事業を実施

したため 

☐ 3. 一般財源にて実施したため 

☐ 4. 台数や金額の制約から、効果や施設にとってのメリットが見込めな

いため 

☐ 5. 事業所や関係機関から、事業実施の要望がなかったため 

☐ 6. 募集したが、応募する事業所がなかったため 

☐ 7.その他（                        ） 

２．（「１．」

で「実施しな

かった」を選

んだ場合）来

年度実施す

る予定はあ

りますか。 

☐ 1. 来年度実施を予定している 

☐ 2. 検討している  

☐ 3. 実施の予定はない 

『１．「介護ロボット導入支援事業」』を「２．実施しなかった」都道府県は、Ⅳを回答して

ください。 

「１．実施した」都道府県の場合は、３～１１もご回答ください。 

３．平成 30

年 1 月末ま

でに提出さ

れた介護ロ

ボット導入

計画は何件

ですか。 

合計（     ）件 

 施設系と居宅系の内訳 

 施設系の計画件数（    ）件 

 居宅系の計画件数（    ）件 

４．導入支援

事業の対象

として認め

た計画は何

件ですか。 

 

合計（     ）件 

 施設系と居宅系の内訳 

 施設系の計画件数（    ）件 

 居宅系の計画件数（    ）件 

５．認められ

ない計画が

あった場合、

どんな理由

☐ 1. 介護ロボットの技術的３要件(センサー系、知能・制御系、駆動系)を満

たしていない 

☐ 2.その他 

      （                                             ） 
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でしたか。 

６．平成 29

年度執行見

込額を記載

してくださ

い 

（         ）千円 

７．導入支援

事業の対象

とする「介護

ロボット」を

限定してい

ますか。 

☐ 1. 支援対象商品を限定していない 

☐ 2. 支援対象商品を限定している 

→支援対象としている「介護ロボット」の商品名・メーカー名をお答え

ください。また、限定しているのはどのような理由ですか 

商品名（          ）メーカー名（         ） 

商品名（          ）メーカー名（         ） 

商品名（          ）メーカー名（         ） 

商品名（          ）メーカー名（         ） 

商品名（          ）メーカー名（         ） 

商品名（          ）メーカー名（         ） 

理由：（                             ） 

８．事業の実

施状況につ

いて、現在把

握されてい

る範囲でお

答えくださ

い。 

☐ 1. おおむね計画通りに進んでいる 

☐ 2. 計画通りに進んでいない事業所がある 

→計画通りに進んでいないのはどのような理由ですか 

（                            ） 

９．介護ロボ

ットを導入

した事業所

からはどの

ような意見

が出ていま

すか。現在把

握されてい

る範囲で概

況をお知ら

せください。 

※複数選択

可 

肯定的意見として 

☐ 1. 使用場面を限定するなどの工夫により効果を実感できた 

☐ 2. 職員の身体的・心理的な負担軽減につながった 

☐ 3. 職員の業務が効率化された 

☐ 4. 利用者とのコミュニケーションを取る機会が増加した。 

☐ 5. 利用者の生活の質の向上に繋がった 

☐ 6. 介護の質が向上した 

☐ 7. 転倒、転落などのリスクが軽減された 

☐ 8. 介護ロボットを導入するきっかけになった 

☐ 9. 導入開始からの期間が短く、まだ意見は出ていない 

☐ 10. 把握していない 

☐ 11. その他（                           ）

課題指摘として 

☐ 1. 使用に不向きの場面がある 

（例                  ） 

☐ 2. 介護ロボットの使用に際して、準備や装着、片づけ等に時間を要するた

め 

効率化につながらない 

☐ 3. 導入する施設の前提条件の確認が不十分 

☐ 4. コミュニケーション支援型ロボットが補助対象になっていない 

☐ 5. 補助額の上限が低い（導入に際して、施設の費用負担が大きい） 

☐ 6. 介護ロボット導入による介護負担軽減の有効性等について、在宅介護を

行っている家族等へ周知するとよい 

☐ 7. 課題について把握していない 

☐ 8. その他 

（                            ） 
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１０．介護ロ

ボットを導

入した事業

所に対して、

フォローア

ップを行い

ましたか。 

☐ 1. 実施しなかった 

☐ 2. 実施した 

→どのようなフォローアップを行いましたか 

（対象、時期、回数、方法、内容など、具体的に記載してください） 

１１．次年度

以降は「介護

ロボット導

入支援事業」

をどのよう

に実施した

いとお考え

ですか。 

☐ 1.今年と同様に実施 

☐ 2.内容をより充実させて実施 

⇒2, を選択した場合は具体的な内容を選択してください。 

☐ 1. 予算を増額して実施する 

☐ 2 リースやレンタルも可能とする 

☐ 3. 対象事業所を拡大して実施する 

☐ 4. その他（                  ） 

 

☐ 3.テーマ、分野を絞って実施  

⇒3, を選択した場合は具体的な内容を選択してください。 

☐ 1. 他事業の導入支援と重複しない分野に絞って実施 

☐ 2. 実証で効果が認められたものについては導入を促進する 

☐ 3. その他（                  ） 

 

☐ 4.その他 

⇒4を選択した場合は具体的な内容を選択してください。 

☐ 1. 地域医療介護総合確保基金によらず，独自事業として実施する 

☐ 2. 事業所向け介護ロボット導入研修会を開催する 

☐ 3. 導入効果等を都道府県内の事業所等に周知する 

☐ 4. その他（                  ） 

☐ 5. 実施しない 
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Ⅱ．平成 29 年度「介護ロボット導入支援事業」で事業採択された導入計画全体の概要につい

て 

 

１． 平成 30 年 1 月末までに採択された導入計画全体で、どのような機種の導入計画が多

かったですか。導入計画全体を施設系サービスの計画と在宅系サービスに分けて、事業

で指定されている支援分野ごとに計画申請されたすべての導入機種名とその計画導入台

数を下記の表にご記入ください。（回答欄が足りない場合は適宜改行して欄を増やして下

さい。） 

※導入対象機種の範囲をあらかじめ決めている場合は、対象機種の一覧リストを添付し

てください。 

支援分野分

類 

施設サービス系 在宅サービス系 

機種名 
メーカー

名 

計画導

入 

台数 

機種名 
メーカー

名 

計画導

入 

台数 

移乗支援       

      

      

      

      

 合計台数  合計台数  

移動支援       

      

      

      

合計台数  合計台数  

排泄支援       

      

      

      

合計台数  合計台数  

見守り       

      

      

      

      

合計台数  合計台数  

入浴支援       

      

      

      

合計台数  合計台数  

171



 

 

 

 
２．導入の好

事例となりそ

うな導入計画

がありました

ら事例をご紹

介下さい。ま

た、関係書類

を添付してく

ださい。 

事

例

１ 

事業所名 所在地（市町村） 

導入機種 

好事例と判断した理由 

（例）・導入に当たり、工夫が見られる 

・効果的に利用されている（使用頻度が高い） 

・利用者やその家族に好評である 

等、どのような点で好事例と判断したのか理由を詳しく記載して

ください。 

事

例

２ 

事業所名 所在地（市町村） 

導入機種 

好事例と判断した理由 

 

事

例

３ 

事業所名 所在地（市町村） 

導入機種 

好事例と判断した理由 
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Ⅲ．地域医療介護総合確保基金による平成 27、28 年度「介護ロボット導入支援事業」の実績

について 

 

平成 27 年度、平成 28 年度の地域医療介護総合確保基金による「介護ロボット導入支援事業」

の実績をご記入ください。 

年度 平成 27 年度実績 平成 28 年度実績 

支援分野

別 

計画導入台数に対する実績導入台数

を記載してください。 

見守り （    ）台 

移乗  （        ）台 

移動  （        ）台 

排泄  （        ）台 

入浴  （        ）台 

計画導入台数に対する実績導入台数を記

載してください。 

見守り  （    ）台 

移乗  （        ）台 

移動  （        ）台 

排泄  （        ）台 

入浴  （        ）台 

   計  （        ）台 計  （        ）台 

対象 導入支援事業の対象として認めた計

画件数に対する実績件数を記載して

ください。 

施設系 （       ）件 

居宅系 （    ）件 

導入支援事業の対象として認めた計画件

数に対する実績件数を記載してくださ

い。 

施設系 （       ）件 

居宅系 （    ）件 

計   （        ）件 計  （        ）件 

執行額 （       ）千円 （       ）千円 
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Ⅳ．その他の介護ロボット開発・普及の促進に関する事業について 

 

地域医療介護総合確保基金による「介護ロボット導入支援事業」以外に実施している介護ロ

ボット開発・普及の促進に関する事業があればお知らせください。（複数ある場合は欄を追記

してください。関係書類を添付してください。） 

 H28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 

開発支援 事業名 事業名 事業名 

執行額（     ）千

円 

予算額（     ）千円 予算額（     ）千円

事業内容 事業内容 事業内容 

対象者 対象者 対象者 

対象人数（対象社数） 対象人数（対象社数） 対象人数（対象社数） 

実績 実績見込み 予定 

導入支援 事業名 事業名 事業名 

執行額（     ）千

円 

予算額（     ）千円 予算額（     ）千円

事業内容 事業内容 事業内容 

対象者 対象者 対象者 

対象人数（対象社数） 対象人数（対象社数） 対象人数（対象社数） 

実績 実績見込み 予定 

普及・啓

発 

支援 

事業名 事業名 事業名 

執行額（     ）千

円 

予算額（     ）千円 予算額（     ）千円

事業内容 

 

事業内容 

 

事業内容 

 

対象者 対象者 対象者 

対象人数（対象社数） 対象人数（対象社数） 対象人数（対象社数） 

実績 実績見込み 予定 

 

ご協力いただきありがとうございました。 
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付 録 
 

 

○アドバイス支援事業及びモニター調査事業 募集要項 

○介護ロボット普及モデル事業募集要項 

○本報告書で記載した機器のカテゴリー 





 
 

企業向け 

平成２９年度 

福祉用具・介護ロボット実用化支援事業 

「専門職によるアドバイス支援事業」及び、 

「介護ロボット等モニター調査事業」 

 

募集要項 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年６月１９日 

 

公益財団法人テクノエイド協会 
 

本事業は予算の範囲で実施するものであり、予定の件数に到達しだい終了となりますので、予めご了

承ください。詳しくは、協会までお問い合わせください。 

また、所定の様式等は、協会のホームページ（http://www.techno-aids.or.jp/）からダウンロードするこ

とができます。 

 

付録１ アドバイス支援事業及びモニター調査事業 募集要項 
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「専門職によるアドバイス支援事業」及び、 

「介護ロボット等モニター調査事業」○○○ 
 

～ 募集要項 ～ 
 

 
資料：厚生労働省  

１．目的 

当協会では、厚生労働省の委託を受けて「福祉用具・介護ロボット実用化支援事業」を実施していま

す。この事業は、高齢者介護の現場において、真に必要とされる福祉用具・介護ロボット（以下「介護

ロボット等」。）の実用化を促す環境を整備し、企業による製品化を促進することを通じて、要介護者

の自立支援や介護者の負担軽減を図ることを目的とした事業です。 

つきましては、今般、本事業の一環として、使用する側の「ニーズ」と開発する側の「シーズ」をマ

ッチングする取り組みとして、次頁の２事業（３種類）を実施することとなりました。 

それぞれの事業の趣旨を踏まえ、いずれかの事業を希望される企業の方は、本書記載の内容に沿って

応募してください。 

なお、本事業は予算の範囲で実施するものであり、予定の件数に到達しだい終了となりますので予め

ご了承ください。 

※介護ロボット等モニター調査事業（Ｐ７）には、提出期限がありますので注意してください。 
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（１）「専門職によるアドバイス支援事業」の概要  

以下の２種類の事業について募集します。※事業は機器の開発段階によって異なります。 

①介護職員等との意見交換 

開発コンセプトの段階（実機不要）や開発途中（試作段階）にある介護ロボット等について、介護

施設等での自由な意見交換を通じて、当該機器の対象者と適用範囲、期待される効果、開発にあたっ

ての課題等についての話し合いを行うことを目的とします。 

＊募集件数：５件 

＊実施期間：１日又は２日 

＊応募企業に対する費用の補助はありません。 

＊応募企業と意見交換を行う介護施設等のマッチングを協会が支援します。 

＊必要に応じて協会職員が同行し、また当該機器に適した専門家等を派遣します。 

＊アドバイス謝金：５万円（協力介護施設等へ協会から交付します。） 

･････ Ｐ５へお進みください。 

 ②専門職によるアドバイス支援 

開発早期の段階にある介護ロボット等について、高齢者や福祉用具に係わる専門職が専門的なアド

バイスを行うことにより、真に必要とされる機能・機器の開発を促すことを目的とします。 

＊募集件数：５件 

＊実施期間：１週間～１ヶ月程度 

＊応募企業に対する費用補助はありません。 

＊応募企業とアドバイスが行える介護施設等のマッチングを協会が支援します。 

＊必要に応じて協会職員が同行し、また当該機器に適した専門家等を派遣します。 

＊アドバイス協力費：１０万円（協力介護施設等へ協会から交付します。） 

･････ Ｐ５へお進みください。 

 

（２）「介護ロボット等モニター調査事業」の概要 

開発中の介護ロボット等について、介護現場において、使い勝手のチェックやニーズの収集など、

企業が機器開発上有用となる情報を収集するためのモニター調査を行うことを目的とします。 

なお、本調査と合わせて実証試験を行うことも可能です。 

＊実施予定： 

 ・一般公募案件：１０件 

・経産事業案件：２件（経済産業省「ロボット介護機器開発・導入促進事業」採択企業） 

＊モニター調査に伴う費用助成 

〔企業に対する助成〕 

・一般公募案件：１企業あたり、８０万円を上限に補助します 

・経産事業案件：無（費用は経産補助金により対応していただきます。） 

＊採択の可否は協会が設置する委員会等の事前検証を経て決定します。 

〔モニター協力施設等に対する助成〕 

・１施設あたり、１５万円（協力介護施設等へ協会から交付します。） 

    ･････ Ｐ７へお進みください。 
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（参考資料） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上記（２）「介護ロボット等モニター調査事業」は、「モニター調査（利用者視点での情報収集）」

と「実証試験（開発者視点での開発仮説の実証検証）」を区別しています。 

採択されてモニター調査を行う際、実証試験も併せて実施することは差し支えありませんが、モ

ニター調査は必須とさせていただきます。 

実証試験のみを目的とした応募は、対象となりません。 
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メ モ 

 

日付 問い合わせ内容 結果・対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

（本事業に関するお問い合わせ先） 

事務局 

公益財団法人テクノエイド協会 企画部（加藤・山下・嶋谷） 

〒１６２－０８２３ 

東京都新宿区神楽河岸１－１セントラルプラザ４階 

ＴＥＬ０３（３２６６）６８８３ 電子メール monitor@techno-aids.or.jp 
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２．専門職によるアドバイス支援事業の募集 

（１）専門職によるアドバイス支援事業の種類 

専門職によるアドバイス支援事業には、以下の２種類の事業があります。 

いずれかの事業を選択してください。 

  

①介護職員等との意見交換 

開発コンセプトの段階（実機不要）や開発途中（試作段階）にある介護ロボット等について、介

護施設等での自由な意見交換を通じて、当該機器の対象者と適用範囲、期待される効果、開発にあ

たっての課題等についての話し合いを行うことを目的とします。 

 

②専門職によるアドバイス支援 

開発早期の段階にある介護ロボット等について、高齢者や福祉用具に係わる専門職が専門的なア

ドバイスを行うことにより、真に必要とされる機能・機器の開発を促すことを目的とします。 

 

 ※応募検討している機器がどの段階にあるか判断が付かない場合には、協会まで相談してください。 

 

（２）募集対象者 

以下に掲げる企業を本事業の対象とします。 

 開発コンセプトの段階（実機不要）や開発途中（試作段階）にある介護ロボット等のメーカー 

 介護現場等での意見交換を通じて、開発機器のコンセプトの構築を図りたいメーカー 

 構想あるいは試作機について、現場のアドバイスをもらいたいメーカー 

 機器の対象者や適用範囲等を確認したいメーカー 

 

（３）募集の対象となる介護ロボット等 

以下の３要件を全て満たすこと。 

◆目的要件（以下のいずれかの要件を満たす機器であること。） 

 心身の機能が低下した高齢者の日常生活上の便宜を図る機器 

 高齢者の機能訓練あるいは機能低下予防のための機器 

 高齢者の介護負担の軽減のための機器 

◆技術要件（以下のいずれかの要件を満たす機器であること。） 

 ロボット技術（※）を適用して、従来の機器ではできなかった優位性を発揮する機器 

（※）①力センサーやビジョンセンサー等により外界や自己の状況を認識し、②これによって得られた情報を解析し、③その結

果に応じた動作を行う 

 技術革新やメーカー等の製品開発努力等により、新たに開発されるもので、従来の機器では実現

できなかった機能を有する機器 

 経済産業省が行う「ロボット介護機器開発・導入促進事業」において採択された機器 

◆マーケット要件 

 現時点では需要が顕在化していないが、潜在的な需要が見込まれる機器 
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（４）実施内容等 

①募集件数 

  ・介護職員等との意見交換 ５件（先着順） 

  ・専門職によるアドバイス支援 ５件（先〃順） 

平成２９年６月１９日以降、先着順としますが、応募内容が本事業の趣旨に合致するものか、協

会にて審査し採用の可否を判断いたします。なお、不明瞭な記載や内容に不備がある場合、また本

事業の趣旨に反する段階の案件等については、受付しない場合もあります。 

②実施時期 

   平成２９年７月上旬～ 

③費用の交付 

応募企業に対する費用の交付はありませんが、ご協力いただく介護施設等に対して下記の金額を

当協会から交付します。 

  ・介護職員等との意見交換：アドバイス謝金として、５万円 

  ・専門職によるアドバイス支援：アドバイス協力費として、１０万円 

④企業と介護施設等のマッチング 

協力いただく介護施設等は、原則として、当協会が実施する「福祉用具・介護ロボット開発実証

環境整備事業」の登録協力施設の中から選定することになります。 

⑤応募の書類と方法について 

  ●提出書類 

    様式１ 専門職によるアドバイス支援事業 依頼書 ････ Ｐ１４ 

●提出部数 

正本１部、電子媒体１枚（電子メール又はＣＤ） 

●提出方法 

郵送又は持参（※ＦＡＸによる提出は認めません。） 

●提出期限  先着順（受付可能な時期については、協会まで確認してください。） 

 

各種の様式は、テクノエイド協会のホームページからダウンロードすることができます。 

http://www.techno-aids.or.jp/ 
 

 

 

～ 以下は、介護施設等の関係書類です。参考として掲載しています。 ～ 

 

   様式１ 専門職によるアドバイス支援事業 実施希望書 ･･･････ Ｐ２２ 

   様式２ 専門職によるアドバイス支援事業 実施結果報告書 ･･･ Ｐ２４ 

   様式３ 専門職によるアドバイス支援事業・協力施設 請求書 ･ Ｐ２５ 

 

 

  

186



 

7 
 

３．介護ロボット等モニター調査事業の募集 

（１）募集対象者 

介護ロボット等の試作機を有しており、介護施設等におけるモニター調査を希望する企業等で以下

の２つの条件を満たす者を対象とします。 

① 本モニター調査においては、後述の（４）に示すモニター調査の枠組みを想定しています。この枠

組みに即したモニターを行う企業等が対象となります。 

② モニター調査の枠組みに即した、より効果的なモニターを推進する観点から、専門職等による助

言・指導及び、モニター協力施設等とのマッチングを希望する企業等が対象となります。 

 
（２）募集の対象となる介護ロボット等 

以下の３要件を全て満たすこと。 

◆目的要件（以下のいずれかの要件を満たす機器であること。） 

 心身の機能が低下した高齢者の日常生活上の便宜を図る機器 

 高齢者の機能訓練あるいは機能低下予防のための機器 

 高齢者の介護負担の軽減のための機器 

◆技術要件（以下のいずれかの要件を満たす機器であること。） 

 ロボット技術（※）を適用して、従来の機器ではできなかった優位性を発揮する機器 

（※）①力センサーやビジョンセンサー等により外界や自己の状況を認識し、②これによって得られた情報を解析し、③その結

果に応じた動作を行う 

 技術革新やメーカー等の製品開発努力等により、新たに開発されるもので、従来の機器では実現

できなかった機能を有する機器 

 経済産業省が行う「ロボット介護機器開発・導入促進事業」において採択された機器 

◆マーケット要件 

 現時点では需要が顕在化していないが、潜在的な需要が見込まれる機器 

 

（３）モニター調査の実施概要 

①実施期間 

採択決定後～平成３０年２月１６日 

※モニターの実施期間は、内容や規模を考慮し適切な期間を設定してください。 

②採択件数と交付額 

【採択予定】 

・一般公募案件：１０件 

・経産事業案件：２件（「ロボット介護機器開発・導入促進事業」採択企業） 

   → 経産案件の企業の方で本モニター調査事業を希望される方は、当協会まで問い合わせください。 

【モニター調査に対する資金交付】 

〔企業等に対する資金交付〕 

・一般公募案件：１企業あたり、８０万円を上限に補助します 

・経産事業案件：無（費用は経産補助金により対応していただきます。） 

〔モニター協力施設等に対する資金交付〕 

・１施設、１５万円（協力介護施設等へ協会から交付します。） 
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（必ずお読みください。） 

※ 企業等に交付する資金は、モニター調査に要する費用とします。但し、試作機を製作するため

の金型代等は含まれません。Ｐ２０の「対象経費」を参照してください。 

※ 上限額に自己資金を加えて実施することも可能ですが、交付を希望する額が明確に分かるよう

に区分して記入してください。 

※ 交付額は、モニター調査の内容や規模等を勘案して、協会が予算の範囲内で決定します。 

※ 企業等に交付する資金は、原則、交付決定後に概算払い（注）しますが、モニター調査終了後に

費用を精算する必要があります。（注）但し、厚生労働省から協会が概算払いされている場合に限ります。 

 

③その他の留意事項 

○ モニター調査に協力いただく介護施設等は、原則として、当協会が実施する「福祉用具・介護ロ

ボット開発実証環境整備事業」の登録施設等の中から選定していただきます。 

○ モニター調査を希望する企業とモニター調査に協力していただける介護施設等とのマッチングを

一つの目的としております。 

つきましては、申請に当たって、実施するモニター調査の内容の一部を登録施設等へ情報提供す

るとともに、当協会のホームページから情報提供することに同意いただくことになります。 

○ 適切かつ効果的なモニター調査を推進する観点から、モニター調査の計画作成及び実施にあたっ

て、協会が設置するモニター調査検討委員会から指導・助言を行う場合があります。 

但し、経産事業案件については、原則として、指導・助言の対象となりません。 
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（４）モニター調査の枠組み 

◎モニター調査の基本的な考え方について 

   モニター調査は、下記にまとめた観点の１．～５．に基づいた調査とします。 

   応募に際しては、機器開発の状況、今回のモニター調査で把握したい事項などについて、この枠

組みに即して記載してください。 

 

モニター調査項目の基本的な考え方と指標の例 

 

モニター調査項目 調査手法・指標の例 

１．利用対象者の適用範囲に関すること 

開発のねらい、そのねらいと想定する身体機

能レベルの整合性について、複数の被験者の結

果等から調査する。 

 

（調査結果の活用） 

利用者の適用範囲について条件を整理し、そ

の条件でのモニター調査を経ても支障がなか

ったかを確認する。支障が生じた場合には、そ

の原因と支障が及ぶ範囲をモニター調査で把

握し、その結果を基に適用範囲を修正する。 

 

 

■調査手法 

 観察法、インタビュー法、質問紙法 

 

■指標例 

・要介護度 

・ベッド利用の状態、時間、転落懸念の有無など 

・姿勢保持のレベル 

・コミュニケーション能力 

・歩行、移動の自立度 

・排泄の自立度 など 

 

２．利用環境の条件に関すること 

 機器利用の環境条件について、複数の被験者

の結果等から調査する。 

 

（調査結果の活用） 

利用環境について条件を整理し、その条件で

のモニター調査を経ても支障がなかったかを

確認する。支障が生じた場合には、その原因と

支障が及ぶ範囲をモニター調査で把握し、その

結果を基に適用範囲を修正する。 

 

■調査手法 

 観察法、インタビュー法、質問紙法 

 

■指標例 

・利用に際して必要とする空間（広さ）の測定 

・利用に際して必要とする設備の確認 

・利用に際して必要とする介助者の条件 

・その他の必要条件 など 

 

 

３．機器の利用効果に関すること 

右欄の例示等を参考に、機器開発のねらいに

即して調査すべき項目・指標を設定する。 

 

（調査すべき項目、指標の設定、選択の考え方）

・これまでの研究開発の蓄積から独自に設定す

る。 

 

■調査手法 

 観察法、インタビュー法、質問紙法 

 

■指標例 

①介護を受ける側への効果（例示） 

・ＡＤＬ、ＩＡＤＬの変化 
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・学識経験者、類似開発経験者などの有識者の

指導、協力を得て設定する 

・モニター協力者との意見交換から設定する 

・標準化対応の検討から設定する 

 など 

 

 

・ＦＩＭ指標の変化 

・ＬＳＡ（Life Space Assessment） 

・日常生活時間の内容変化 

・ＱＯＬ変化（sf-36、QOL26 など） など 

②介護を受ける者の身体機能、感覚機能の維持 

負担軽減、ＡＤＬ向上とは異なる方向性の調査とし

て、身体機能、感覚機能など残存機能の維持効果につ

いて、それぞれの機能計測に対応した指標を設定す

る。 

③介護者の負担軽減（例示） 

・就労時間の変化 

・腰痛等の変化 

・介護負担指標（Zarit 介護負担尺度、BIC-11 など）

の変化 

・ストレス指標の変化 など 

④介護サービスのプロセス削減（例示） 

・プロセス全体での時間削減、時間効率変化 

・プロセス全体の人員構成の変化 など 

介護のプロセスあるいは介護サービス全体の視点

での削減、軽減の効果について調査する。 

４．機器の使い勝手に関すること 

介護現場の使用状況下で、想定した目的を達

成するために用いられる際の有効さ、効率、利用

者の満足度の度合いを調査する。 

導入直後と利用後の変化をみるなどして評価

する。 

 

（調査結果の活用） 

目的に即した効果（３．の結果）と使い勝手の満

足度との勘案で、効果の発揮、向上に資する要素

を整理する。 

 

 

■調査手法 

 観察法、インタビュー法、質問紙法 

 

■指標例 

 ・ＱＵＥＳＴ（満足度評価）  

 ・ＳＡＳ（System Usability Scale） 

   その他 

５．介護現場での利用の継続性に関すること 

上記１．～４．までの調査を踏まえた上で、モニター調査に協力した施設等で継続して利用したいと

思うか、その理由は何か。 

利用したくない場合は、その理由は何かを把握する。 
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（５）応募方法 

  ●提出資料 

    様式１ 介護ロボット等モニター調査事業 交付金要望書 ････ Ｐ１６  

●提出部数 

正本１部、コピー１３部、電子媒体１枚（電子メール又はＣＤ） 

●提出方法 

郵送又は持参（※ＦＡＸによる提出は認めません。） 

●提出期限  平成２９年７月１４日（金）１７時 必着 

但し、経産省が行う「ロボット介護機器開発・導入促進事業」において採択された機器については募

集期間を延長することがあります。詳しくは、協会まで問い合わせてください。 

 

（６）募集期間 

平成２９年６月１９日（月）～７月１４日（金）  

（注１）募集期間に予定の件数に満たない場合には追加募集します。詳しくは協会まで問い合わせ

てください。  

（注２）経産省が行う「ロボット介護機器開発・導入促進事業」において採択された機器について

は、募集期間を延長することがあります。詳しくは、協会まで問い合わせてください。 

 
（７）事業の流れと選考方法 

◎事業の流れ 

★７月１４日（金）（様式２）介護ロボット等モニター調査事業 交付金要望書の提出期限 

→ 協会にて書面審査を行います。 

本事業は、予算の範囲内で実施します。従って、事務処理の都合上、一定程度の募集期間を設けております

が、期間内で既定の応募件数を満たない場合には、追加募集することといたします。詳しくは、協会まで問い

合わせてください。 

→ 書面審査の結果を踏まえて次のステップへ進みます。 

 

 ★８月上旬～ 

  ①→ 試作機の事前検証の実施 

書面審査の結果をクリアした案件については、原則として、協会が設置する「モニター調査検討委員会」

において、試作機の事前検証を行います。 

事前検証の際には、協会が指定した開催日に会場（東京都内を予定）までお越しいただき、当該機器の対

象及び有用性、さらには想定するモニター調査の内容等について説明していただきます。 

なお、事前検証のための旅費等の費用は応募者の負担となります。 

 

②→ 委員会の審議を踏まえて、採択候補を決定します。 

委員会審議の結果を送付します。 

なお、委員会による審議の結果、モニター調査としては不採択であっても、協会から「専門職によるアド

バイス支援事業」の実施へ誘導する場合があります。 
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③→ 採択後のモニター調査の計画作成に係わる助言・指導について 

適切かつ効果的なモニター調査を推進する観点から、モニター調査の計画作成にあたって、当協会の設置

する委員会委員等から、助言・指導を得ることができます。（ただし、経産事業案件は、原則として指導・

助言の対象とはなりません。）。 

 

④→ モニター調査を実施する介護施設等とのマッチングについて 

モニター調査に協力いただく介護施設等は、原則として、当協会が実施する「福祉用具・介護ロボット開

発実証環境整備事業」の登録施設等の中から、選定していただきます。 

 

⑤→ 介護ロボット等モニター調査事業 資金交付申請書の提出 

→ 別に定める「福祉用具・介護ロボット実用化支援事業（介護ロボット等モニター調査事業）

交付要綱」に従い、「介護ロボット等モニター調査事業 資金交付申請書（様式１）」を提

出していただきます。なお、要綱及び様式は協会ＨＰからダウンロードしてください。 

交付申請時には、当該案件に係る有識者との打合せ等に必要な旅費及び謝金を計上していただくことにな

ります。また、資金交付の時期は、厚生労働省から協会へ当該事業に係る資金が交付され次第となります。 

→ 書面審査の結果を踏まえて次のステップへ進みます。 

 

 

★８月下旬～平成３０年２月１６日 

→ 介護施設等において、介護ロボット等モニター調査の実施 

→ モニター終了後、別に定める「福祉用具・介護ロボット実用化支援事業（介護ロボット等モニ

ター調査事業）交付要綱」に従い「事業実績報告書（様式２）」を提出していただきます。 

適切なモニター調査が行われるよう、必要に応じて専門家等を派遣します。 

また、協会では、必要に応じてモニター調査に立ち会います。 

当協会では、製品の安全性やモニター調査にあたって生じた事故等の責任を負うものではありません。十

分注意して行ってください。 

 

◎選考方法 

事務局による書面審査及び協会が設置するモニター調査等検討委員会の意見を踏まえて、最終的に

協会が決定します。 

採否については、決定しだい応募された方へ通知いたします。 

なお、予定の件数に満たない場合には追加募集します。詳しくは協会まで問い合わせてください。 

 

 

～ 以下は、介護施設等の関係書類です。参考として掲載しています。 ～ 

 

様式４ 介護ロボット等モニター調査 実施希望書 ････ Ｐ２６ 

   様式５ 介護ロボット等モニター調査 結果報告書 ････ Ｐ２８ 

様式６ モニター調査事業・協力施設 請求書 ････････ Ｐ３０ 

 

192



 

13 
 

４．事務局（お問い合わせ先） 

公益財団法人テクノエイド協会 企画部（加藤・山下・嶋谷） 

〒１６２－０８２３ 

東京都新宿区神楽河岸１－１ セントラルプラザ４階 

ＴＥＬ０３（３２６６）６８８３ 

電子メール monitor@techno-aids.or.jp 

 

 

メ モ 

 

日付 問い合わせ内容 結果・対応 
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５．様式 

 
様式１（専門職によるアドバイス支援事業 依頼書） 

 

平成  年  月  日 

 

公益財団法人テクノエイド協会 殿 

 

（依頼者） 

                  〒 

住所 

 

事業者名 

担当者所属 

担当者名 

電話番号 

電子メールアドレス 

 

専門職によるアドバイス支援事業 依頼書 

 

貴法人が福祉用具・介護ロボット実用化支援事業の一環として行う、介護ロボット等の「専門職によるアド

バイス支援事業」について、下記の書類を提出して依頼します。 

 

 

記 

 

１．専門職によるアドバイス支援事業 依頼概要書（別紙） 

 

２．会社概要（任意様式） 

 

３．これまでの福祉用具・介護ロボットの開発実績がわかる書類（任意様式） 

※実績がない場合は、提出不要 

 

 

 

（書類の取り扱い等について） 

○ ご提出いただく「専門職によるアドバイス支援事業 依頼概要書（別紙）」は、介護施設等とのマッチン

グのために公開いたします。公開可能な範囲において、できる限り記載してください。 

○ 「専門職によるアドバイス支援事業 依頼概要書（別紙）」は、介護施設等とのマッチングに際して、イ

ンターネット等を通じて登録協力施設等へ情報提供します。 

○ 依頼する案件について、適切なアドバイスが行える介護施設又は団体等が現れない場合には、実施できな

い場合もあることを予めご承知ください。 

 

 

  

企業等 
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（別紙） 

平成  年  月  日 

 

専門職によるアドバイス支援事業 依頼概要書 

 

１．事業の種類（いずれか希望する方に○印を付けるか、事務局までご相談ください。） 

１．介護職員等との意見交換  

２．専門職によるアドバイス支援  

 

２．依頼者の概要 

企業名  

担当者名  

担当者連絡先 

住所 
〒 

 

電話  

電子メールアドレス  

主たる業務  

主要な製品  

希望する施設等の

種類・職種等 

 

その他 
 

 

３．機器開発コンセプトあるいは試作機の概要（可能な範囲でご記入ください） 

機器の名称（仮称）  

試作機の有無及び 

機器のコンセプト 

（試作機あれば写真

を添付） 

試作機の有無 １．有り  ・  ２．無し 

機器の目的及び特徴 

 

 

想定する使用者及

び使用方法、使用

環境 

使用者、使用方法、使用環境 

 

現在の開発状況と

課題 

 

特にアドバイス

（意見交換）を希

望している事項 

 

その他  

（注）必要に応じて記載欄を増やしてください。 
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様式２（介護ロボット等モニター調査事業 交付金要望書） 
 

平成  年  月  日 

 

公益財団法人テクノエイド協会 殿 

 

（要望者） 

                  〒 

住所 

 

事業者名 

担当者所属 

担当者名 

電話番号 

電子メールアドレス 

 

介護ロボット等モニター調査事業 交付金要望書 

 

貴法人が福祉用具・介護ロボット実用化支援事業の一環として行う「介護ロボット等モニター調査事業」に

ついて、下記の書類を添付して申請します。 

 

 

記 

 

１．介護ロボット等モニター調査計画書（別紙） 

 

２．会社概要（任意様式） 

 

３．モニター調査を行う介護ロボット等の開発経過がわかる書類（任意様式） 

※実績がない場合は、提出不要 

 

 

 

 

（書類の取り扱い等について） 

○ ご提出いただく「モニター調査計画書（別紙）」は、介護施設等とのマッチングのために公開いたします。

公開可能な範囲において、できる限り記載してください。 

○ 「モニター調査計画書（別紙）」は、介護施設等とのマッチングに際して、インターネット等を通じて登

録協力施設等へ情報提供します。 

○ 依頼する案件について、モニター調査に協力いただける介護施設又は団体等が現れない場合には、実施で

きない場合もあることを予めご承知ください。 

 
 

企業等 
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（別紙） 

平成  年  月  日 

 

介護ロボット等モニター調査計画書 

 

１．申請者の概要 

事業者名  

担当者名  

担当者連絡先 

住所 
〒 

 

電話  

電子メールアドレス  

主たる業務  

主要な製品  

希望する施設等の

種類・職種等 

 

希望するエリア  

その他 
 

 

２．申請機器の概要（可能な範囲でご記入ください。） 

機器の名称（仮称）  

機器の概要 

 

（写真を添付する

こと） 

 

想定する使用者の状態像、使用環境 

 

機器の果たすべき目的 

 

機器の機能、有用性 

 

比較すべき類似の機器あるいは方法およびそれに比べて優れている点 

 

現在の開発状況と

課題 

機器に関するリスクアセスメント（安全性の評価と確保対策） 

※アセスメント結果資料を添付して下さい。（様式自由）  

 

社外モニター調査の実施実績及びその結果 

※経験ありの場合は、結果を添付して下さい。（様式自由） 

 

現在の開発に関する課題 
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３．モニター調査したい内容（特に登録協力施設等へお願いしたい内容） 
※記載にあたっては、募集要項のＰ９を参照してください。 

※以下の項目についてモニター調査したい内容について記載してください。（今回要望しない項目は「特になし」としてください。） 

※委員会等の審議により採択された場合には、協会及び専門家によるアドバイスを行います。 

利用対象者の適用範

囲に関すること 

 

利用環境の条件に関

すること 

 

機器の利用効果に関

すること 

 

機器の使い勝手に関

すること 

 

介護現場での利用の

継続性に関すること 

 

その他 

 

（注）必要に応じて記載欄を増やしてください。 
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４．モニター調査に必要な資金内訳 

（１）資金計画 

区 分 金 額 備 考 

交付金要望額 千円  

経済産業省の補助金 千円  

自己資金 千円  

借入金等 千円  

合 計 千円  

 

（２）積算内訳（経費区分は、Ｐ２０の「対象経費」を参照して記入。） 

経費区分 支出予定額 積算内訳 

 円  

 円  

 円  

 円  

 円  

 円  

 円  

 円  

 円  

 円  

 円  

合 計 千円  

 

（注意事項） 

１. 経費区分につきましては、Ｐ２０の「対象経費」を参照してください。 

２. 消費税相当額は各経費に含めて記入してください。 

３. 自己資金・借入金等を含む場合には、交付金による要望額が分かるよう明確に区分して、記入してください。 

４. 経済産業省「ロボット介護機器開発・導入促進事業」において、採択された案件につきましては、モニター調査に係る部分のみ、記

入してください。費目は経済産業省に提出している費目の項目で構いません。 
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（別表） 

 

対象経費 

 

①申請できる経費  

実態把握等の調査及びモニター調査等に必要な賃金、謝金、消耗品費、雑役務費、借料及び損料、旅費、会議費、通信運搬

費、印刷製本費、光熱水費の直接経費並びに委託費等  

各項目の具体的な支出例は、以下のとおりとする。経費の算出に当たっては、所属機関の規定等に基づくこと。 

 項目 具体的な支出例 

直接経費 賃金  

人件費 

・調査等に必要な資料整理作業等を行う者を日々雇用する経費  

別紙：単価基準額参照  

・支払い対象者について、法令に基づいて雇用者が負担する社会保険の保険料 

 

謝金  ・協力者（開発組織に属さない試験被験者やアドバイザー等）に対する謝礼（いずれ

も金銭、物品を問わない。）  

別紙：単価基準額参照  

 

消耗品費  ・各種事務用紙、文具の類、収入印紙、雑誌等、その性質が使用することによって消

耗され、又は毀損しやすいもの、長期間の保存に適さない物品の購入費  

 

雑役務費  ・モニター調査に用いるための試作機 

・開発要素のない機械装置製作費用（但し、金型の作製費及び施設整備費等は含まな

い）  

・ 振込手数料、倫理審査受審料  

 

借料及び損料  ・会場借上料、パソコン等の機械の借上料  

旅費  ・調査等のために行う国内の旅行経費（協力者に対する旅費を含む）  

会議費  ・会議用、式日用の茶菓代（弁当等の食事代は含まない）  

通信運搬費  ・郵便料、運搬料、電信電話料  

印刷製本費  ・報告書、アンケート等の印刷、製本の経費  

保険料  ・モニター調査に係る保険料等  

光熱水費 ・電気使用料、ガス使用料、水道使用料等及びこれらの使用に伴う計器類の使用料  

・自動車等の燃料の購入費  

一般管理費  ・交付金要望額における直接経費の１５％以内  

委託費  ・モニター調査を実施いただく協力施設へ委託する経費等 
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②申請できない経費 

交付金には、次のような経費は、直接経費及び委託費(以下「直接経費等」という。)として申請することはできません。 

(ア) 開発組織の構成員の賃金 

当該事業は開発組織の本来業務として実施されている開発に対して資金交付を行うものであることから、従前から開

発組織の構成員であった者の賃金は申請できない。 
(イ) 建物等施設に関する経費 

ただし、交付した資金で購入した設備備品を導入するために必要となる据え付け費及び調整費を除く。 

(ウ) 開発を補助する者に対する退職金、ボーナス 

(エ) 机、椅子、パソコン等開発者若しくは開発者の所属機関で通常備えるべき設備備品を購入するための経費 

(オ) モニター調査時に発生した事故又は災害の処理のための経費（被験者に健康被害が生じ補償を要する場合に当該補償を

行うために必要な保険（当該モニター調査計画に位置づけられたものに限る。）の保険料を除く。） 

(カ)モニター調査に関連のない通信運搬費、光熱水費 

開発組織が行っている、当該事業とは別の業務に係る通信運搬費や光熱水費は申請できない。これらの経費を申請す

る場合には当該事業とその他事業との切り分け方についての説明を添付すること。 

(キ) その他モニター調査に関連性のない経費 

 

③モニター調査用の対象機器あるいはデータ計測用機器等の価格が５０万円以上の機械器具等 

物品の調達については、リース等の賃借が可能な場合は原則として賃借によることとする（５０万円未満の機械器具等につ

いても賃借の検討を行うこと）。 

 

④協力施設等とマッチングが図れなかった場合の取り扱い 

不採択となった場合、それまでに要した一切の費用は、応募者の負担となります。 

 

単価基準額 

 

賃金 

一日（8時間）当たり8,300円を基準とし、雇用者が負担する保険料は別に支出する。 

注）一日において 8時間に満たない時間又は 8時間を超えた時間で賃金を支出する場合には、1 時間当たり 1,030 円で計算する

ものとする。 

 

謝金 

モニター調査等のた

めの協力 

1回当たり1,000円程度 

モニター調査、アンケート記入等など協力謝金については、協力内容（拘束時間等）を勘案し、

常識の範囲を超えない妥当な単価を設定すること。なお、謝品として代用することも可（その場

合は、消耗品として計上すること）。 

定型的な用務を依頼

する場合 

医師又は相当者 日給14,100円 

大学（短大含む）卒業者又は専門技術を有する者

及び担当者 

日給7,800円 

調査補助者 日給6,600円 
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６．参考資料（介護施設等向けの様式） 

 
 
様式１（専門職によるアドバイス支援事業 実施希望書） 

平成  年  月  日 

 

専門職によるアドバイス支援事業 実施希望書 

 

１．事業の種類 ※いずれか一つに○印をつけてください。 

１．介護職員等との意見交換  

２．専門職によるアドバイス支援  

 

２．希望する案件・機器の名称 

案件番号  

企業名  

機器の名称（仮称）  

 

３．実施体制 

実施機関名  

実施責任者名  

主担当者名  

主担当者連絡先 

住所 
〒 

 

電話  

電子メールアドレス  

主担当者の資格と

日常業務 

 

アドバイス（意見

交換）に係わる者 

 

（アドバイス等に係

わる全ての方を記載

してください。） 

 

氏 名 所 属 資格及び業務経験等、経験年数 

   年

   年

   年

   年

   年

福祉用具の開発に

関するこれまでの

実績等 

 

その他 

 

介護施設等 
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４．実施機関の概況 

介護業務における

現状の課題 

 

当案件を希望する

理由 

 

 

５．アドバイス支援の具体的な実施方法 

具体的に実施方法  

 

 

（注）必要に応じて記載欄を増やしてください。 
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様式２（専門職によるアドバイス支援事業 実施結果報告書） 
平成  年  月  日 

 

専門職によるアドバイス支援事業 実施結果報告書 

 

１．実施体制 

実施機関名  

実施責任者  

主担当者名  

連絡先 電話  メールアドレス  

主担当者の資格と

日常業務 

 

アドバイス（意見

交換）に係わった

担当者 

 

（アドバイス等に係

わる全ての方を記載

してください。） 

氏 名 所 属 資格及び業務経験等、経験年数 

  年

  年

  年

  年

 

２．実施結果 

案件番号  機器の名称  

企業名  

アドバイス（意見交

換）の実施経過 

実 施 日 実 施 方 法 等 

  

  

  

使用者の適応範囲に

関する留意点、課題 

 

使用時の利用環境に

関する留意点、課題 

 

期待する効果を発揮

するための課題及び

その対応策 

 

使い勝手に関する課

題及びその対応策 

 

特にアドバイス（意見

交換）してほしい事柄

に対する結果 

 

その他 
 

（注）必要に応じて記載欄を増やしてください。 

 

介護施設等 
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様式３（専門職によるアドバイス支援事業・協力施設 請求書） 
 

請 求 書 
 

金        円 

 
平成２９年度福祉用具・介護ロボット実用化支援事業の一環として行った「専門職によるアドバイス支援事

業」について、上記のとおり請求します。 
なお、上記金額は次の口座にお振り込み下さい。 

 
１．振込先 

金 融 機 関 名 銀行 支店

預 貯 金 種 別  

口 座 番 号   

（フ リ ガ ナ） 

口 座 名 
 

 
２．事業の種類 ※いずれか一つに○印をつけてください。 

１．介護職員等との意見交換  

２．専門職によるアドバイス支援  

 
３．実施機関及び案件 

実施機関名  

担当者名  

案件番号  

機器の名称  

企業名  

平成  年  月  日 

公益財団法人 テクノエイド協会 

理事長 大橋謙策 殿 

 

（請求者） 

住所 〒 

 

 

事業者名 

 

 

                   代表者                印 

  

介護施設等 
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様式４（介護ロボット等モニター調査 実施希望書） 
平成  年  月  日 

 

介護ロボット等モニター調査 実施希望書 

 

１．希望するモニター調査事業 

案件番号  機器の名称  

企 業 名  

 

２．実施体制 

実施機関名  

実施責任者氏名  

主担当者名  

主担当者連絡先 

住所 
〒 

 

電話  

電子メールアドレス  

主担当者の資格と

日常業務 

 

モニター調査に係

わる者 

 

（モニター調査に係

わる全ての方を記載

してください。） 

氏 名 所 属 資格及び業務経験等、経験年数 

  年

  年

  年

  年

  年

モニター調査実施

可能な期間 
月  日頃  ～    月  日頃 

福祉用具の開発に

関するこれまでの

実績等 

 

今回、モニター調

査を希望する施設

としてのねらい 

 

 

３．メーカーがモニター調査したい内容に対する対応予定 

項目 対応予定 

  

  

  

 

介護施設等 
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４．当該機器に対して、施設等側からモニター調査したい項目・内容 

項目 モニターしたい内容 

  

  

  

  

（注）必要に応じて記載欄を増やしください。 
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様式５（介護ロボット等モニター調査 結果報告書） 
平成  年  月  日 

 

介護ロボット等モニター調査 結果報告書 

 

１．実施体制 

実施機関名  

主担当者名  

連絡先 電話  メールアドレス  

主担当者の資格と

日常業務 

 

モニター調査に係

わった担当者 

 

（モニター調査に係

わる全ての方を記載

してください。） 

 

氏 名 所 属 資格及び業務経験等、経験年数 

   年

   年

   年

   年

   年

 

２．実施状況 

案件番号  機器の名称  

企業名  

実施期間 月   日  ～     月   日 

調査対象とした介護

サービスの種類・内容 

 

機器を利用した介護

サービス場面 

 

機器を利用した対象

者の状態像、人数 

 

モニター調査結果の

収集と記録の方法 

 

 

応募時と異なったこ

と 

想定していなかった

こと等 

 

その他 
 

 

  

介護施設等 
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３．モニター調査結果 

利用対象者の適用範

囲（特に留意すべき点

など） 

 

利用環境の条件 

（特に留意すべき点

など） 

 

機器の利用効果 

 

（機器の特性に即し

てあてはまる項目に

ついて記入すること） 

 

介護を受ける側への効果（本人のＡＤＬやＱＯＬの維持・向上、精神的負担の軽減等） 

 

介護する側への効果 

 

介護業務の過程における効果（安全な介護の実施や効率的な介護の実現等） 

 

その他 

 

使い勝手 

操作機能性 

 

改良の希望と 

その理由 

 

その他 

 

（注）必要に応じて記載欄を増やしてください。 
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様式６（介護ロボット等モニター調査・協力施設 請求書） 
 

 

請 求 書 
 
 

金 １５０，０００円 

 
平成２９年度福祉用具・介護ロボット実用化支援事業の一環として行った「介護ロボット等モニター調査事

業」について、上記のとおり請求します。 
なお、上記金額は次の口座にお振り込み下さい。 

 
１．振込先 

金 融 機 関 名 銀行 支店

預 貯 金 種 別  

口 座 番 号   

（フ リ ガ ナ） 

口 座 名 
 

 

２．実施機関及び案件 

実施機関名  

担当者名  

案件番号  

機器の名称  

 

平成  年  月  日 

 

公益財団法人 テクノエイド協会 

理事長 大橋謙策 殿 

 

（請求者） 

住所 〒 

 

事業者名 

 

                   代表者                印 

 
 

  

介護施設等 

210



 

31 
 

公益財団法人テクノエイド協会 

 

○目的 

当協会は、福祉用具に関する調査研究及び開発の推進、福祉用具情報の収集及び提供、福祉用具の臨床的評

価、福祉用具関係技能者の養成並びに義肢装具士に係る試験事務等を行うことにより、福祉用具の安全かつ効

果的な利用を促進し、高齢者及び障害者の福祉の増進に寄与することを目的としています。 

 

○設立 

 ・１９８７年（昭和６２年）３月１６日 

財団法人設立許可（厚生省社第２２０号） 

・１９８７年（昭和６２年）４月１日 

法人設立登記 

・２０１１年（平成２３年）７月１日 

公益財団法人へ移行登記 

 

○主な事業 

 ・義肢装具士の国家試験 

 ・福祉用具関係技能者の養成 

 ・福祉用具に係わる情報の収集及び提供 

 ・福祉用具の標準化に係わる業務 

 ・福祉用具に関する調査研究 

 ・福祉用具の臨床的評価事業 

 ・福祉用具・介護ロボット実用化支援事業 

 ・その他福祉用具に係る事業 

 

○所在地 

〒162-0823 

東京都新宿区神楽河岸１－１ 

セントラルプラザ４階 

公益財団法人テクノエイド協会 企画部 加藤･山下・嶋谷 

TEL ０３－３２６６－６８８３ 

 

 

福祉用具・介護ロボット実用化支援事業に関する取り組み 

 

福祉用具・介護ロボット実用化支援事業に関する情報及び、所定の申請書類等は、テクノエイド協会のホー

ムページに掲載しています。 

必要な書類はダウンロードして入手してください。 

 http://www.techno-aids.or.jp/ 

 

211





1 
 

 

 

 

平成２９年度 

福祉用具・介護ロボット実用化支援事業における 

「介護ロボット普及モデル事業」 

 

募集要項 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

募集期限 平成２９年６月３０日（金） 

 

 

本事業は、介護現場に介護ロボットを活用した援助技術を周知させるため、地域拠点等と

の連携を図り、介護ロボットの普及活動を推進する事業です。 

全国から福祉用具に関する地域拠点（介護実習・普及センターやリハビリテーションセン

ターを想定）を１０か所程度選定し、各地域において、厚生労働省と経済産業省が連携して

定めた「ロボット技術の介護利用における重点分野」の介護ロボットを主な対象機器として、

地域医療介護総合確保基金における介護ロボットの導入支援事業の活用につなぐ取り組みや、

介護施設等において適切かつ効果的な導入と利活用を推進するためのコンサルティング業務

等を実施いただきます。 

 

 

公益財団法人テクノエイド協会 

付録２ 介護ロボット普及モデル事業 募集要項 
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平成２９年度 

福祉用具・介護ロボット実用化支援事業における 

「介護ロボット普及モデル事業」 

募集要項 
 

１．目的 

当協会では、厚生労働省の委託を受けて「福祉用具・介護ロボット実用化支援事業」を実

施しております。本事業の一環として、介護現場に介護ロボットを活用した援助技術を周知

させるために、地域拠点との連携を図り、普及活動を推進することを目的として、モデル事

業を行っております。 

地域拠点となって、介護ロボットのモデル事業の実施を希望する機関につきましては、以

下の内容に沿って、応募してください。 

 

２．対象となる機関 

介護実習・普及センター等で福祉用具に係る地域の拠点として活動され、当協会と連携し

て地域の介護現場に介護ロボットを活用した介護技術の普及活動の推進を希望する機関。 

 

３．対象とする介護ロボットの範囲 

ロボット（※）技術を適用して、従来の福祉用具ではできなかった優位性を発揮する福祉用

具で既に商品化され、現時点では需要が顕在化していなくとも、潜在的な需要が見込まれる

機器 

技術革新やメーカー等の製品開発努力等により、新たに開発されるもので、従来の機器で

は実現できなかった機能を有する機器 
（※）①力センサーやビジョンセンサー等により外界や自己の状況を認識し、②これによって得られた情報を解析し、③その結

果に応じた動作を行う 

介護ロボットの例： 

以下のＵＲＬよりダウンロードできます。 

http://www.techno-aids.or.jp/robot/conference2/pdf/28summary.pdf 

 
４．対象事業 

第４相（上市・普及）の段階にあり、介護施設や在宅での利活用が期待される介護ロボッ

ト等について、機器の目的及び対象者、適用と禁忌、さらには適切かつ安全に使用するため

の基礎知識から応用技術を地域へ確実に普及させるため実施します。 

厚生労働省と経済産業省が連携して定めた「ロボット技術の介護利用における重点分野」 

http://www.meti.go.jp/press/2013/02/20140203003/20140203003.html 

 

の介護ロボットを主な対象機器として行うこととし、地域医療介護総合確保基金における介

護ロボットの導入支援事業の活用につなぐ取り組みや、介護施設等において適切かつ効果的

な導入と利活用を推進するためのコンサルティング業務等を対象事業とします。 
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５．交付額及び件数 

１か所あたり、１２０万円以内 

全国、１０か所程度 

本事業は、予算の範囲内で行いますので、希望機関が多い場合は交付できない場合があ

ることに留意して下さい。 

予算の対象となる費目については、別表の対象経費を参照してください。 

 
６．実施機関の選定等について 

本事業を希望される機関は、「事業実施要望書（様式１）および経費明細（様式２）」を平

成２９年６月３０日（金）までに、電子メールにて、当協会あてに（monitor@techno-aids.or.jp）

提出してください。 

実施機関の内定：平成２９年７月上旬 

※選定にあたっては、応募いただいた全国の介護実習・普及センター等から、要望内容・地

域性等を加味しながら決定することとします。 

（事業は内定後、実施していただいて結構です。） 

内定後、別に定める交付要綱に沿って正式な交付申請を行っていただきます。 

 

７．実施期間 

内定後～平成３０年２月末 

 

８．関係書類 

 様式１「介護ロボット普及モデル事業 事業実施要望書」 

 様式２「介護ロボット普及モデル事業 経費明細書」 

 

９．本件に関するお問い合わせ及び要望意向提出先 

公益財団法人テクノエイド協会 企画部（加藤・山下・嶋谷） 

〒１６２－０８２３ 

東京都新宿区神楽河岸１－１ セントラルプラザ４階 

ＴＥＬ ０３（３２６６）６８８３ 

電子メール monitor@techno-aids.or.jp 
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１０．様式 

 

様式１ 

平成 年 月 日 

 

介護ロボット普及モデル事業 事業実施要望書 

 

１．実施機関 

機関名称  

住所 〒 

 

連絡担当者 

所属 氏名 

 

電話  

電子メールアドレス  

 

２．対象とする機器及びそのメーカー 

 

 

３．実施体制 

 

 

４．事業対象エリア 

 

 

５．介護ロボット導入支援事業及び介護ロボット等導入支援特別事業等との連携 

 

 

６．事業内容（予定） 

 

 

７．福祉用具・介護ロボットの普及・啓発に係わる事業実績 

 

 

※記載にあたっては、文字数の制限はございませんので、適宜、記載枠を広げて、具体的

に、ご記入ください。 
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様式２  

 

介護ロボット普及モデル事業 経費明細書 

 

 項目 支出予定額 積算内訳 

 

 

直

接

経

費 

賃金・人件費 

 

  

謝金 

 

  

消耗品費 

 

  

雑役務費 

 

  

借料及び損料 

 

  

旅費 

 

  

会議費 

 

  

通信運搬費 

 

  

印刷製本費 

 

  

保険料 

 

  

光熱水費 

 

  

一般管理費   

委託費   

合計   

※記載にあたっては、文字数の制限はございませんので、適宜、記載枠を広げて、具体的

に、ご記入ください。 
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（別表） 

 

対象経費 

（申請できる経費） 

本事業実施に必要な賃金、謝金、消耗品費、雑役務費、借料及び損料、旅費、会議費、通信運搬

費、印刷製本費、光熱水費の直接経費並びに委託費等。 

各項目の具体的な支出例は、以下のとおりである。経費の算出に当たっては、所属機関の規定等

に基づくこと。 

 

 項目 具体的な支出例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

直

接

経

費 

賃金・人件費 

 

・事業実施に必要な作業等を行う者を日々雇用する経費 

・支払い対象者について、法令に基づいて雇用者が負担する社会保険の保険

料 

謝金 

 

・事業協力者（事業実施機関に属さない研修会講師等）に対する謝礼   

・単価については単価基準額参照 

消耗品費 

 

 

・各種事務用紙、文具の類、収入印紙、雑誌等、その性質が使用することに

よって消耗され、又は毀損しやすいもの、長期間の保存に適さない物品の

購入費 

雑役務費 ・銀行振込手数料、両替手数料等 

借料及び損料 ・会場借上料、介護ロボット等の借上料 

旅費 ・本事業のために行う旅行経費（協力者に対する旅費を含む） 

会議費 ・会議用、式日用の飲食代 

通信運搬費 ・郵便料、運搬料、電信電話料 

印刷製本費 ・研修資料の印刷費等 

保険料 ・試用等に係る保険料等 

光熱水費 

 

 

・電気使用料、ガス使用料、水道使用料等及びこれらの使用に伴う計器類の

使用料  

・自動車等の燃料の購入費 

一般管理費 ・直接経費の１５％以内 

委託費 業務の一部を外部機関に委託するための費用 

 

単価基準額 

賃金 

一日（8 時間）当たり 8,300 円を基準とし、雇用者が負担する保険料は別に支出する。 

注）一日において 8 時間に満たない時間又は 8 時間を超えた時間で賃金を支出する場合には、1時間当

たり 1,030 円で計算するものとする。 

謝金 

定型的な用務を

依頼する場合 

医師又は相当者 日給 14,100 円 

大学（短大含む）卒業者又は専門技術を有

する者及び担当者 

日給 7,800 円 

事業補助者 日給 6,600 円 
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付録３ 本報告書で記載した機器のカテゴリー 

カテゴリー（目的） 定義 

①移乗支援 ベッド－車椅子、ベッド-ポータブルトイレ、車椅子－トイレ

間等の要介護者の移乗介助を行う介助者の負担を軽減する機

器 

②移動支援 要介護者の屋内あるいは屋外の移動に関して、移動できない

要介護者の移動を可能にしたり、移動可能距離を延長したり、

楽に移動できるようにしたり、安全に移動できるようにした

り、歩行時の歩容を改善したりする機器 

③排泄支援 尿及び便を感知して自動的に吸引及びその後、陰部を洗浄し、

排泄物等を肥溜めに移動するか、処理が容易な状態にする機

器 

④見守り支援 屋内において、ベッド上での起き上がり、ベッド上での端座

位、ベッドからの離床、心拍、呼吸、寝返り、転倒など、単

なるベッドからの離床だけでなく、多様な状況を認識でき、

その状況を PC,タブレット、スマホ等へ通知したり、情報を蓄

積し状況ン改善に活用できる機器 

⑤入浴支援 在宅の一般浴槽において、自力で浴槽に出入りするのが困難

あるいは危険を伴う要介護者が安全かつ容易に浴槽に出入り

することができるようにする機器 

⑥機能訓練支援 機能訓練を支援する機器 

⑦服薬支援 予めセットした薬が取り出されたことを自動的に検知し、そ

の時刻を記録し、また、予定された時刻内に薬が取り出され

なかった場合、あるいは予定時刻外に薬が取り出された場合、

遠隔地の管理者に自動的に通知する機器 

⑧認知症セラピー支援 認知症者の不穏な行動等を抑制し、介護者の負担を軽減する

機器 

⑨食事支援 介護者による食事介助の負担を軽減あるいは不要にする機器

⑩口腔ケア支援 介護者による要介護者の口腔ケアの負担を軽減あるいは不要

にする機器 

⑪介護業務支援 
 （掃除、洗濯、調理、記

録等） 

掃除、洗濯、調理、記録等、身体介護以外の介護業務の負担

を軽減する機器 

⑫その他 上記以外の介護者の負担の軽減あるいは要介護者の自立を支

援する機器 
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